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はじめに 

大阪大学「インタラクティブ物質科学・カデットプログラム」は文部科学省博士課程教育リー

ディングプログラム・複合領域型（物質）に平成 24 年 10 月 1 日付で採択され、平成 25 年度

から一期生を迎えて取組みがスタートしました。平成 27 年度は取組の 3 年目で、これまで築き

上げてきた活動基盤を大阪大学に展開・定着を開始する年と位置づけ、64 名のプログラム履修

生と 41 名の担当教員が学外の研究機関や企業と連携して活動した一年でした。 

これまでの取組みによって基礎工学研究科、理学研究科と工学研究科の 3 研究科から参加す

る担当教員が、教務・教育システム、採用・評価など６つのワーキンググループに所属して活動

をし、部局や分野を超えて合意形成を行い大阪大学未来戦略機構との連携で自発的に改善が進む

運営体制が定着しました。当初計画に従い教育プログラムの充実に取り組んできた結果、27 年

度に国際突破力を養成する「物質科学海外研修」を開講したことで、当初予定していた全ての取

組の実装が完了しました。研修では海外の大学に 3 ヶ月間滞在し、独力で研究を進めるもので、

27 年度は 5 名の履修生がこれまでにプログラムで培ってきた汎用力を駆使して臨み、想定外の

事態にも遭遇しながら多くの成果を得て帰国しました。特筆すべき事項として、27 年度は国際

シンポジウムや他大学のリーディングとの合同セミナーを履修生が自主的に企画・運営し開催す

るなど、プログラムで目論んでいる汎用力が目に見える形で実証された年度でもありました。 

折しも、27 年度はプログラムの中間評価の年度になっており、プログラムオフィサーの現地

視察、評価委員の現地視察に加えて、12 月には中間評価ヒアリングが実施されました。また、

中間評価に合わせて外部評価委員会も開催したことで、これまでの取組みの総括と第三者からの

課題提起と検討、今後に向けた取組みを見直す年度になりました。中間評価では、「計画通りの

取組みであり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を達成することが出来る」との

評価を頂きました。「インタラクティブ」をキーワードにして対話性・双方向性による相乗効果

の概念を、物質科学における教育と研究の中で実践し、学生の満足度・負担・到達度を把握しな

がら３研究科９専攻が密接に連携しプログラムに取り組んでおり、順調に事業運営を進めている

現状が評価されています。特に産学官民が参加しての履修生育成の取組み、国内企業へのインタ

ーンシップ、海外研修など学外での活動や、グローバルに活躍するリーダー養成の指導体制につ

いてもその実効性を認識いただけました。一方で今後への期待として、さらに高い国際突破力や

国際性を身に付けるための工夫、他大学出身者、女性、留学生の割合を増やし多様な学生の確保

が要請されました。 

本報告書では以上のようなプログラム全体の活動について平成27 年度の1 年間の進捗を報告

します。本プログラムの推進に多大なる協力をいただきました学内外の関係各位に対し、心から

感謝いたします。平成 28 年度は活動 4 年目、後半に向けて基礎をしっかり固めて大きく飛躍す

るための要の年となります。引き続きご指導ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

平成 28 年 4 月 1 日 

大阪大学未来戦略機構 第三部門 部門長 

プログラムコーディネーター  木村 剛 
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ୈ１章





第 1 ষ ϓϩグラϜメンバーߏ成 

 ԉମ੍ࢧಋࢦ 1�1

 ຊϓϩグラϜ͸、૯௕Λ機ߏ௕と͠、શ理ࣄ౳Λメンバーと͢る大阪大学ະདྷઓུ機ߏ

ͷ教育研究ਪਐ෦໳ͷ第ࡾ෦໳と͠てҐஔ෇けΒΕておΓ、Ϛωδメントͷओମと͠てϓ

ϩグラϜ౷ׅ会議ͷԼにϓϩグラϜコーσΟωーターΛ委員௕と͢るϓϩグラϜ運営委員

会͕履修生にର͢るࢦಋࢧԉํࡦΛ企ը・ཱҊ͢るとと΋に、ϓϩグラϜͷਐ௙ঢ়گΛϞ

ニター͠、దٓ見௚͠Λਤͬて͍るɻ·ͨ、୲౰ऀશ員͕ࢀՃ͢る̬̜̒ͷ۩ମ的׆ಈに

ΑΓ、履修生ͷ教育、ର外׆ಈ౳Λਪਐ͠て͍るɻ 

 平成̎̓年度ͷ運営おΑびࢦಋࢧԉମ੍Ͱ͸、ࡢ年度にҾ͖ଓ͖ϓϩグラϜ୲౰教員̐

໊͕̍第Ұ期生かΒ第ࡾ期生໊̒̐ͷࢦಋΛͨͬߦɻࢦಋࢧԉにつ͍て͸、ϓϩグラϜ୲

౰教員おΑび企ը・ਪਐνーϜスタッフͷ࿈ܞにΑΓಛஈͷ໰୊͸発生͠ておΒͣ、新ͨ

ͳࣄ業ͷऔΓ૊Έに͠ࡍて͸履修生ͷੵۃ的ͳྗڠΛಘるͳͲ、ϓϩグラϜ運営に履修生

Λ関ΘΒͤる͜とͰԁ׈ͳϓϩグラϜ運営౳と、কདྷリーμーとͳるऀと͠てͷ企ըྗ・

ཱࣗੑΛଅ͢͜とに΋つͳ͕ͬているࠋ 
 ຊ年度͸学年ਐߦに൐͍、ʮ෺࣭Պ学海外研修ʯにΑる̏ϲ月間ͷ海外ͷ研究機関౳Ͱͷ

研修Λ։講ͨ͠ɻಛච͢΂͖ࣄ業と͠て͸、̍̍月に第̎回ΧσットϓϩグラϜ国ࡍシン

ポδ΢ϜΛ履修生にΑる࣮ߦ委員会ͷࣗओ的ͳ׆ಈに͖ͮج։ͨ͠࠵ɻ͞Βに、̍̎月に

͸東京大学ͷ෺࣭Պ学リーσΟングϓϩグラϜとͷ合ಉシンポδ΢Ϝ΋学生࣮ߦ委員会ओ
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ಋͰ։ͨ͠࠵ɻ 

９月に͸履修生໊̍̐ͷࢀՃにΑるシリコンバレーۙ߫ͷϕンνϟー企業΍、スタンフ

Υーυ大学、̪̘バークレΠߍΛ๚໰͢る現地学習Λ࣮ͨ͠ࢪɻ履修生にとͬて͸、ҟ෼

໺ΛؚΉ国内外ͷҰྲྀͷ研究ऀとσΟスΧッシϣン͢る͜とͰ、目ඪと͠て͍るコϛϡニ

έーシϣンྗ・国ࡍಥഁྗ΍၆ᛌྗ・ෳ؟的ྗߟࢥΛ্ͤ͞޲る機会とͳͬͨɻ 

 履修生ࢦಋͷコϛϡニέーシϣンπールと͠て運༻͠て͍るݸ人ΧルςΛલ期、後期ͷ期

ॳにఏग़ͤ͞るとと΋に、ϓϩグラϜコーσΟωーター、シニアメンター͕履修生ͷݸผ面

ஊΛҾ͖ଓ͖࣮ݸ、͠ࢪ人ͷಛ࣭、՝୊Λ೺Ѳ、إͷ見͑る教育ମ੍ΛΑΓޮՌ的にܧଓ͠

て͍るɻ 

͞Βに、एखメンターにΑるִिͷன৯会にΑΓ、履修生ͷঢ়گ೺Ѳ、՝୊ରԠͳͲ͖

Ίࡉ΍かに͍ߦ、研究ࣨϩーςーシϣン先ͷࢦಋ教員ΛՃ͑ͨෳ਺ࢦಋऀかΒͳるʮμブ

ルメンター੍ʯ、ʮإͷ見͑るςーラーメΠυʯͷ教育ମ੍Λҡ࣋͠つつ、学内ωットϫー

クΛ׆༻ͨ͠Πϕント・ࢿྉͷڞ༗Խ、ʮ教育研究ઃඋϓラットフΥーϜʯ、ʮΧσットจݿʯ

につ͍て΋੔උ・ॆ࣮ΛਤΓ、履修生育成ͷҰཌྷΛ୲ͬて͍るɻ 

（෇࿥̍ষ ࣮ࢪঢ়گ報告書Λࢀর） 

 

1�2 ϓϩグラϜ୲౰ऀ 

ຊϓϩグラϜ͸、޻ૅج学研究Պ、理学研究Պ、޻学研究Պͷ̏研究Պ、９ઐ߈ͷ̏８

໊、おΑび学外ͷ໊͕̏ϓϩグラϜ୲౰ऀと͠てࢀը͠て͍るɻ 

   
 ॴଐ・໾৬ ઐ໳෼໺ ୲౰ ໊ࢯ

Տݯ ݪଠ 大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・研究Պ௕ ೤ྲྀମ޻学 ϓϩグラϜ੹೚  ऀ

໦ଜ ߶ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・෺ੑ෺理޻学ྖҬ・教त 
෺࣭Պ学・ݻମ෺理 

ϓϩグラϜコーσΟωーター、 

ϓϩグラϜ運営委員会委員௕ 

Ѷా ণ明 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・ະདྷ෺࣭ྖҬ・教त 
ޫ෺ੑ෺理学 

ΩϟリアパスࢧԉϫーΩンググルーϓ

௕、ϓϩグラϜ運営委員 

ҏ東 ೜ 
大学Ӄ޻学研究Պ・生໋先୺޻学

ઐ߈・教त 
生෺ແ機Խ学 教຿・教育シスςϜ࣮ફ୲౰ 

Ҫ্ ਖ਼ࢤ 
大学Ӄ理学研究Պ・ߴ෼ࢠՊ学 

ઐ߈・教त 

 ・෺理Խ学ࢠ෼ߴ

レΦϩδー 
 評価୲౰、ϓϩグラϜ運営委員・༺࠾

 উາ ాࠓ
大学Ӄ理学研究Պ・ߴ෼ࢠՊ学 

ઐ߈・教त 

生෺෺理学・生ମߴ෼ࢠ

 ଄ߏ
教຿・教育シスςϜ࣮ફ୲౰ 

Ҫݩ ৴೭ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・෺ੑ෺理޻学ྖҬ・教त 

ྔ・学ޫࢠྔ ྔ・情報ࢠ

 学ྗࢠ
教຿・教育シスςϜ࣮ફ୲౰ 
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അӽ 大 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・Խ学޻学ྖҬ・教त 
BiP�InsQirFd Խ学޻学 学外・国ࡍ࿈ܞ୲౰ 

Ԟଜ ޫོ 
大学Ӄ理学研究Պ・Խ学ઐ߈・ 

教त 
 Խ学・৮ഔԽ学ࢠྔ

、報・リクルートϫーΩンググルーϓ௕޿

ϓϩグラϜ運営委員 

北Ԭ ྑ༤ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・෺ੑ෺理޻学ྖҬ・教त 
෺ੑ෺理学 アυバΠβリーϘーυ 

久保 ࢙޹ 
大学Ӄ理学研究Պ・Խ学ઐ߈・ 

教त 
 ଄༗機Խ学ߏ

教຿・教育シスςϜ࣮ફϫーΩンググ

ルーϓ௕、ϓϩグラϜ運営委員 

খྛ 研հ 
大学Ӄ理学研究Պ・෺理学ઐ߈・

教त 
෺ࢠྔ  ੑ

教຿・教育シスςϜ࣮ફ୲౰ 

ϓϩグラϜ運営委員 

 ޼ ໺ࠓ
大学Ӄ理学研究Պ・Խ学ઐ߈・ 

教त 
 ԉ୲౰ࢧମԽ学 Ωϟリアパスࡨ

ञҪ ࿕ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・シスςϜ

創成ઐ߈・ి  Պ学ྖҬ・教तޫࢠ
半ಋମ෺ੑ޻学 学生ࢧԉ୲౰ 

መ઒ ߒҰ࿠ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・Խ学޻学ྖҬ・教त 
৮ഔԽ学 Ωϟリアパスࢧԉ୲౰ 

ਗ਼ਫ ࠸ࠀ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・ෟଐݶۃ

Պ学センター・教त 
௒ߴѹ෺࣭Պ学 ޿報・リクルート୲౰ 

ླ໦ 義ໜ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・෺ੑ෺理޻学ྖҬ・教त 

 ・ମ෺理ݻ

スϐントϩೋクス 
 評価୲౰・༺࠾

関ࢁ 明 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・෺ੑ෺理޻学ྖҬ・教त 

෺ࢠମిݻ ・ੑ์ ࣹޫ෺

 ੑ

学生ࢧԉϫーΩンググルーϓ௕、 

ϓϩグラϜ運営委員 

ా島 અࢠ 
大学Ӄ理学研究Պ・෺理学ઐ߈・

教त 
෺ੑ෺理学 ޿報・リクルート୲౰ 

ᆽా തҰ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・ະདྷ෺࣭ྖҬ・教त 
෼ࢠΤレクトϩニクス 

学外・国ࡍ࿈ܞ୲౰、 

ϓϩグラϜ運営委員 

 ෦ 義人ށ
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・ະདྷ෺࣭ྖҬ・教त 
෺理༗機Խ学 アυバΠβリーϘーυ 

๛ా ذ૱ 
大学Ӄ理学研究Պ・ෟଐૅج理学

ϓϩδΣクト研究センター・教त 
࣭ྔ෼ੳ学 Ωϟリアパスࢧԉ୲౰ 

中ᖒ ߒ߁ 
大学Ӄ理学研究Պ・Խ学ઐ߈・ 

教त 
෺ੑ෺理Խ学 ࠾༻・評価୲౰ 

中໺ խ༝ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・Խ学޻学ྖҬ・教त 
理࿦Խ学・ྔࢠԽ学 

教຿・教育シスςϜ࣮ફ୲౰、 

ϓϩグラϜ運営委員 

੢ݑ ࢁ࿨ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・Խ学޻学ྖҬ・教त 
ナϊ൓Ԡ޻学 

 、報・リクルート୲౰޿

ϓϩグラϜ運営委員 
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໺຤ ହ෉ 
大学Ӄ理学研究Պ・෺理学ઐ߈・

教त 
෺ੑ෺理学 ࠾༻・評価୲౰ 

ഡݪ ੓޾ 
大学Ӄ理学研究Պ・ෟଐ先୺࣓ڧ

৔Պ学研究センター・教त 
৔෺࣓ڧ ৔෼࣓ڧੑ・  ޫ 学外・国ࡍ࿈܎୲౰ 

Ֆ࡙ ಙ྄ 
大学Ӄ理学研究Պ・෺理学ઐ߈・

教त 
෺ੑ෺理学 学生ࢧԉ୲౰ 

඿԰ ޺平 
()26�6�1～） 

大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・シスςϜ

創成ઐ߈・ి  Պ学ྖҬ・教तޫࢠ
スϐントϩೋクス Ωϟリアパスࢧԉ୲౰ 

 明 ాݪ
大学Ӄ理学研究Պૅج理学ϓϩ

δΣクト研究センター・ಛ೚教त 
 Խ学 アυバΠβリーϘーυࢠԽ学・௒෼ࢠ෼ߴ

 จ߁ ݪ౻
大学Ӄ޻学研究Պ・Ϛςリアル生

 教त・߈Պ学ઐ࢈
 ྉ学ࡐࢠి

学外・国ࡍ࿈ܞ୲౰、 

ϓϩグラϜ運営委員 

෱Ҫ ݡҰ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・機ೳ෺࣭Խ学ྖҬ・教त 
表面෺理Խ学 

 、評価ϫーΩンググルーϓ௕・༺࠾

ϓϩグラϜ運営委員 

ਅ島 ࿨ࢤ 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・機ೳ෺࣭Խ学ྖҬ・教त 
༗機ۚଐԽ学 

学外・国ࡍ࿈ܞ୲౰ϫーΩンググルーϓ௕、 

ϓϩグラϜ運営委員 

দຊ ୎໵ 
大学Ӄ理学研究Պ・Խ学ઐ߈・ 

教त 
൓Ԡ෺理Խ学 ޿報・リクルート୲౰ 

ೆํ ੟࢘ 
大学Ӄ޻学研究Պ・Ԡ༻Խ学ઐ

 教त・߈
༗機合成Խ学 

Ωϟリアパスࢧԉ୲౰、 

ϓϩグラϜ運営委員 

 ത ࡔٶ
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・෺࣭創成

ઐ߈・ະདྷ෺࣭ྖҬ・教त 
෺理Խ学・ޫԽ学 学生ࢧԉ୲౰ 

৿઒ ྑ஧ 
大学Ӄ޻学研究Պ・ਫ਼ີՊ学・Ԡ

༻෺理学ઐ߈・教त 
 シϛϡレーシϣンࢠྔ

報・リクルート୲౰޿、評価୲౰・༺࠾

（݉຿）、ϓϩグラϜ運営委員 

٢ా ത 
大学Ӄ޻ૅج学研究Պ・ෟଐスϐ

ントϩニクス研究センター・教त 

機ナϊϚςリアルࢉܭ

σβΠン・෺ੑ理࿦ 
教຿・教育シスςϜ࣮ફ୲౰ 

学外       

ా中 ྑ࿨ 

国ཱ研究։発๏人理Խ学研究ॴ・

์ࣹޫՊ学૯合研究センター・ 

ઐ೚研究員 

์ࣹޫ෺ੑ 学外࿈ܞ୲౰ 

 ࣏ݡ ࡞ۄ

国ཱ研究։発๏人理Խ学研究ॴ・

์ࣹޫՊ学૯合研究センター・ 

ઐ೚研究員 

X ઢޫ学 学外࿈ܞ୲౰ 

ሞഭ ؜ 
国ཱ研究։発๏人情報௨৴研究機

 ະདྷ̞̘̩研究ॴ・研究ॴ௕・ߏ

半ಋମσバΠス、ςラ

ϔルπ޻学 
学外࿈ܞ୲౰ 
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1�3 ಛ೚教員・研究員 

 ॴଐ・໾৬ ઐ໳෼໺ ୲౰ ໊ࢯ

飯島 ݡೋ ະདྷઓུ機ߏ第ࡾ෦໳・ಛ೚教त ແ機ࡐྉՊ学 
ϓϩグラϜ企ը・ਪਐνーϜ୲౰、  

ϓϩグラϜ運営委員௕ิ  ࠤ

ඌು ஐࢠ ະདྷઓུ機ߏ第ࡾ෦໳・ಛ೚।教त ӳޠ教育・Պ学࢙ ϓϩグラϜ企ը・ਪਐνーϜ୲౰ 

ӓҪ ल஌ ະདྷઓུ機ߏ第ࡾ෦໳・ಛ೚ॿ教 ෺ੑ理࿦ ϓϩグラϜ企ը・ਪਐνーϜ୲౰ 

ᜊ౻ ప ະདྷઓུ機ߏ第ࡾ෦໳・ಛ೚ॿ教 ྔࢠԽ学 ϓϩグラϜ企ը・ਪਐνーϜ୲౰ 

അ৔ جজ ະདྷઓུ機ߏ第ࡾ෦໳・ಛ೚ॿ教 ෺ੑ෺理学 ϓϩグラϜ企ը・ਪਐνーϜ୲౰ 

৿ຊ ༞ຑ ະདྷઓུ機ߏ第ࡾ෦໳・ಛ೚ॿ教 ࡨମԽ学 ϓϩグラϜ企ը・ਪਐνーϜ୲౰ 

ԣ谷༸Ұ࿠ ະདྷઓུ機ߏ第ࡾ෦໳・ಛ೚研究員 ແ機ࡐྉՊ学 ϓϩグラϜ企ը・ਪਐνーϜ୲౰ 

 

1�4 ϓϩグラϜࣄ຿ࣨ 

 ໾৬ ໊ࢯ

ਗ਼ਫ ඒ࿨ ಛ೚ࣄ຿৬員 

২ా ༃ࢠ ಛ೚ࣄ຿৬員 

Ҫ্久ඒࣄ ࢠ຿ิࠤ員 
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1�5 第Ұ期生（平成 25 年度履修生） ʲ平成 27 年 4 月 1 日現ࡏʳ

 ग़਎ ॴଐ ໊ࢯ
研究Պ ॴଐઐ߈（ྖҬ） 学年 

ઙ໺ لݩ 
大෼޻業ߴ౳ઐ໳学ߍ・ 

ઐ߈Պ ిࢠిؾ情報޻学ઐ߈ 
 ̙̎ （学޻෺ੑ෺理）学 ෺࣭創成޻ૅج

଍ཱ ప 大阪大学 理学 ෺理学 ̙̍ 

Ѩ෦ ࢘ 大阪大学 ޻学 生໋先୺޻学 ̙̍ 

Ҫ઒ ีߴ 大阪大学 理学 Խ学 ̙̎ 

 ̙̍ Ԭ 成ষ 大阪大学 理学 ෺理学ࠓ

 ̙̍ 大阪大学 理学 Խ学 ࡞৓ पࠓ

大৔ ໼ొ 大阪大学 理学 ߴ෼ࢠՊ学 ̙̍ 

ਆ谷 ݐ 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成（෺ੑ෺理޻学） ̙̎ 

 ̙̍ ୓໵ 大阪大学 理学 Խ学 ۄၲ

ग ᇥ新 北京޻業大学・ిࢠ情報੍޻ޚ学Պ ޻学 Ϛςリアル生࢈Պ学 ̙̍ 

 ̙̍ Պ学ࢠ෼ߴ 大阪大学 理学 ॣ ࡔా

ా中 ༤大 大阪大学 ޻学 Ԡ༻Խ学 ̙̍ 

中谷 ହത 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成（෺ੑ෺理޻学） ̙̍ 

中௩ ࿨ر 大阪大学 ޻学 Ϛςリアル生࢈Պ学 ̙̍ 

ਇ ಙ࿠ 大阪大学 理学 ෺理学 ̙̍ 

 ̙̍ （学޻෺ੑ෺理）学 ෺࣭創成޻ૅج 大阪大学 ׮ ྛ

平઒ ᚠ࿕ 大阪大学 ޻学 ਫ਼ີՊ学・Ԡ༻෺理学 ̙̍ 

দຊ ࡙ 大阪大学 理学 Խ学 ̙̎ 

 ̙̍ հ 大阪大学 理学 Խ学ܒ खߔ

 ̙̎ 学޻学 生໋先୺޻ ໺ ఩໵ 大阪大学ٶ

৿Ԭ ढ़จ 大阪大学 ޻学 Ԡ༻Խ学 ̙̍ 

৿઒ ߴయ 大阪大学 理学 Խ学 ̙̍ 

 ̙̍ （学޻Խ学）学 ෺࣭創成޻ૅج ຊ ਅজ 大阪大学ࢁ
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1�6 第ೋ期生（平成 26 年度履修生） ʲ平成 27 年 4 月 1 日現ࡏʳ

 ग़਎ ॴଐ ໊ࢯ
研究Պ ॴଐઐ߈（ྖҬ） 学年 

Ҫࡔ ༞ี 大阪大学 ޻学 生໋先୺޻学 M̎ 

 学 ਫ਼ີՊ学・Ԡ༻෺理学 M̎޻ 大阪大学 ࣎ ੉ؠ

্ా 大و 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成（෺ੑ෺理޻学） M̎ 

Ԭా ༞थ 大阪大学 理学 ߴ෼ࢠՊ学 M̎ 

খ૔ 大య 大阪大学 理学 ෺理学 M̎ 

Տ໺ խത ਆ޻ཱࢢށ業ߴ౳ઐ໳学ߍઐ߈Պ 理学 Խ学 M̎ 

ॏՏ ༏大 大阪大学 理学 Խ学 M̎ 

 Պ学 M̎࢈学 Ϛςリアル生޻ ௡ ५Ұ 大阪大学ߴ

 M̎ （学޻Խ学）学 ෺࣭創成޻ૅج ໆ ষଠ 大阪大学ߴ

஛内 ༐و 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成（෺ੑ෺理޻学） M̎ 

ా中 ࢻ೫ 大阪大学 ޻学 Ԡ༻Խ学 M̎ 

 ̙̍ Ԭ ຬ 大阪大学 理学 Խ学ࣉ

௕࡚ ༟հ 大阪大学 ޻学 ਫ਼ີՊ学・Ԡ༻෺理学 M̎ 

Ӭా و໵ 大阪大学 ޻学 Ԡ༻Խ学 M̎ 

ଇݩ কଠ 大阪大学 理学 ෺理学 M̎ 

ਇ 大 大阪大学 ޻学 Ԡ༻Խ学 M̎ 

平໺ ਹ 大阪大学 ޻学 ਫ਼ີՊ学・Ԡ༻෺理学 M̎ 

ຬా ༞थ 大阪大学 理学 Խ学 M̎ 

 ̙̍ （学޻෺ੑ෺理）学 ෺࣭創成޻ૅج ਆ ޫ平 大阪大学ࢁ

 学 ਫ਼ີՊ学・Ԡ༻෺理学 M̎޻ ੢ Ҁհ 大阪大学ࢁ

米ా ༐༞ 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成（ະདྷ෺࣭） M̎ 
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1�7 第ࡾ期生（平成 27 年度履修生） ʲ平成 27 年 4 月 1 日現ࡏʳ

 ग़਎ ॴଐ ໊ࢯ
研究Պ ॴଐઐ߈（ྖҬ） 学年 

ઙా و大 大阪大学 ޻学 Ԡ༻Խ学 M̍ 

Ҫ্ ྅ 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成（機ೳ෺࣭Խ学） M̎ 

Ҫݩ ୖਅ 大阪大学 ޻学 生໋先୺޻学 M̍ 

Ԭ্大ೋ࿕ 大阪大学 理学 Խ学 M̍ 

খ઒ խ೭ 大阪大学 ޻学 Ϛςリアル生࢈Պ学 M̍ 

Ճ౻ 大ஐ 大阪大学 理学 ෺理学 M̍ 

઒ޱ ಸʑ 大阪大学 ޻学 Ԡ༻Խ学 M̍ 

ᇙ ᆩᏦ 
ؖ国・ۭߤ大学޻学෦、ܚ⁝大学国ࡍ

教育Ӄ、大阪大学 
 学 Ԡ༻Խ学 M̍޻

 大阪大学 理学 Խ学 M̍ ྄ܚ ݪࠤ

ਗ਼ਫ ࿨人 大阪大学 理学 Խ学 M̍ 

௠ ஐ⍦ 大阪大学 理学 Խ学 M̍ 

 Պ学 M̍࢈学 Ϛςリアル生޻ ໦ ਖ਼ঘ 大阪大学࠺

中઒ ஐ༟ ਆށ大学理学෦ 理学 ෺理学 M̍ 

લా و੕ 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成 M̍ 

MB[VNdFr 

JPZPtV 
米国・ラフΝΠΤット大学޻学෦ ޻学 ਫ਼ີՊ学・Ԡ༻෺理学 M̍ 

৿ຊ ஐӳ 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成（ະདྷ෺࣭） M̎ 

 学 ෺࣭創成（ະདྷ෺࣭） M̎޻ૅج 大阪大学 ࢠਅ理ޱࢁ

 人ݡ ૌࢁ
۝भ大学޻学෦、 

۝भ大学大学ӃシスςϜ情報Պ学෎ 
 M̎ （Պ学ޫࢠి）学 シスςϜ創成޻ૅج

 Պ学 M̎࢈学 Ϛςリアル生޻ 学෦޻関੢大学Խ学生໋ ܒ ຊࢁ

ԣҪ խ඙ 大阪大学 理学 ෺理学 M̍ 

  

坰

瑨
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1�8 第四期生（平成 28 年度履修生） ʲ平成 28 年 4 月 1 日現ࡏʳ

 ग़਎ ॴଐ ໊ࢯ
研究Պ ॴଐઐ߈（ྖҬ） 学年 

஑Լ խ޿ 関੢大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成(機ೳ෺࣭Խ学) M̍ 

 ੾ लҰ 大阪大学 理学 ෺理学 M̍ؠ

LFF SBngIZVn 大阪大学 理学 ෺理学 M̍ 

大্ ೳޛ 大阪大学 ޻学 ਫ਼ີՊ学・Ԡ༻෺理学 M̍ 

Ճ౻ ढ़հ 大阪大学 ޻学 Ԡ༻Խ学 M̍ 

 学 Ԡ༻Խ学 M̍޻ 平 大阪大学߁ 谷۽

 学 Ԡ༻Խ学 M̍޻ ʑ໦ ༑໻ 大阪大学ࠤ

प ເવ 中国・ॏܚ交௨大学 ޻学 Ϛςリアル生޻࢈学 M̎ 

ੈྑ ਖ਼Ұ 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成（෺ੑ෺理） M̎ 

 学 ෺࣭創成（ະདྷ෺࣭） M̍޻ૅج 大阪大学 ޔ৻ ੢ࣉ

௕ொ ৳޺ 大阪大学 理学 Խ学 M̍ 

໺ຊ ఩໵ 大阪大学 理学 Խ学 M̍ 

দԬ ཽ໵ 大阪大学 ޻ૅج学 ෺࣭創成（機ೳ෺࣭Խ学） M̍ 

 学 ෺࣭創成 M̍޻ૅج Ұ࿠ 大阪大学޹ ੢ٶ

৿҆ ܒհ 大阪大学 理学 Խ学 M̍ 

৿ ਔࢤ 大阪大学 理学 ෺࣭創成（෺ੑ෺理） M̍ 

 

　11





ୈ２章





 

 

第 2 ষ 第ऀࡾにΑる評価 

2�1 ത࢜՝ఔ教育リーσΟングϓϩグラϜ委員会にΑるフΥϩーアッϓ 

ʵフΥϩーアッϓͷझࢫ・ྲྀΕʵ 

ത࢜՝ఔ教育リーσΟングϓϩグラϜͰ͸、ത࢜՝ఔ教育リーσΟングϓϩグラϜ委員

会ྨܕผ審査・評価෦会Λ中৺とͨ͠評価委員͕ࣄ業目的ͷண࣮ͳୡ成に͢ࢿるͨΊ、࠾

୒ϓϩグラϜΛ࣮͢ࢪる大学にෝ͖、学生ΛؚΉ関ऀ܎とͷ࣭ٙԠ౴及び教育現৔ͷ࡯ࢹ

౳Λ͜͏ߦとにΑΓ、ϓϩグラϜͷਐ௙ঢ়گΛద੾に೺Ѳ・֬ೝ͢るとと΋に、ඞཁにԠ

͡て、ࢦಋ・ॿߦ͕ݴΘΕるɻ 

 

フΥϩーアッϓͷྲྀΕ 

 
 
フΥϩーアッϓͷ݁Ռにつ͍て͸、ͦͷ後ͷ評価に൓ө͞Εる͜とにͳΓ、フΥϩーア

ッϓͷաఔͰਐ௙ঢ়گにஶ͍͠໰୊͕͋ると委員会͕൑அͨ͠৔合、ิॿֹۚͷֹݮ΍ଧ

ͪ੾Γ΋͋Γಘると͞Εて͍るɻ 

 
2�1�1 ୲౰委員にΑる現地࡯ࢹ 

ຊϓϩグラϜにର͢る現委員現地࡯ࢹ͸、࠾୒ϓϩグラϜͷ࣮ࢪ期間ͷ͏ͪ、Լ表ͷΑ

͏に࣮ߦॳ期ஈ֊と͠てͷ̎年目及び 4 年目ͷ中間評価࣌と、中間評価Λ౿·͑ͨ見௚͠

 と͠て͍るɻ͏ߦ期に͋ͨる̑年目に࣌

 
27 年度͸࠾୒̐年目ͷ中間評価ͷ年度Ͱ͋Γ、中間評価ாථͷఏग़、ͦΕに΋と͍ͮͨ

現地ௐ査、ྨܕผ評価෦会にΑるヒアリングΛ受けͨɻ·ͨ、中間評価に先ཱͪ、ϓϩグ

ラϜΦフΟαー（P0）にΑる現地๚໰、Ճ͑て外෦評価委員にΑる評価Λ௖͖、中間評価

ாථ΁ͷ൓өΛͨͬߦɻ 

  

)24 年度 )25 年度 )26 年度 )27 年度 )28 年度 )29 年度 )30 年度 

̍年目 ̎年目 ̏年目 ̐年目 ̑年目 ̒年目 ̓年目 

 現地࡯ࢹ  中間評価 現地ࣄ  ࡯ࢹ後評価 
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2�1�2 リーσΟングϓϩグラϜ中間評価 現地ௐ査 
ϓϩグラϜͷ中間評価に͋ͨΓ、ϓϩグラϜ評価委員会かΒͷࣔࢦに͖ͮج、中間評価

ௐ書Λ࡞成͠、6 月 15 日にఏग़ͨ͠ɻௐ書Ͱ͸、͜Ε·Ͱͷऔ૊Έ͕Ͳͷ༷ͳޮՌΛ生Μ

ͰおΓ、履修生ͷ൚༻ྗ育成にͲΜͳܗͰ͖׆て͍るͷかͷ説明͕ٻΊΒΕておΓ、͜Ε

·Ͱͷऔ૊Έͷ成ՌΛ၆ᛌ͢るྑ͍機会とͳͬͨɻ͞Βに、͜ΕΒ成ՌΛͲͷ༷に発ల͞

ͤて大阪大学にఆணͤ͞るಓےΛࣔ͢͜と͕ग़དྷͨɻ中間評価ௐ書Λ΋とに現地ௐ査に޲

けて、10 月 8 日に現地ௐ査Ͱͷ࣭໰͕߲ࣄ௨஌͞Εͨɻ࣭໰߲ࣄ͸Լهͷ௨ΓͰ͋ͬͨɻ 

 
ᶃϓϩグラϜコーσΟωーター౳かΒͷ説明（࣭ٙԠ౴ΛؚΉ） 

̍� Πンターンシッϓ受けೖΕՄೳͳ企業਺とͦͷ業छΛ͍͍ͨ࢕ɻ·ͨ、学生͕ر๬͢る

業छ・企業とͲͷఔ度Ϛッν͠て͍るͷか、ঢ়گΛ͍͍ͨ࢕ɻ 

̎� 海外ͷ企業΍大学΁ͷΠンターンシッϓΛر๬͢る学生͕গͳ͍Α͏Ͱ͋る͕、ͦ ΕΛ

૿΍͢ํࡦにつ͍て͍͍ͨ࢕ɻ 

̏� 中間評価ௐ書に͸、現地学習Ͱ࣮ࡍに学生と接ͨ͠企業・研究機関ͳͲかΒ͸、௨ৗͷ

大学Ӄ学生ΑΓ΋͍ߴ評価Λ受けて͍るとͷ͕͋ࡌهる͕、΋͏গ͠۩ମ的に、ͲͷΑ

͏ͳ఺͕༏Εて͍ると評価͞Εͨͷかෳ਺ͷҙ見Λ͍͍ͨ࢕ɻ·ͨ、ཁվળ఺（評価͞

Εͳかͬͨ఺）につ͍て΋説明͠て͍͖͍ͨͩͨɻ 

学Ͱਪਐ͞Εて͍るଞͷリーσΟングϓϩグラϜとຊϓϩグラϜΛൺֱ͠て、ଞͷϓو �̐

ϩグラϜに͸ͳ͍ຊϓϩグラϜͷಛ௃につ͍て͍͍ͨ࢕ɻ·ͨ、ଞͷリーσΟングϓϩ

グラϜとͷڞ௨ͷ׆ಈͳͲにつ͍て΋͍͍ͨ࢕ɻ 

̑� 学生ͷレϕルにԠͨ̎͡つͷレϕルͷӳޠ教育΍海外研修にΑͬて、学生ͷޠ学ྗ、コ

ϛϡニέーシϣンྗ͕Ͳͷఔ度レϕルアッϓ͠て͍るか、۩ମ的ͳσータ͕͋Εば説明

͠て͍͖͍ͨͩͨɻ 

̒� ຊϓϩグラϜͷ成Ռと͠てͷ学生ͷҙࣝͷมԽにつ͍て、۩ମ的ͳ਺஋σータΛ༻͍て

説明͠て͍͖͍ͨͩͨɻ 

̓� 研究ྙ理につ͍て、ͲͷΑ͏ͳ教育Λ͠て͍るͷか、·ͨ、ͦΕにΑΓ学生ͷҙࣝ͸Ͳ

ͷΑ͏にมԽ͠て͖て͍るͷか説明͠て͍͖͍ͨͩͨɻ 

８ɽͲͷΑ͏ͳポリシーに͍ͮجて、学生おΑびϓϩグラϜ୲౰教員͸研究ࣨϩーςーシ

ϣン先ΛܾΊて͍るͷか、説明͠て͍͖͍ͨͩͨɻ 

 
ᶄϓϩグラϜ੹೚ऀ・ϓϩグラϜコーσΟωーターΛআ͍ͨϓϩグラϜ୲౰ऀ౳かΒͷヒ

アリング・࣭ٙԠ౴ 

̍� ʮΠンタラクςΟブʯと͍͏Ωーϫーυ͕ຊϓϩグラϜͰͲͷΑ͏ͳҙຯΛͪ࣋、ͦΕ

͕ͲͷΑ͏にϓϩグラϜに൓ө͞Ε、·ͨ、ͦΕ͕ͲͷΑ͏ͳ成Ռに͕ͬܨて͍るͷか

説明͠て͍͖͍ͨͩͨɻ 

16　



 

 

̎� ࿈ܞ先機関ͷϓϩグラϜ୲౰ऀかΒ、ຊϓϩグラϜにͲͷΑ͏に関Θͬて͍るͷか۩ମ

的に説明͠て͍͖͍ͨͩͨɻ·ͨ、࿈ܞ先機関とͷऔ૊にର͢る学生ͷ൓Ԡにつ͍て΋

 ɻ͍͍ͨ࢕

̏� ՄೳͳݶΓଟくͷ学生にࣄલにຊϓϩグラϜ΁ͷ໰୊఺、ཁվળ఺Λ۩ମ的に࣭໰͠て

͍͖ͨͩ、੔理ͨ͠΋ͷΛࣔ͠て͍͖͍ͨͩͨɻ 

 

ᶅࢧԉର৅学生とͷҙ見交換 

̍� ʮΠンタラクςΟブʯと͍͏Ωーϫーυ͕ຊϓϩグラϜͰͲͷΑ͏ͳҙຯΛͪ࣋、ͦΕ

͕ͲͷΑ͏にϓϩグラϜに൓ө͞Ε、·ͨ、ͦΕ͕ͲͷΑ͏ͳ成Ռに͕ͬܨて͍るとײ

͡るか͍͍ͨ࢕ɻ 

 
ຊϓϩグラϜにର͢る中間評価現地࡯ࢹ͸、平成̎̓年̍̍月̑日（໦）に࣮͞ࢪΕͨɻ

౰日͸、ത࢜՝ఔ教育リーσΟングϓϩグラϜ委員会かΒ、໊̏ͷ現地࡯ࢹ୲౰委員及び

日ຊ学ज़ৼڵ会ࣄ຿ہಉ໊͕̎ऀߦདྷ๚͠、ҎԼͷスέδϡールにΑΓߦΘΕͨɻ 

 

˗平成̎̓年̍̍月̑日（໦）現地࡯ࢹスέδϡール 

˓現地࡯ࢹ୲౰委員       中ଜ 新உ 委員 

大໺ ޾߂ 委員 

দా ྑ෉ 委員 

 

˓日ຊ学ज़ৼڵ会ࣄ຿ہಉऀߦ  দ࡚ Յ୅  

人ࡐ育成ࣄ業෦大学࿈ܞ՝大学࿈ܞ第Ұ܎ ܎௕ 

                ৓  ྱඒ 

 人ࡐ育成ࣄ業෦大学࿈ܞ՝大学࿈ܞ第Ұ܎ ܎員 

 

 

੮্഑෇ࢿྉと͠て、現地๚໰スέδϡール表、説明及び࣭ٙԠ౴ऀ໊฽、ࢧԉର৅学

生とͷҙ見交換ऀ໊฽、࠲੮表、説明スラΠυ、֤छҹ࡮෺及び回ཡࢿྉと͠てコϛϡニ

έーシϣンシート、月報、Πンターンシッϓ中ͷ書ྨ（ಧग़、ि報、ߦಈܭը౳）Λ༻ҙ

ͨ͠ɻௐ査スέδϡール͸Լهͷ表ͷ௨ΓͰ͋るɻ 
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日  ࣌ ఠ       ཁ උ  ߟ 

̍̍月̑日(໦） 

̍̎ɿ̎̌ 

 

 

̍̏ɿ̌̌ 

 

 

 

̍̏ɿ̏̌ 

 

 

̍̐ɿ̏̌ 

 

 

̍̑ɿ̌̌ 

 

̍̒ɿ̌̌ 

 

 

̍̒ɿ̏̌ 

 

̍̒ɿ̐̑ 

 

 

 

̍̓ɿ̌̌ 

 

大阪Ϟϊレール ࣲݪӺ౸ண վࡳલͰ଴ͪ合Θͤ 

˞大阪大学（๛中Ωϟンパス）·ͰҠಈ 

 

大阪大学 ๛中Ωϟンパス౸ண 

ଧͪ合Θͤ（ௐ査ऀͷΈ） 

  ৔ ॴɿ޻ૅج ̜౩ 会議ࣨ ̜̎̍̍ 

 

̍ɽϓϩグラϜコーσΟωーター౳かΒͷ説明・࣭ٙԠ౴ 

  ৔ ॴɿ޻ૅج ̜౩ 会議ࣨ ̜̎̍̑ 

  ରԠऀɿ໦ଜ ߶（ϓϩグラϜコーσΟωーター）ଞ 

̎ɽϓϩグラϜ୲౰ऀ౳かΒͷヒアリング・࣭ٙԠ౴ 

  ৔ ॴɿ޻ૅج ̜౩ 会議ࣨ ̜̎̍̑ 

  ରԠऀɿϓϩグラϜ୲౰ऀ、࿈ܞ機関୲౰ऀଞ 

̏ɽࢧԉର৅学生とͷҙ見交換 

  ৔ ॴɿ ޻ૅج ̜౩ 会議ࣨ ̜̎̍̑ 

̐ɽ教育現৔・ࢪઃ౳ͷ࡯ࢹ 

 ̜̟̓̌ ઃ౳ͷ໊শɿଟ目的講義ࣨࢪ༧ఆͷ࡯ࢹ  

  ΧσットϛーςΟングルーϜ ̜̎̎̎ 見学 

ଧͪ合Θͤ（ௐ査ऀͷΈ） 

  ৔ ॴɿ޻ૅج ̜౩ 会議ࣨ ̜̎̍̍ 

̑ɽௐ査リーμーにΑる講評 

  ৔ ॴɿ ޻ૅج ̜౩ 会議ࣨ ̜̎̍̑ 

  ରԠऀɿ໦ଜ ߶（ϓϩグラϜコーσΟωーター）ଞ 

現地ௐ査終ྃ 

˞大阪Ϟϊレール ࣲݪ·ͰెาにてҠಈ 

 

 ຿୲౰ऀࣄ

 ະདྷઓུࢧԉࣄ຿ࣨ 

ࣨ௕ิࠤ 

 ຊ ࿨久؛

06�6210�8243 

 

࿈བྷ先 

 ະདྷઓུࢧԉࣄ຿ࣨ 

 06�6510�8243 

 

 

 

 

 

 

 

˞ϓϩグラϜͰ੔උ 

 ͨ͠講義ࣨͰ 

履修生ࣗओ׆ಈ会議Λ

見学༧ఆ 

 
 ੮্഑෇ࢿྉと͠て、現地࡯ࢹスέδϡール表、説明及び࣭ٙԠ౴ऀ໊฽、ࢧԉର৅学

生とͷҙ見交換ऀ໊฽、࠲੮表、ܭըௐ書（修ਖ਼มߋ൛、౰ॳਃ੥൛）、審査݁Ռ表、࣮ࢪ

ঢ়گ報告書、説明スラΠυ、֤نఔおΑび֤छҹ࡮෺Λ༻ҙͨ͠ɻ 
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2�1�3 ϓϩグラϜ委員会ヒアリング 
ϓϩグラϜͷ中間評価ௐ書、現地࡯ࢹͷ݁ՌΛ受けて、ϓϩグラϜ評価委員にΑるヒア

リング͕ 12 月 9 日に東京ઍ୅ా区߿ொͷࡁ߂会ؗ 4 ֊会議ࣨͰ࣮͞ࢪΕͨɻ 

大阪大学かΒ͸、੢ඌষ࣍࿠૯௕、Տݯݪଠ޻ૅج学研究Պ௕（ϓϩグラϜ੹೚ऀ）、໦

ଜ߶޻ૅج学研究Պ教त（ϓϩグラϜコーσΟωーター）、久保࢙޹理学研究教त(ϓϩグラ

Ϝ運営委員)͕ヒアリングにྟΜͩɻത࢜՝ఔ教育リーσΟングϓϩグラϜ委員会、ྨܕผ

審査・評価第ೋ෦会ΑΓͷԼهͷࣄલ࣭໰߲ࣄにԠ͑るܗͰ、コーσΟωーターΑΓ 15 ෼

ͷ説明Λ20、͍ߦ ෼ͷ࣭ٙԠ౴͕ߦΘΕͨɻ 
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࣭ٙԠ౴ͷৄࡉ͸Լهͷ௨ΓͰ͋ͬͨɻ 

 

中間評価ヒアリング࣭ٙメϞ 

 

日࣌ɿ平成 27 年 12 月 9 日(ਫ)15 ࣌ 20 ෼～15 ࣌ 55 ෼ 

৔ॴɿ東京 ࡁ߂会ؗ 4 ֊会議ࣨ 

ग़੮ɿ੢ඌ૯௕、ՏݪϓϩグラϜ੹೚ऀ、໦ଜ教त、久保先生 

（飯島先生、ࢧԉࣄ຿ࣨ ࠤʑ໦ࣨ௕、؛ຊࣨ௕ิࣨ߇͕ࠤͰ଴機） 

 

・東大(J01)、阪大(J02)、۝大(J03)ͷॱͰヒアリング͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻ 

東大͸、ޒਆ先生͕ϊーϕル৆関܎ͰストックϗルϜにͬߦて͍るとͷ͜とͰ૯௕͸ग़

੮͠て͍·ͤΜͰͨ͠ɻ 

・コーσΟωーターͷ説明に関͠て͸、ए࣌ׯ間ΦーバーؾຯͰ͸͋Γ·͕ͨ͠、ࡢ日お

ૹΓͨ͠ࢿྉΛ説明͠、ͦͷ後࣭ٙԠ౴ɻ 

・࣭໰内༰に関͠て͸、久保先生に·とΊて͍͖ͨͩ·͠て、ԼهͷΑ͏ͳ࣭໰͕͍͟͝

·ͨ͠ɻ 

 

ˎˎˎˎˎˎˎ ࣭ٙメϞ ˎˎˎˎˎˎˎˎˎ 

 

・（中ଜ委員（๛ా理研）） 

 ԉ期間終ྃ後ͷํ਑に関͢る࣭໰ࢧ・  

   ̍ɿ大学શମと͠て大学Ӄ教育ΛͲ͏͢るͷか 

   ̎ɿ̘̖̙̩̚ϓϩグラϜΛͲͷΑ͏にܧଓͤ͞るͷか 

   ̍ɼ̎につ͍て経費ͳ͠ͰͲ͏運営͢るͷか 

・（দా委員（東レ）） 

  ・Πンターンシッϓに関Θͬͨ企業かΒ学生にର͢るߴ評価Λಘて͍る͕、ͦΕ͸、

༏लͳ学生Λ選抜ͨ͠かΒͳͷか、ͦΕと΋̘̖̙̩̚ͷ教育ޮՌ͕ग़て͍るかΒ

ͳͷかʁ 

   （現地ௐ査後、東レͷΠンターンシッϓ୲౰ऀにΧσットͷ学生ͷ評価Λฉ͍てΈ

ͨΑ͏Ͱ͢ɻ） 

  ・おۚΛかけͳ͍Ͱ༏Εͨ教育Λ͏ߦに͸ݶք͕͋るɻۚࢿΛՔ͙ํࡦΛ͑ߟる΂͖ɻ

ྫ͑ば企業かΒͷد෇͕ಘΒΕる࢓૊ΈΛ࡞るとかɻ 

・（大໺委員（೶޻大）） 

  ・教員ͷ೤ҙ΍学生ͷੵ͕ੑۃ見ΒΕるͷ͸大มྑ͍͕、ϓϩグラϜにࢀը͠て͍る

教員と͍ͳ͍教員とͷ格ࠩΛͲͷΑ͏に͠てຒΊるͷかʁ 
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  ・̘̖̙̩̚ϓϩグラϜͷ内༰Λ͢΂てͷ学生にී及͠てほ͍͕͠、̘̖̙̩̚にख

Λ্͛る（関৺Λ࣋つ）学生͸૿͑て͍るͷかʁ 

 （委員（NIMS）࡚ڕ）・

  ・学生ͷ選抜に関͠て、ઐ߈間Ͱ਺ͷௐ੔Λͬߦて͍るͷかʁϩーςーシϣン͸Ωϟ

ンパス間Λ·͕ͨͬてߦΘΕて͍るͷかʁ෼໺Λ௒͑て͍るͷかʁ 

・（新海委員（۝大）） 

  ・͜ͷϓϩグラϜ͸企ըͷஈ֊かΒΑくͰ͖て͍るҹ৅Λͬ࣋て͍るɻ内༰͕͖ͬͪ

Γと͠て͍る͕ނに、ٯに学生ͷࣗओੑ͕育ͬて͍るかͲ͏か͕ؾにͳるɻ 

  ・ࣗओੑ・ੵੑۃΛ試͢৔（ྫ͑ば海外ͷ学生とͷ KPint dFCBtF とか、学生ཱ͕てͨ

企ը͕企業ͷ中Ͱຊ౰に׆かͤる΋ͷͰ͋るかͲ͏か）Λઃけるඞཁ͕͋るͷͰ

͸ʁ ࣗओੑ・ੵੑۃΛఆྔ的に見ͤる޻෉͕ඞཁɻ 

・（ా中委員（京大）） 

  ・ϩーςーシϣンに関͠て、Ӄ生ಉ࢜ͷつͳ͕Γ͕見͑にくかͬͨɻ選抜͞Εͨऀಉ

 集·る機会͸͋るͷかʁ͕࢜

 

�������������������������� コーσΟωーターิ଍コメント �������������������������� 

 

Ր͸現地ௐ査にདྷͨ委員かΒと͍ͬͨྲྀΕͰͨ͠ɻͦͷ৔ͷҹޱͷΑ͏に、࣭໰ͷه্・

৅Ͱ͸、現地ௐ査にདྷͨ委員͸ຊϓϩグラϜͷऔ૊Έにର͠て、޷ҙ的Ͱ͋るΑ͏ͳҹ

৅͕受けてऔΕ·ͨ͠ɻ 

・中ଜ委員ͷ̍ͷ࣭໰΍দా委員ͷۚࢿΛՔ͙ํࡦに関͢る࣭໰ͳͲͷ回౴に関͠て、੢

ඌ૯௕かΒ΋͍Ζ͍ΖとԉܸࣹޢΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ 

・·ͨ、新海委員ͷコメントͰ͸、阪大ͷϓϩグラϜ͸ਃ੥࣌かΒྑくͰ͖て͍ると͍͏

ҙ的ͳコメントͷ͋と、ϓϩグラϜと͠て、΍Γ͗͢ͳ͍Ͱ、΋ͬと学生ͷࣗओੑΛ޷

 ෉͕と͍͏஫จΛ͢ると͍ͬͨ内༰Ͱͨ͠ɻ޻ΊるΑ͏ͳ͜と͕ߴ

 

・શൠ的に、ほΜとに回౴に͢ځるΑ͏ͳ࣭໰͸ͳく、งғؾ͸ѱくͳかͬͨと͍ࢥ·͢ɻ

ͨͩ、ೲಘͤ͞ΒΕͨかͲ͏かと、評価͕Ͳ͏ͳるか͸ΘかΓ·ͤΜ͕ɻ 

かΒ、Aࣄ回ヒアリングに๬Ήに͋ͨͬて、੢ඌ૯௕、খྛ理ࠓ、ͨ·・ 評価͸とͬてくͩ

͍͞、と͍͏おୡ͠Λ受けて͍·ͨ͠ɻ੢ඌ先生と͠て͸、͜͜Ͱ B 評価ΛಘるΑ͏Ͱ

͋Εばॿ成後ͷܧଓͷݖར͸ಘΒΕͳ͍と͍ͬͨお͑ߟͷΑ͏Ͱͨ͠ɻ 

 

Ҏ্ 
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2�1�4� ϓϩグラϜΦフΟαーにΑる現地๚໰ 
ຊ年度ͷϓϩグラϜΦフΟαーにΑる現地๚໰͸、平成̎̓年̑月̍日（ۚ）に࣮͞ࢪ

Εͨɻ౰日͸、ຊϓϩグラϜ୲౰ͷϓϩグラϜΦフΟαー໊̍及び日ຊ学ज़ৼڵ会ࣄ຿ہ

ಉ໊͕̎ऀߦདྷ๚͠、ҎԼͷスέδϡールにΑΓߦΘΕͨɻ 
 

˗平成̎̓年̑月̍日（ۚ）現地࡯ࢹスέδϡール 

   ˓ϓϩグラϜΦフΟαー     ྛ  लथ 先生 

   ˓日ຊ学ज़ৼڵ会ࣄ຿ہಉࢁߴ  ऀߦ ஐߒ 人ࡐ育成ࣄ業෦大学࿈ܞ՝大学࿈ܞ第Ұ܎ ܎員 

                   ৓  ྱඒ 人ࡐ育成ࣄ業෦大学࿈ܞ՝大学࿈ܞ第Ұ܎ ܎員 
 

日  ࣌ ఠ       ཁ උ  ߟ 

̑月 ̍日（ۚ） 

̍̏ɿ̎̌ 

 

 

 

̍̏ɿ̏̌ 

 

̍̐ɿ̌̌ 

 

 

 

 

̍̑ɿ̌̌ 

 

̍̒ɿ̌̌ 

 

 

 

 

̍̒ɿ̏̌ 

 

 

大阪Ϟϊレール ࣲݪӺ౸ண վࡳલͰ଴ͪ合Θͤ 

˞大阪大学（๛中Ωϟンパス）·ͰҠಈ 

 

大阪大学Ωϟンパス౸ண 

 લଧͪ合Θͤࣄ（̍）

  ৔ॴɿ޻ૅج 国ࡍ౩ ಛผࣨ（̎֊） 

（̎）ϓϩグラϜコーσΟωーター౳かΒͷϓϩグラϜͷਐ௙ঢ়

 ౳ͷ説明گ

  ৔ॴɿ޻ૅج 国ࡍ౩ セϛナーࣨ 

  ओͳରԠऀɿ໦ଜ ߶（ϓϩグラϜコーσΟωーター） 

        ଞ 

（̏）̥̤とࢧԉର৅学生とͷҙ見交換 

  ৔ॴɿ޻ૅج 国ࡍ౩ セϛナーࣨ 

（̐）̥̤とϓϩグラϜコーσΟωーター౳とͷҙ見交換 

  ৔ॴɿ޻ૅج 国ࡍ౩ セϛナーࣨ 

  ओͳରԠऀɿՏݯ ݪଠ（ϓϩグラϜ੹೚ऀ） 

        ໦ଜ ߶（ϓϩグラϜコーσΟωーター） 

        ଞ 

̥̤現地๚໰終ྃ 

˞大阪Ϟϊレール ࣲݪӺ·ͰҠಈ 

 

 ຿୲౰ऀࣄ

ະདྷઓུࢧԉࣄ຿ࣨ 

ࣨ௕ิࠤ 

 ຊ ࿨久؛

06�6210�8243 

 

 

࿈བྷ先 

 ະདྷઓུࢧԉࣄ຿ࣨ 

 06�6510�8243 
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੮্഑෇ࢿྉと͠て、現地๚໰スέδϡール表、説明及び࣭ٙԠ౴ऀ໊฽、ࢧԉର৅学

生とͷҙ見交換ऀ໊฽、࠲੮表、説明スラΠυ、֤छҹ࡮෺及び回ཡࢿྉと͠てコϛϡニ

έーシϣンシート、月報、Πンターンシッϓ中ͷ書ྨ（ಧग़、ि報、ߦಈܭը౳）Λ༻ҙ

ͨ͠ɻ 

౰日͸ԼهͷΑ͏ͳҙ見・ײ૝౳Λ͍͍ͨͩͨɻ 

 ᶃϓϩグラϜ͸ஸೡに運営͞Εて͍るҹ৅Λ受け·ͨ͠ɻૉ੖Β͍͠と͍ࢥ·͢ɻ中間

報告に޲けて৭ʑと౒ྗ͠て͍る͜と΋෼かΓ·ͨ͠ɻ 

 ᶄ学生͕ࣗओ的にシンポδ΢Ϝͷ։࠵΍研究会、セϛナーΛ企ը運営͠て͍る༷ࢠ΋ྑ

く෼かΓ·ͨ͠ɻͦ͏ͳるとϓϩグラϜͷܧଓ͕Ұ൪ؾにͳると͜ΖͰ͕͢、大学内

Ͱͷ審議΋࢝Ίてཉ͍͠と͍ࢥ·͢ɻ 

 ᶅ·΋ͳくϓϩグラϜΛ修ྃ͢る学生΋͍·͢ɻΩϟリアパスͷࢦಋ、΍企業΁ͷアϐ

ール΋ݕ౼͠てཉ͍͠ɻ 

 ᶆ経ࡁ的ͳࢧԉばかΓͰͳく、෯޿く学΂るϓϩグラϜͰ͋Γଟくͷ学生͕Ԡ募͠てく

ΕるΑ͏ͳऔ૊ͷ޻෉とܧଓにつ͍てͷ議࿦に期଴͠ておΓ·͢ɻ 

（෇࿥ 2 ষ 第ऀࡾにΑる評価 2�1�2 P0（ϓϩグラϜΦフΟαー）現地๚໰Λࢀর） 

 

2�2 外෦評価委員会 

 ຊϓϩグラϜ͕͛ܝる目的ͷୡ成ͷͨΊ、学外༗ࣝऀͷํʑにϓϩグラϜͷਐ௙ঢ়گΛ֬

ೝ、評価おΑびվળ͢΂͖఺౳につ͍てͷॿݴΛ͍͖ͨͩ、目ඪに合கͨ͠ϓϩグラϜͷ運

営とվળΛ͍ߦ、͞Βに成௕・ਐԽ͢る͜とΛܭるͨΊ、外෦評価委員会Λઃஔ͠て͍るɻ 

 委員メンバー͸、学会ॏ௟ͷ໊༪教त໊̎、大学学௕໊̍、国研ͷ研究ਪਐװ෦໊̎、

企業ͷ研究։発װ෦໊̐ͷ９໊ܭͰ͋るɻ 
 

委 員（ܟশུ、ेޒԻॱ） 

੨໺ ਖ਼࿨ 独ཱߦ੓๏人෺࣭・ࡐྉ研究機ߏจ෦Պ学লੈքトッϓレϕル研究 

 ఺௕ڌ఺(MANA)ڌナϊアーΩςクトニクス研究ࡍ఺国ڌ

  ໾員ߦࣥ 会ࣾΧωΧࣜג 義ګ ా্

ைా ࡞ߒ 新日᭿ॅۚࣜג会ٕࣾज़։発ຊ෦ ސ໰ 

௕զ෦৴ࣜג ߦ会ࣾ日ཱ੡࡞ॴ理ࣄ ϔルスέアࣾ $T0 

খ間  ಞ ެཱ大学๏人ळాཱݝ大学 理ࣄ௕݉学௕ 

 業ٕज़૯合研究ॴ フΣϩー࢈ ૔ ਗ਼೭ 国ཱ研究։発๏人ࣉ

 ໾員ߦࣥ 会ࣾ日ຊ৮ഔࣜג ޾৴ ాݪ

ଜҪ ᚸೋ 国ཱ大学๏人ಸྑ先୺Պ学ٕज़大学Ӄ大学 ಛ೚教त 

ീ੉ ਗ਼ࢤ 国ཱ研究։発๏人࢈業ٕज़૯合研究ॴ ࡐྉ・Խ学ྖҬ௕ิࠤ 
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第̍回外෦評価委員会͸、平成̎̑年̍̎月̎̌日（ۚ）に։ͨ͠࠵ɻ平成̎̓年度͸

中間評価に先ཱͪ第̎回外෦評価委員会Λ̐月̎８日（Ր）に։ͨ͠࠵ɻ 

委員会Ͱ͸、ຊϓϩグラϜͷऔ૊Έঢ়ܭ͕گըにԊͬてॱௐにਪҠ͠て͍るࣄΛ理ղ௖

͍ͨɻ教育面ͰͷڧԽと͠て、σΟϕートྗͷཆ成、ʮ΋ͷͮくΓʯͷࢹ఺にཱͬͨ教育、

Պ学ٕज़ͷഎܠとͳるจԽ΍ҟ෼໺ͷঢ়گ౳に৮Εる機会Λ͞ΒにڧԽ͢る౳ͷࢦఠΛ受

けͨɻ運営に関͠て、学内にݶΒͣ関͢܎る国内外ͷ大学΍研究機関とͷ࿈ܞにΑる国ࡍ

的ͳ෺࣭Պ学研究ऀͷཆ成に഑ྀ͢るऔ૊΍、履修生͕࢈業քにおける׆༂ͷ໛ൣとͳΓ

ఠ͞Εͨ՝୊ࢦ॥؀͕生·Εる༷౒ྗ͠てཉ͍͠とͷཁ੥Λ受けͨɻ޷につͳ͕る૿༺࠾

΍ҙ見Λ中間評価ௐ書に൓өͨ͠ɻৄࡉͷ報告書͸ר຤に෇ͨ͠ͷͰࢀর͍͖͍ͨͩͨɻ 

 

2�3 中間評価݁Ռ 

 現地࡯ࢹͷ݁Ռ͸ʮ平成̎̐年度࠾୒ϓϩグラϜ現地࡯ࢹ報告書ʯと͠て、日ຊ学ज़ৼ

かΒ平成̎̓年̏月９日෇けͰຊہ຿ࣄ՝ఔ教育リーσΟングϓϩグラϜ委員会࢜会തڵ

ϓϩグラϜに௨஌͞Εるとと΋に、日ຊ学ज़ৼڵ会ͷϗーϜϖーδͰ΋ެ表͞Εͨɻ評価

報告書ͷ内༰͸ҎԼͷとおΓͰ͋るɻ 

ʦ૯ׅ評価ʧ ܭըͲおΓͷऔ૊Ͱ͋Γ、現ߦͷ౒ྗΛܧଓ͢る͜とにΑͬてຊࣄ業ͷ目的

Λୡ成͢る͜と͕期଴Ͱ͖るɻ 

ʦコメントʧリーμーΛཆ成͢る学ҐϓϩグラϜͷཱ֬につ͍て͸、෺࣭Պ学研究・ࣄ業

におけるװ෦ީิ生Λཆ成͢る͜とΛ目的と͠てΧリΩϡラϜΛ明֬にઃఆ͠ておΓ、Χ

σット コアՊ目・ҟ෼໺ઐ໳Պ目ͷコースϫークと、研究ࣨϩーςーシϣン・Πンターン

シッϓ・海外研修にΑる教育͕ॱௐにߦΘΕて͍ると評価Ͱ͖るɻʮΠンタラクςΟブʯΛ

Ωーϫーυに͠て、ର࿩ੑ・૒ํੑ޲にΑる૬৐ޮՌͷ֓೦Λ、෺࣭Պ学における教育と

研究ͷ中Ͱ࣮ફ͠て͍るɻ学生ͷຬ଍度・ෛ୲・౸ୡ度Λ೺Ѳ͠ͳ͕Β、޻ૅج学研究Պ・

理学研究Պ・޻学研究Պͷ 9 ઐີ͕߈接に࿈͠ܞてϓϩグラϜにऔΓ૊ΜͰおΓ、ॱௐに

ըにΑる修ྃऀͷグϩーバルリーμーとࢀຽ׭学࢈業運営ΛਐΊて͍ると評価Ͱ͖るɻࣄ

͠てͷ成௕おΑび׆༂ͷ࣮現ੑにつ͍て͸、アυバΠβー企業・ྗڠ企業ͷリーμー΍企

業ग़਎ͷ教員にΑるಛผ講義、Χσットバル（講࿩・࠙ஊ会）及びඞ修ͷΠンターンシッ

ϓ・海外研修にΑΓ、֬かͳྗૅجとと΋にࢹ͍޿໺Λ΋つグϩーバルリーμー͕育つ͜

と͕期଴͞ΕるɻΩϟリアパス教育とࢧԉͷମ੍͕੔උ͞ΕておΓ、ϓϩグラϜͷ年࣍ਐ

෦ީิ生ͷװ༂͢る׆๬͢る学生͕૿͑るͳͲ、ଟ༷ͳセクターͰࢤ業քΛ࢈とと΋にߦ

ཆ成Λ目的と͢るຊϓϩグラϜͷ成Ռ͕ग़て͖て͍るɻグϩーバルに׆༂͢るリーμーΛ

ཆ成͢るࢦಋମ੍ͷ੔උにつ͍て͸、ӳޠ教育୲౰ ಛ೚教員΍、ೖ໳Պ目とメンターΛ୲

౰͢るएखಛ೚教員ΛຊϓϩグラϜͰޏ༻͠、学生ͷレϕルΛ೺Ѳ࣮ͨ͠ޮੑͷ͋るӳޠ

教育΍ҟ෼໺Պ目教育にՃ͑、学生にର͢る͖Ίࡉか͍ࢧԉΛͬߦておΓ、ϓϩグラϜ୲
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౰教員とと΋にʮڠಇ・ର࿩͠て、օͰ育てるʯと͍͏૊৫的ͳࢧԉମ੍͕ߏங͞Εて͍

ると評価Ͱ͖るɻڠఆ大学౳΁ͷ海外೿ݣ、国ࡍ会議ͷ։࠵౳ͷ国ࡍωットϫーク࡞Γ͕

ਐΊΒΕて͍る͕、ࠓ後͸͞Βに͍ߴ国ࡍಥഁྗ΍国ੑࡍΛ਎につけるͨΊͷ޻෉͕๬·

Εるɻ༏लͳ学生ͷ֫ಘにつ͍て͸、明֬ͳアυϛッシϣンポリシーと選جߟ४・ํ๏Λ

੔උ͠ておΓ、ϓϩグラϜͷझࢫΛ理ղͨ͠、ҙཉͷ͋る༏लͳ学生Λ֬保͠て͍るɻࠓ

後͸ଞ大学ग़਎ऀ、ཹ学生、ঁੑͷׂ合Λ૿΍͠て、ଟ༷ͳ学生Λ֬保͢る͜と͕๬·Ε

るɻੈքに௨༻͢る֬かͳ学Ґͷ࣭保ূシスςϜにつ͍て͸、研究Պͷ修ྃཁ݅・学Ґ審

査ج४にͮجく審査にՃ͑、ຊϓϩグラϜ͕՝͢ 3ஈ֊ͷ QVBMiGZing EYBNinBtiPn（QE）

と 'inBM EYBNinBtiPn（'E）Λ͜͏ߦとにΑͬてϓϩグラϜ修ྃΛೝΊる審査ମ੍とͳͬ

ておΓ、ैདྷͷ学Ґͷ࣭とグϩーバルリーμーͷ࣭ࢿೳྗͷ྆ํΛ保ূ͢る࢓૊Έ͕ߏங

͞Εて͍るɻQE おΑび学Ґ審査͸企業アυバΠβー委員΍外෦評価委員΋ࢀՃ͢ると͍͏

։かΕͨମ੍にͳͬておΓ、評価Ͱ͖るɻࣄ業ͷఆண・発లにつ͍て͸、ʮ大阪大学ະདྷઓ

ུ機ߏʯΛઃけ、大学શମと͠て機ಈ的ͳϚωδメントΛ͏ߦとと΋に、リーσΟングϓ

ϩグラϜΛ大学Ӄ教育վֵͷϞσルと͠てશ学に֦大͠て͍くと͍͏ܭըΛݕ౼͠て͍るɻ

ຊϓϩグラϜにର͢る学内外ͷ評価に͍ͮجて、ࢧԉ期間終ྃ後におけるΧリΩϡラϜͷ

ఆண・発లに޲けͨ۩ମ的ͳݕ౼͕ਐΊΒΕて͍る͜と͸評価Ͱ͖るɻ（෇࿥に報告書Λఴ

෇ͨ͠ͷͰࢀর͞Ε͍ͨ） 
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ୈ３章





 

 

第 3 ষ 平成̎̓年度ͷ࣮ࢪঢ়گ 

3�1 教຿・教育シスςϜ࣮ફ̬̜ 

3�1�1 履修説明会 
ຊϓϩグラϜͰ͸、履修生๊͕͑て͍るະ஌ͷΧリΩϡラϜにର͢るෆ҆Λղফ͠、શ

てͷ履修生͕ϓϩグラϜΛԁ׈に਱ߦͰ͖るΑ͏、平成 27 年 4 月 1 日にจ理༥合౩にお

͍て履修説明会Λ࣮͠ࢪ、履修生 3 期生にର͠てϓϩグラϜ教຿、学生ࢧԉに関͢る説明

ΛͨͬߦɻՏݯݪଠϓϩグラϜ੹೚ऀと໦ଜ߶ϓϩグラϜコーσΟωーターにΑるΧσッ

トϓϩグラϜͷझࢫと履修生΁ͷ期଴につ͍てͷ࿩にଓ͍て、教຿・教育シスςϜ࣮ફ 8(

ͷ教員͕教຿に関͢る説明Λͨͬߦɻ 

教຿・教育シスςϜにつ͍て͸、ΧσットϓϩグラϜコアՊ目につ͍てͷ説明、෺ੑ෺

理 100 ໰集、෺࣭Խ学 100 ໰集Λૅجͨ͠༺׆学ྗ֬ೝに関͢るアナ΢ンスΛͨͬߦɻ合

Θͤて年度຤に࣮͢ࢪる 1st Q�E�、2nd Q�E�΍修ྃཁ݅ͳͲにつ͍てͷ説明Λͨͬߦɻ 

学生ࢧԉ୲౰教員かΒͷメンターͷ঺հ、コϛϡニέーシϣンシートͷ説明ͷ後に、Χ

σットϓϩグラϜͰ独ࣗに։͠࠵て͍る企業見学΍Χσットバルͷ঺հ͕ߦͳΘΕͨɻ·

ͨ、ະདྷઓུࢧԉࣄ຿ࣨかΒ঑ྭۚڅࢧと֬ఆਃ告खଓ͖に関͢る説明͕͋ͬͨɻ 

履修説明会終ྃ後に࠙਌会Λ։͠࠵、履修生ಉ࢜、履修生と教員とͷ交ྲྀΛਤͬͨɻ履

修生おΑび説明୲౰教員ͩけͰͳく、ϓϩグラϜ୲౰教त΍ಛ೚教員、ಛ೚ࣄ຿৬員ͳͲ

ଟく͕ࢀՃ͠て新ೖ生Λܴ࠙͠׻਌ΛਂΊͨɻ 

 

 

 

  

ϓϩグラϜ੹೚ऀͷお࿩ ৺͑ߏΛ説くコーσΟωーター 
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3�1�2 ෺࣭Պ学ΧσットコアՊ目։講 
ຊϓϩグラϜͰ͸、ଞ෼໺ͷૅج学ྗఆணΛ目的と͠ ʮͨ෺ੑ෺理学�෺࣭Խ学ೖ໳ʯ、ෳ

ಥഁࡍԽΛૂͬͨʮ෺࣭Պ学研究ࣨϩーςーシϣンʯ、コϛϡニέーシϣン΍国ڧߟࢥ的؟

ྗΛཆ成͢るʮ෺࣭Պ学ӳޠʯΛඞ修Պ目と͠てಋೖ͠て͍るɻ·ͨ、ʮΩϟリアアッϓಛ

࿦ B
Cʯ、ʮՊ学࢙ʯ、ʮ෺࣭Պ学ಛผ講義ʯΛ選୒Պ目΋͠く͸選୒ඞ修Պ目と͠て։講͠て

͍るɻࡢ年度かΒҾ͖ଓ͖͜ΕΒͷ講義Λͨͬߦɻ 

 

෺ੑ෺理学ೖ໳（1 学期） 

Խ学ܥͷ学生Λର৅と͠て、෺ੑ෺理学ͷૅجΛ学Ϳɻ෺理学的ͳࢹ఺、ಛに೾਺ۭ間

Λ༻͍ͨ֓೦Ͱ෺ੑΛ理ղͰ͖るΑ͏に͢る͜とΛ目的と͢るɻ෺ੑ෺理学ͷૅجͰ͋る

݁থߏ଄と೾਺ۭ間とͷ関܎、݁থ中ͷフΥϊン・ిࢠに関͢る෺ੑにつ͍て講義͕ߦΘ

ΕͨɻӓҪल஌ಛ೚ॿ教、അ৔جজಛ೚講͕ࢣ୲౰ͨ͠ɻ 

 

෺࣭Խ学ೖ໳（1 学期） 

෺理ܥ及びࡐྉ・ϓϩセスܥͷ学生Λର৅と͠て、෺࣭Խ学ͷૅجΛ学ͿՊ目Ͱ͋るɻ

Խ学的ͳ෺࣭؍に関࿈ͨ͠理࿦Խ学、༗機Խ学、ແ機Խ学ͷૅجΛ理ղͰ͖るΑ͏に͢る

͜とΛ目的と͢るɻແ機Խ学、෺理Խ学、༗機Խ学、理࿦Խ学ͷૅجͷ֤෼໺につ͍て、

ᜊ౻పಛ೚ॿ教、৿ຊ༞ຑಛ೚ॿ教ͷ֤教員͕෼୲͠講義Λͨͬߦɻ 

 

 ೦ͷ集合ࣸਅه期生ࡾ
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෺࣭Պ学ӳޠ（̖̍・̖̎・̨̍・̨̎）（̍学期・̎学期） 

෺࣭Պ学ӳޠ͸国ࡍ的ͳコϛϡニέーシϣンೳྗ΍国ࡍಥഁྗΛཆ成͢る͜とΛ目的と

͠て͍るɻ履修説明会Ͱͷςスト݁ՌΛ౿·͑て、履修生͕アυバンストクラス（̖）と

スタンμーυクラス（̨）に෼かΕ、ࣗ਎ͷӳྗޠに合ͬͨクラスにて受講ͨ͠ɻラΠς

Οングٕज़Λ̖̍・̨̍Ͱ学び、国ࡍ会議発表౳ͷϓレθンςーシϣンΛ̖̎・̨̎Ͱ学

Ϳɻࠓ年度͸ 1 学期に෺࣭Պ学ӳ2、̨̎・̨̍ޠ 学期に̖̍・̖̎Λ։講ͨ͠ɻ·ͨ、

͜ΕΒ 4 つશてΛ๛中ΩϟンパスとਧాΩϟンパスͦΕͧΕͰ։講ͨ͠ɻ 

෺࣭Պ学ӳ̍ޠͰ͸ 4 ٕೳ（リーσΟング、ラΠςΟング、スϐーΩング、リスニング）

Λ༻͍ͳ͕Β͞·͟·ͳจ書にお͍てコϛϡニέーシϣンͰ͖るΑ͏に͢る͜とΛ目的と

͢るɻアブストラクトͷ書͖ํ、ઐ໳ࢽとͷ΍ΓとΓͳͲ࣮ફ的ͳٕज़につ͍て΋講義Λ

コϛϡニέーシϣン͕Ͱ͖るΑ͏にͳޠͳӳ׈͸研究ͷ৔Ͱͷԁ̎ޠɻ෺࣭Պ学ӳͨͬߦ

る͜とΛ目的と͢るɻ学生にΑるϓレθンςーシϣンΛ後半ͷ講義Ͱ͍ߦ、໛ٖ࿅習Λ͢

る͜とͰ学生ͷӳޠ発表ೳྗͷ্޲Λਤͬͨɻ·ͨ、ଞͷ学生ͷポスター発表΍ϓレθン

ςーシϣン発表Λௌく͜とにΑΓリスニン

グྗͷ、࣭ٙԠ౴にࢀՃ͢る͜とにΑΓӳ

Λਤͬͨɻ͜ΕΒͷՊ目্޲࿦ೳྗͷ౼ޠ

͸શてඌುஐࢠಛ೚।教त͕୲౰ͨ͠ɻ 

෺࣭Պ学ӳޠ͸ଞͷコアՊ目とҟͳΓ、

Ұൠ学生ͷ履修・ௌ講Λਪ঑͠て͍るɻຊ

ϓϩグラϜにԠ募͢る͜と͕Ͱ͖る研究

Պ・ઐ߈ͷത࢜લ期・後期՝ఔࡏ੶生Ͱ͋

Εば履修Մೳとͨ͠ɻ 

 

 

 

෺࣭Խ学ೖ໳ͷ༷ࢠ ෺ੑ෺理学ೖ໳ͷ༷ࢠ 

ӳޠͷクラス෼けςストにྟΉ四期生 
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෺࣭Պ学ӳޠ（̰̏、̱̏）（̍学期・̎学期） 

ޠ年度かΒ新͠くʮӳࠓ 3B
CʯΛ։講ͨ͠ɻ3B ͸ਧాΩϟンパスにて 1 学期に、3C ͸

๛中Ωϟンパスにて 2 学期に։講ͨ͠ɻ講ࢣ͸ MBrL D� SIFFIBn 阪ೆ大学।教तͰ͋るɻ

ӳޠ 3 Ͱ͸ӳޠにΑる議࿦ͷͨΊͷجຊݪ理Λ学び、෺࣭Պ学ͷリーμーと͠てద੾にӳ

ೳޠՊ学ऀと͠てඞཁͳӳ͍ߦ๏Λ学Ϳɻ·ͨ、࣮習中৺ͷ講義Λํ͏ߦにΑる議࿦Λޠ

る্Ͱͷ議࿦ͷํ๏にॏ఺͕ஔかΕ͢ߦɻಛにνーϜと͠てՊ学研究Λ਱͢ࢦΛ目্޲ྗ

ͨɻ۩ମ的に͸、議࿦ͷトϐックͷ४උ、議࿦ͷ先ಋऀと͠てͷ܇࿅、議࿦ͷ্ͰͷΤν

έットͷ܇࿅、࣭ٙԠ౴ͷ࿅習ͳͲͰ͋るɻ平成 27 年度͸、B Λ 6 ໊（શてΧσットϓϩ

グラϜ履修生）、C Λ 2 （໊ΧσットϓϩグラϜ履修生 1 ໊とҰൠ受講生 1 ໊）͕ 受講ͨ͠ɻ 

  

 

 

෺࣭Պ学Ωϟリアアッϓಛ࿦ B
C（̍学期・̎学期） 

ʮΩϟリアアッϓಛ࿦ B
Cʯ͸ 1 学期に๛中Ωϟンパスにて B、2 学期にਧాΩϟンパスに

て C ͕ͦΕͧΕ։講͞ΕͨɻϓϩδΣクトىҊ΍研究։発ઓཱུҊにඞཁͳࢹ఺Ͱ͋るに΋

関ΘΒͣ、理ܥ大学ӃͰ͸͜Ε·ͰऔΓ্͛ΒΕるࣄͷগͳかͬͨ経営的ࢹ఺、ٕज़経営࿦

΍෼ੳπールにつ͍てऔΓ্͛、࠲学にΑる஌ࣝ習ಘにՃ͑て、਎ۙͳςーϚにつ͍てԋ習

ํࣜͰ理ղΛਂΊ、࣮ફ的ͳࢹ఺ͷ֫ಘΛ目͠ࢦて͍るɻϚーέςΟング、ϓϩϞーシϣン

ઓུ΍Πϊϕーシϣン࿦ͳͲ理ܥ大学ӃͰ͸学Ϳ͜と͕গͳ͍に΋関ΘΒͣ、研究։発ઓུ

ͳͲͷ企ը運営にॏཁͳ؍఺Λ学Ϳ͜とΛ目的とͨ͠ɻ平成 27 年度Ͱ͸෺࣭Պ学Ωϟリア

アッϓಛ࿦ B Λ 6 ໊、C Λ 3 ໊（શてΧσットϓϩグラϜ履修生）͕受講ͨ͠ɻ 

 

Պ学2）࢙ 学期） 

 ʮՊ学࢙ʯ͸ 2 学期にਧాΩϟンパスにて։講͞Ε、ຊ講義Ͱ͸、Պ学ऀ͕最௿ݶ਎に

つける΂͖教ཆ、つ·Γリϕラルアーπと͠てͷՊ学࢙Λ学Ϳ͜とΛ目的と͢るɻ平成 27

年度͸લ半に教Պ書にૅج͍ͨͮج的ྺํ࢙๏࿦ΛσΟスΧッシϣン͠、後半にݸʑͷέ

ーススタσΟͷ講義Λ௨͠てՊ学׆ಈͷྺ࢙Λͨ͠࡯ߟɻ現୅Պ学ͷྲྀݯと͠てͷ੢༸Պ

学࢙ͷϋΠラΠト෦෼、17 ϤーϩッパՊ学ֵ໋Ҏ߱Λ中৺に、͞·͟·ͳՊ学෼໺Λلੈ

MBrL 先生とͷσΟスΧッシϣン෩ܠ 
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ѻ͍、Պ学ऀͷ交ྲྀに৮Ε、Պ学ͷ大͖ͳྲྀΕΛ理ղ͢る͜とにॏ఺Λஔ͍ͨɻ27 年度͸

4 ໊（શてΧσットϓϩグラϜ履修生）͕受講ͨ͠ɻ 

 

3�1�3 ෺࣭Պ学ಛผ講義 
෺࣭Պ学ಛผ講義Ͱ͸、海外かΒͷট΁͍教員にΑるӳޠ集中講義ͷࣜܗͰ։͠࠵、෺

࣭Պ学ͷ先୺研究ͷ講義とͦͷϕースとͳるྗૅجにつ͍て学Ϳɻઐ໳෼໺ͷ理ղͷ஌ࣝ

Λ修ಘ͢るとと΋に、海外ͷஶ໊ͳ先生͕͏ߦӳޠにΑるत業Λ受講͢る͜とͰ、国ࡍ的

ͳ֮ײΛ਎につける͜とΛ目ඪと͠て͍るɻࠓ年度͸ JBWiFr $BNQP ത࢜（SDiFnDF 

InstitVtF PG ArBgyn
 $SI$�6niWFrsitZ PG ;BrBgP[B
 SQBin）おΑび LBVrFnt RVIMNBnn

教त（6niWFrsitZ PG StrBsCPVg
 'rBnDF）に講義͠て௖͍ͨɻ 

$BNQP 教 त に ͸ ʮ MBgnFtiD strVDtVrFs dFtFrNinBtiPn CZ Vsing nFVtrPn 

sDBttFringʯに関͠て、4 月 21 日 3・4 22、ݶ 日 2～4 23、ݶ 日 2～4 ޻ૅج、にݶ (

౩ 2' セϛナーࣨ (215 にて講義͠て௖͍ͨɻΧσットϓϩグラϜ履修生 14 ໊ͷଞ、Ұൠ

学生ͷௌ講͕ଟ਺͋ͬͨɻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RVIMNBnn 教तに͸ʮEMFDtrPsZntIFtiD MFtIPds GPr tIF $PnstrVDtiPn PG $PNQMFY 

MPMFDVMFs Bnd GPr tIF PrFQBrBtiPn PG $PnKVgBtFd PPMZNFrʯに関͠て、11 月 24 日

2 25、ݶ 日 2 26、ݶ 日 2・3 30、ݶ 日 2～4 12、ݶ 月 1 日 2 ޻ૅجにݶ ( ౩ 2' セϛ

$BNQP ത࢜にΑる෺࣭Պ学ಛผ講義(෺理ܥ) 

RVIMNBnn 教तにΑる෺࣭Պ学ಛผ講義（Խ学ܥ） 
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ナーࣨ (215 にて։͞࠵ΕͨɻΧσットϓϩグラϜ履修生 7 ໊ͷଞ、Ұൠ学生ͷௌ講͕ଟ

਺͋ͬͨɻ 

平成 28 年度ͷલ期（8 月 1 日～5 日）に͸、'rpdpriD BPVRVFt 教त（LBCPrBtPirF dF 

QIZsiRVF MFs sPMidFs
 6niWFrsitp PBris�SVd
 'rBnDF）にʮDP�it�:PVrsFMG StVdFnts· 
LBCʯΛ։講͠て௖く༧ఆͰ͋るɻ 

 

3�1�4 平成 27 年度෺࣭Պ学研究ࣨϩーςーシϣン、国内研修、海外研修 
ຊϓϩグラϜͰ͸ʮ෺࣭Պ学研究ࣨϩーςーシϣン̍ʯ、ʮ෺࣭Պ学国内研修̍ʯおΑび

ʮ෺࣭Պ学海外研修̍ʯ΋ඞ修ͷコアՊ目と͠て͍るɻͦΕͧΕͷʮ̎ʯ΋選୒Պ目と͠

て履修͢る͜と͕Ͱ͖るɻ 

 

෺࣭Պ学研究ࣨϩーςーシϣン 

ຊϓϩグラϜͰ͸、ʮ෺࣭Պ学に関͢るॴଐઐ߈ͷ֬ͨݻるૅج学ྗ・ߴ度ͳઐ໳ੑʯに

Ճ͑て、ʮෳ؟的ߟࢥʯ、ʮ၆ᛌੑʯͳͲ、ະདྷͷ෺࣭Պ学研究・ࣄ業におけるリーμーと͠

てٻΊΒΕるೳྗΛ修ಘ͢る͜とΛ目的と͠て͍るɻͦͷͨΊ、ඞਢՊ目と͠てʮ෺࣭Պ

学研究ࣨϩーςーシϣン̍ʯΛಋೖ͠て͍るɻ͜ͷՊ目Ͱ͸、ࣗ਎ͷઐ໳と͸ҟͳる研究

ࣨに໿ 3 ϲ月間଺͢ࡏる͜とͰ༷ʑͳ研究に৮Ε、ʮෳ؟的ߟࢥʯとʮ၆ᛌੑʯΛ育てる͜

とΛ目的と͠て͍るɻ·ͨ、௨ৗͰ͸学Ϳ機会͕ͳ͍෼໺Ͱͷํ͑ߟΛ学Ϳ͜とͰʮセレ

ンϏリςΟ的ࢹ఺・ߟࢥʯΛཆ͏͜と΋目的と͠て͍るɻ 

഑ଐ先ͷܾఆ͸、ݪଇと͠て履修生ͷر๬にԊ͏ܗͰͨͬߦɻ·ͣ履修説明会にて഑෍

ͨ͠、ʮ平成 27 年度研究ࣨ঺հʯͷࢠ࡭Λߟࢀに、履修生͕研究ࣨ見学Λ͍ߦ、ͦΕΛ΋

とに第 5 ଇݪ๬·Ͱͷ研究໊ࣨΛఏग़ͨ͠ɻͦΕΛ΋とにʮ̍研究ࣨ最大໊̍·ͰʯΛر

に、഑ଐ先Λܾఆͨ͠ɻ֤履修生ͷほとΜͲ͸平成 27 年 6 月かΒ 10 月ͷ間ͷ 3 か月間、

ϩーςーシϣン先ͷ研究ࣨͰ研究Λͨͬߦɻͦͷ間ͷ研究׆ಈ内༰につ͍て͸ϩーςーシ

ϣン先ͷࢦಋ教員͕੹೚Λͬ࣋てࢦಋͨ͠ɻࢽࡶ会΍報告会ͳͲຊ੶研究ࣨͰͷ׆ಈに΋

഑ྀ͠て、コアタΠϜΛࢦఆ͠タΠϜϚωδメントにつ͍て͸履修生ͷྔࡋに೚ͤる研究

ࣨ΋ଟく͋ͬͨɻ 

年度͸研究ࣨϩーςーシϣン̍Λࠓ 20 ໊͕履修͠、̎ͷ履修ऀ͸ 0 ໊Ͱ͋ͬͨɻ 

෺࣭Պ学研究ࣨϩーςーシϣン̍ͷ成Ռ報告Λʮ研究ࣨϩーςーシϣン発表会ʯと͠て

平成 27 年 11 月 27 日にͨͬߦɻ履修生͸ࣄલにҎԼͷ߲目につ͍て報告書Λ࡞成ͨ͠ɻ 

1ɽ学習内༰・研究成Ռ౳ 

2ɽෳ؟的ߟࢥ΍၆ᛌ的ࢹ఺と͍͏؍఺ͰಘΒΕͨ͜と、ͦΕにର͢るҙ見 

3ɽϩーςーシϣン先研究ࣨͰͷ教員΍学生とͷ交ྲྀͰಘΒΕͨ͜と 

4ɽࠓ後ͷࣗ෼ͷ研究׆ಈに༩͑るӨڹにつ͍て 

発表会にて 7 ෼間Ͱϩーςーシϣン先にてͨͬߦ研究内༰΍ͦ͜ͰಘΒΕͨ஌見につ͍て
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発表͠、3 ෼間ͷ࣭ٙԠ౴Λͨͬߦɻ໦ଜ߶ϓϩグラϜコーσΟωーター、ϓϩグラϜ୲౰

教員Ͱ͋るখྛ研հ、ਗ਼ਫ࠸ࠀ、中໺խ༝、飯島ݡニ、おΑび֤受ೖ研究ࣨͷ教員Λ評価

委員と͠て評価͠、コメントͳͲとओに履修生にフΟーυバック͞Εͨɻ評価ํ๏と͠て、

発表会࣌に評価フΥーϜΛ評価委員に഑෍͠、報告書と発表に関͠て、ҎԼͷ߲目につ͍

て評価ͨ͠ɻ 

1ɽ研究ࣨϩーςーシϣンにおける՝୊ͷ成Ռ（学習内༰΍研究成Ռ౳） 

2ɽࣗ෼ͷओઐ໳と͸ҟͳる研究ख๏、研究ྖҬにର͢るڵຯ΍࣮ફに൐͏஌ࣝΛඋ͑ͨ

ʮෳ؟的ߟࢥʯ΍ʮ၆ᛌ的ࢹ఺ʯにつ͍てͷ習ಘ度 

3ɽ受ೖ研究ࣨͰͷスタッフ΍学生とͷ交ྲྀ（研究、学໰Ҏ外ͷ͜と΋ؚΉ） 

4ɽࠓ回ͷ研究ࣨϩーςーシϣンͰಘΒΕͨ経験΍஌ࣝΛ生かͨ͠ࠓ後ͷల։ 

5ɽ報告書ͷࣜܗ΍ಡΈ΍͢͞（֤߲目ͷ内༰͕的֬に·と·ͬて͍るか౳） 

6ɽϓレθンςーシϣンおΑび࣭ٙԠ౴ 

評価委員͕審査Λ100、͍ߦ ఺ຬ఺中 60 ఺Ҏ্ͷ履修生Λ合格とͨ͠ɻ1 ໊ͷ఺਺͕ج४

にຬͨͳかͬͨͨΊ、վΊてఏग़ͨ͠レポート·ͰؚΊて評価ͨ݁͠Ռ、発表ͨ͠履修生

શ員Λ合格とͨ͠ɻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研究ࣨϩーςーシϣン発表会Ͱ࣭͍͠ݫ໰Λ͢る教員 

ͦΕに౴͑る履修生 
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෺࣭Պ学国内研修 

ʮ෺࣭Պ学国内研修̍
2ʯͰ͸大学ͷ研究ࣨΛ཭Εてҟ෼໺経験Λ͏ߦɻ͜ ΕにΑΓՊ学

ٕज़ͷ͕޿ΓΛೝࣝ͢るɻ3 ϲ月間、企業ͷ研究現৔΍ٕज़։発にै͢ࣄる、͋る͍͸লி

౳ͷ૊৫ͷҰ員と͠て׆ಈ͢る౳ͷ࣮ફ経験かΒ、Պ学ٕज़͕࣮ࡍに׆༻͞ΕるͨΊにඞ

ཁとͳるࢹ఺ͷ֫ಘ、νーϜ΍グルーϓͰࣄ࢓ΛਐΊるͨΊにٻΊΒΕるスΩル΁ͷؾ෇

͖、͞Βに͸ϓϩグラϜ修ྃ後ͷࣗݾͷ΍Γ͕͍ͷ発見΋ؚΊてϓϩグラϜ͕目͢ࢦコϛ

ϡニέーシϣンྗ、ॊೈੑ、ෳ؟的ߟࢥͷ֫ಘΛΊ͟͢ɻ企業ͰͷΠンターンシッϓΛओ

と͢る͕、࿈ܞ先機関ͷ理Խ学研究ॴ೻ຏ研究ॴ、おΑび情報௨৴機ߏと͍ͬͨੈքにތ

る最先୺෺࣭評価ࢪઃ΋国内研修先と͠て͍るɻ 

年度͸国内研修̍Λࠓ 15 ໊͕履修͠、国内研修 2 ͷ履修ऀ͸ 0 ໊Ͱ͋ͬͨɻ受講生͸

発表࣌間 10 ෼、࣭ٙԠ౴ 10 ෼Ͱ報告Λͨͬߦɻ報告会͸ 2 回に෼けてߦΘΕ、平成 27

年 12 月 24 日に 7 ໊͕報告ͨ͠ɻ໦ଜ߶ϓϩグラϜコーσΟωーター、おΑびϓϩグラϜ

୲౰教員Ͱ͋るѶాণ明、ࠓ໺޼、መ઒ߒҰ࿠、๛ాذ૱、඿԰޺平、ೆํ੟࢘、দඌ੣

ೋ、飯島ݡೋ、·ͨ、企業かΒ 3 ໊ͷํʑΛট͖、評価Λͨͬߦɻ第 2 回ͷ報告会͸平成

28 年 3 月 17 日にߦΘΕ、8 ໊͕報告Λͨͬߦɻ໦ଜ߶、Ѷాণ明、๛ాذ૱、඿԰޺平、

ೆํ੟࢘、飯島ݡೋ、ԣ谷༸Ұ࿠、দඌ੣ೋ、おΑび企業かΒ 2 ໊Λট͖、評価Λͨͬߦɻ

評価߲目͸ҎԼͷ 5 ߲目Ͱ͋Γ、報告会後ͷ評価委員ͷ議࿦ͷ݁Ռ、報告ऀશ員Λ合格と

ͨ͠ɻ評価書͸コメントڞに受講生にフΟーυバック͞Εͨɻ 

1ɽ研修目的にର͠てಘΒΕͨޮՌ（学習内༰΍研究成Ռ౳） 

2ɽࣗ෼ͷओઐ໳と͸ҟͳる研究ख๏、研究ྖҬにର͢るڵຯ΍࣮ફに൐͏஌ࣝΛඋ͑ͨʮෳ

 ఺ʯにつ͍てͷ習ಘ度ࢹʯ΍ʮ၆ᛌ的ߟࢥ的؟

3ɽ受けೖΕ෦ॺͰͷスタッフ΍ٕज़ऀとͷ交ྲྀ（研究、学໰Ҏ外ͷ͜と΋ؚΉ） 

4ɽࠓ回ͷ研修ͰಘΒΕͨ経験΍஌ࣝΛ生かͨ͠ࠓ後ͷల։見ࠐΈ 

5ɽϓレθンςーシϣンおΑび࣭ٙԠ౴ 

ԉࢧ͸Ωϟリアパスࡉৄ 8( ͷষΛࢀর͞Ε͍ͨɻ 

 

෺࣭Պ学海外研修 

海外ͷ企業、海外ͷ大学、海外ͷ教育研究機関における研究Λओと͢る 3 ϲ月間ͷΠン

ターンシッϓͰ͋るɻຊΠンターンシッϓ͸、海外における研究׆ಈΛ࣮ફ͢る機会Ͱ͋

Γ、研究౼議Λ௨࣮ͨ͡ફ的ͳӳޠコϛϡニέーシϣンྗΛ਎にணけるとと΋に、国ࡍ教

ཆΛᔻཆ͢る࣮ફͷ޷機Ͱ͋るɻϓϩグラϜͰ͸、研修Λԁ׈にਐΊるͨΊにԤभΛ中৺

にزつかͷ大学と࿈ܞମ੍Λߏங͠て͍る͕、ࣗΒͷϞνϕーシϣンに͖ͮج、研修先Λ

ܾఆ͢る͜とΛ঑ྭ͢るɻ 

年度͸ࠓ 5 ໊͕履修ͨ͠ɻ報告会͸平成 28 年 3 月 18 日にߦΘΕ、໦ଜ߶ϓϩグラϜコ

ーσΟωーター、おΑびϓϩグラϜ୲౰教員Ͱ͋るഡݪ੓޾、飯島ݡೋ、ԣ谷༸Ұ࿠、দ
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ඌ੣ೋにΑͬて評価͞Εͨɻ受講生͸発表࣌間 10 ෼、࣭ٙԠ౴ 10 ෼Ͱ報告ͨ͠ɻ評価߲

目͸ҎԼͷ 5 ߲目Ͱ͋Γ、報告会後ͷ評価委員ͷ議࿦ͷ݁Ռ、報告ऀશ員Λ合格とͨ͠ɻ 

1ɽ研修目的にର͠てಘΒΕͨޮՌ（学習内༰΍研究成Ռ౳） 

2ɽओに研究౼議Λ௨࣮ͨ͡ફ的コϛϡニέーシϣンྗ、ࣗ෼ͷ͑ߟΛ૬खにೝΊͤ͞る

࿦理ల։ͳͲʮ国ࡍಥഁྗʯ習ಘ度 

3ɽ受けೖΕ෦ॺͰͷスタッフ΍研究ऀとͷ交ྲྀ（研究、学໰Ҏ外ͷ͜と΋ؚΉ） 

4ɽࠓ回ͷ研修ͰಘΒΕͨ経験΍஌ࣝΛ生かͨ͠ࠓ後ͷల։見ࠐΈ 

5ɽϓレθンςーシϣンおΑび࣭ٙԠ౴ 

ܞ࿈ࡍ͸学外・国ࡉৄ 8( ͷষΛࢀর͞Ε͍ͨɻ 

 

3�1�5 学生アンέート݁Ռ 
෺࣭Պ学研究ࣨϩーςーシϣン̍ 

෺࣭Պ学研究ࣨϩーςーシϣン̍ͷ࣭Λ͞Βに্ͤ͞޲るͨΊ、平成 27 年 12 月に履修

生Λର৅に研究ࣨϩーςーシϣンに関͢るアンέートௐ査Λͨͬߦɻ݁Ռと͠て研究ࣨϩ

ーςーシϣンにつ͍てͷ評価͸͍͜ߴと͕Θかͬͨɻ平成 28 年度ͷ研究ࣨϩーςーシϣン

に൓ө͢る༧ఆͰ͋るɻアンέート݁Ռͷৄࡉ͸෇࿥にࣔ͢とおΓɻ 

 

ͦͷଞͷコアՊ目にର͢るアンέートௐ査 

コアՊ目Ͱ͋る෺࣭Խ学ೖ໳、෺ੑ෺理学ೖ໳、෺࣭Պ学ӳޠ、෺࣭Պ学Ωϟリアアッ

ϓಛ࿦、Պ学࢙ͷ履修生શ員にत業内༰に関͢るアンέートΛͨͬߦɻ֤ 履修生͸ҎԼͷ 9

߲目にର͠て 5 ஈ֊評価Ͱ評価Λͨͬߦɻ·ͨ、ࣗ༝هೖཝと͠てྑかͬと͏ࢥ఺、·ͨ

վળ͢΂͖఺につ͍てهೖͨ͠ɻアンέートௐ査ͷ݁ՌΛ教຿̬̜Ͱڞ༗͢る͜とͰ、࣍

年度Ҏ߱ͷコアՊ目ͷ্࣭޲に౒Ίͨɻ·ͨ、コアՊ目アンέートௐ査に関͢る会議Λߦ

͍、དྷ年度΁ͷվળにつ͍て議࿦Λͨͬߦɻ 

 

アンέート内༰ 

̍）シラバスͷࡌه内༰͸ߟࢀにͳͬͨかɻ 

̎）講ࢣͷे෼ͳ४උと޻෉Λ͠てत業にྟΜͰ͍ͨかɻ 

̏）講ࢣͷ࿩͠ํ͸理ղ͠΍͢かͬͨかɻ 

̐）講ࢣ͸学生ͷ࣭໰にஸೡに回౴͠てくΕͨかɻ 

̑）講ࢣ͸、学生͕࣭໰΍ҙ見Λड़΂ΒΕるΑ͏に഑ஔ͠て͍ͨかɻ 

̒）͜ͷत業ͷ内༰Λ理ղͰ͖ͨかɻ 

̓）受講͠てΈて、͜ͷՊ目΍関࿈෼໺΁ͷ理ղ΍ڵຯ͕૿ͨ͠かɻ 

８）՝୊·ͨ͸レポート౳͸त業内༰ͷ理ղΛਂΊるͷに໾ཱͬͨかɻ 

９）͜ͷत業Λ受講͠てࣗ෼ࣗ਎ͷকདྷに໾ཱつと͏ࢥかɻ 
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3�1�6 1st Q�E�、2nd Q�E�、3rd Q�E�ͷ࣮ࢪ 
ത ࢜ ͷ ࣭ ͷ 保 ূ に ޲ け 、 ͍ く つ か ͷ 関 ໳ （ ス ς ー δ ή ー ト ） ຖ に QVBMiGZing 

EYBNinBtiPn（Q�E�）Λ࣮͢͠ࢪる͜とΛఆΊておΓ、平成 27 年度͸ 3 つͷ Q�E�Λ࣮ࢪ

ͨ͠ɻ1st Q�E�（1 年࣍ 1 月ࠒ）Ͱ͸ࣗ෼ͷओઐ໳෼໺ͷ֬ͨݻるૅج学ྗΛ保ূ͢るͨΊ、

֤ϓϩグラϜ履修生ͷઐ໳（෺ੑ෺理·ͨ͸෺࣭Խ学）ͷ໰୊集（෺ੑ෺理 100 ໰集�෺࣭

Խ学 100 ໰集）かΒ選びग़͞Εͨ 10 ໰ͷ໰୊Λචه試験ࣜܗにてग़୊͠、ج४Λクリア

͢る͜とΛٻΊるɻ2nd Q�E�（2 年࣍ 12 月ࠒ）Ͱ͸ϓϩグラϜ修ྃཁ݅と͠てఆΊるʮത

Ίて͍るɻ3rd Q�E�（4ٻ࿦จ研究企ը書ʯͷఏग़と書ྨ審査と面接審査ͷ合格Λ࢜ 年࣍

10 月ࠒ）Ͱ͸ӳޠͰࣥචͨ͠ʮത࢜࿦จ研究中間報告書֓ཁʯͷ書ྨ審査おΑび、ӳޠͰ

ͷ発表と࣭ٙԠ౴にΑる面接審査Ͱͷ合格ΛٻΊるɻ審査͸、ݪଇ、શϓϩグラϜ୲౰教

員おΑび外෦評価委員ࢀՃͷ΋と͏ߦɻスέδϡール、݁ Ռͷৄࡉ͸ҎԼͷとおΓͰ͋るɻ 

 

（1st Q�E�） 

年度͸平成ࠓ 28 年 1 月 7 日に試験Λ࣮ࢪ、履修生 3 期生 20 ໊ͷ͏ͪ、෺࣭Խ学Λ 11

人、෺ੑ෺理Λ 9 ໊͕選୒ͨ͠ɻ࠾఺݁ՌΛ΋とに൑ఆ会議Λ͍ߦ、෺ੑ෺理受験ऀ 9 ໊

ͷ͏ͪ、8 ໊Λ合格、1 ໊Λෆ合格、෺࣭Խ学Λ受験ͨ͠ 11 ໊ͷ͏ͪ、9 ໊Λ合格、2 ໊

Λෆ合格とͨ͠ɻෆ合格とͳͬͨ 3 ໊にର͠、2 月 12 日に௥試験Λ͍ߦ、൑ఆ会議ͷ݁Ռ、

受験ऀશ員Λ合格とͨ͠ɻ 

    

 

 

（2nd Q�E�） 

3 年࣍ਐڃ後ຊ格的にത࢜࿦จ研究ΛਐΊるに͋ͨΓ、2 年࣍ͷ履修生にࠓ後 3 年間Ͳͷ

Α͏ͳ研究にऔΓ૊ΉかΛത࢜࿦จ研究企ը書֓ཁと͠て·とΊͤ͞、ຊ Q�E�Ͱ企ը書ͷ

書面審査、面接審査Λ͏ߦɻത࢜࿦จ研究企ը書֓ཁͰ͸ത࢜࿦จ研究ͷ目的、ܭը、ํ

๏Λهड़、͜ΕΛجに͠て 

1ɽ研究ͷ目的΍ҙ義、独創ੑ͕明֬にهड़͞Εて͍るか 

2ɽ͜Ε·Ͱͷ研究経ա͍҃͸成Ռ͕؆ܿに·とΊΒΕて͍るか 

3ɽࠓ後ͷ研究ܭը͕۩ମ的に説ಘྗ͋るܗͰهड़͞Εて͍るか 

̍st Q�E�受験ͷ༷ࢠ 
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ͷ 3 ߲目に෼けて評価Λͨͬߦɻ·ͨ、ത࢜࿦จ研究企ը発表Ͱ͸ 

1ɽޱ಄発表ͷフΝΠル͸、見΍͢く४උ͞Εて͍るか 

2ɽ࿩͠ํ͸、ฉ͖औΓ΍͢く明շͰ͋るか 

3ɽ࣭໰に͸ద੾に回౴Ͱ͖て͍るか 

4ɽ研究ͷഎܠ、౰֘෼໺ͷ中におけるҐஔͮけͳͲ͕明֬にޠΒΕて͍るか 

5ɽ͜Ε·Ͱͷ研究経ա͕ΘかΓ΍͢く؆ܿにޠΒΕて͍るか 

6ɽ研究ܭը͕価஋͋る΋ͷͰ͋る͜とΛૌ͑る発表にͳͬて͍るか 

ͷܭ 6 ߲目につ͍て評価Λͨͬߦɻ書面審査とത࢜࿦จ研究企ը発表につ͍て合ܭ 9 ߲目

Ͱ評価、֤߲目Λ 5 ఺ຬ఺と͠て平ۉ 3 ఺Ҏ্ͷ৔合Λ合格とͨ͠ɻࡢ年度とಉ༷、修࢜

࿦จ発表会と͸ҟͳΓ、研究్中Ͱ͋ͬて΋Α͍ͷͰ、修࢜ 2 年間にͨͬߦ内༰ΛΠント

ϩと͠、ࠓ後ͷ研究ܭը΍ҙ義にॏ͖Λおく͜と、おΑび෼໺外ͷ研究ऀにΘかるΑ͏に

説ಘྗͷ͋る説明Λ͢る͜とΛࣄલに履修生に఻͑ͨɻ 

平成 27 年 12 月 25 日にର৅とͳる 24 ໊ͷ履修生につ͍てത࢜࿦จ研究企ըͷޱ಄発

表Λͨͬߦɻ審査員͸、໦ଜ߶ϓϩグラϜコーσΟωーターおΑび教຿・教育シスςϜ࣮

ફ 8( ͷ教員Ͱ͋るҏ東೜、ాࠓউາ、久保࢙޹、খྛ研հ、おΑびシニアメンターͰ͋

る飯島ݡೋͰ͋るɻ発表会ͷ後に։͞࠵Εͨ評価委員会Ͱ審査݁ՌΛ議࿦͠શ員ͷ合格Λ

ܾΊͨɻ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ത࢜࿦จ企ըにつ͍て発表͢る履修生 

審査員かΒͷ͍͠ݫ௥及 

　39



 

 

（3rd Q�E�） 

ത࢜՝ఔ後期՝ఔͷ中間期に౰ͨる 4 年࣍ͷ 10 月ࠒに、ത࢜࿦จ研究ͷ中間報告おΑび

࿦จ研究中間報告書֓ཁ（学࢜Ͱࣥචͨ͠തޠΊるɻӳٻͰޠըΛ履修生にӳܭ後ͷ研究ࠓ

Ґऔಘに޲けてͷ研究ܭը΋ؚΉ）ͷ書ྨ審査おΑび、ӳޠͰͷ発表と࣭ٙԠ౴にΑる面接

審査Λຊ Q�E�Ͱ͏ߦɻ·ͨ、履修生に発表会ͰͷスラΠυ（ॖখ൛）΋ࣄલにఏग़ΛٻΊͨɻ

発表Λ 15 ෼間、࣭ٙԠ౴Λ 10 ෼間とͨ͠ɻର৅とͳるෳ਺ͷ履修生͕ 10 月に海外研修中

Ͱ͋ͬͨͨΊ、平成 27 年 10 月 14 日に 2 ໊、平成 28 年 1 月 6 日に 3 ໊ͷ審査Λͨͬߦɻ 

ຊ Q�E�におけるത࢜࿦จ研究ͷ中間報告Ͱ͸、̍）研究എܠと目的、̎）研究݁Ռ（్

中ஈ֊Ͱ΋ߏΘͳ͍）、̏）݁Ռͷ౰֘෼໺内Ͱͷҙ義、̐）ࠓ後ͷ見௨͠（学Ґऔಘに޲

けてͷ研究ܭը΋ؚΊる）Λ履修生にٻΊͨɻ·ͨ、෼໺外ͷ研究ऀに෼かるΑ͏に説ಘ

ྗͷ͋る説明Λ͢る͜と΋ٻΊͨɻത࢜࿦จ研究中間報告書֓ཁにつ͍て͸、ҎԼͷ߲目

につ͍て評価Λͨͬߦɻ 

1ɽ研究ͷ目的΍ҙ義、独創ੑ͕明֬にهड़͞Εて͍るかɻ 

2ɽ͜Ε·Ͱͷ研究経ա͍҃͸成Ռ͕؆ܿに·とΊΒΕて͍るかɻ 

3ɽ学Ґऔಘに޲けてͷ研究ܭը͕۩ମ的に説ಘྗ͋るܗͰهड़͞Εて͍るかɻ 

·ͨ、ത࢜࿦จ研究中間報告発表につ͍て͸、ҎԼͷ߲目につ͍て評価ͨ͠ɻ 

1ɽޱ಄発表ͷフΝΠル͸、見΍͢く४උ͞Εて͍るかɻ 

2ɽ࿩͠ํ͸、ฉ͖औΓ΍͢く明շͰ͋るかɻ 

3ɽ࣭໰に͸ద੾に回౴Ͱ͖て͍るかɻ 

4ɽ研究ͷഎܠ、౰֘෼໺ͷ中におけるҐஔͮけͳͲ͕明֬にޠΒΕて͍るかɻ 

5ɽ͜Ε·Ͱͷ研究経ա͕ΘかΓ΍͢く؆ܿにޠΒΕて͍るかɻ 

6ɽ研究ܭը͕、学ҐऔಘΛҙࣝ͠、かつ価஋͋る΋ͷͰ͋る͜とΛૌ͑る発表にͳͬて͍

るかɻ 

7ɽ発表と࣭ٙԠ౴͕ӳޠͰΘかΓ΍͢く͑ߦて͍るかɻ 

ͷ֤߲目につ͍て、5ه্ ஈ֊評価（5 ఺ຬ఺）Ͱ఺਺Λつけ、શ߲目ͷ఺਺ͷ平ۉ఺͕ 3

఺Ҏ্Ͱ͋Εば合格とͨ͠ɻ10 月と 1 月ͷ発表会ͦΕͧΕͷ後に։͞࠵Εͨ評価委員会Ͱ

審査݁ՌΛ議࿦͠、͢΂てͷ履修生Λ合格とͨ͠ɻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ӳޠͰͷ発表と࣭ٙԠ౴ͷ༷ࢠ 
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3�1�7 100 ໰集վగ 
౰ϓϩグラϜͰ࢖༻͠て͍るʮ෺ੑ෺理 100 ໰集ʯ、ʮ෺࣭Խ学 100 ໰集ʯ͸最終的にग़

൛͢る͜とΛ目͠ࢦて͍る͕、ͦΕに޲けͨվળఏҊ΍ΑΓྑ͍໰୊集と͠てੈにग़͠て

͍͖͍ͨと͍͏履修生͕ࣗओ的に࣮ߦ委員会Λ্ཱͪ͛、平成 26 年度 9 月かΒ׆ಈΛ։࢝

ͨ͠ɻࠓ年度͸、委員会Ͱ͸履修生 3 期生にର͠て平成 27 年度 100 ໰集ͷ内༰ͷ෼ੳ、

໰୊ͷ೉қ度΍ෆඋに関͠てͷアンέートΛ͍ߦ、དྷ年度վగに関͢るフΟーυバックΛ

ɻͨͬ͜ߦ ͷ݁ՌΛ教຿・教育シスςϜ࣮ફ 8( にఏҊ、ͦ ΕΛ受け、෺ੑ෺理 100 ໰集、

෺࣭Խ学 100 ໰集ͷ໰୊・ղ౴ͷ修ਖ਼΍௥ՃΛ͍ߦ、໰୊集と͠て、履修生ͷҙ見΋൓ө

͞Ε、࣭ͷ্͕޲ਤΒΕͨɻ 

成ͨ͠໰୊࡞年度͸ಛに、໰୊とղ౴Λ履修生͕Ճච修ਖ਼͠、履修生ࣗ਎͕ࠓ 20 ໰Ҏ্

Λ෺ੑ෺理 100 ໰集に௥Ճ͢るͳͲ、大෯ͳվగ͕ߦΘΕͨɻ͜ͷ履修生͕中৺とͳͬて

ฤ集ͨ͠ 100 ໰集Λ、࣍年度ͷ新ͨͳ履修生にऔΓ૊·ͤるͷか、ͦΕと΋、͋く·Ͱ΋

ग़൛༻ͷผ෺と͠てѻ͏か教຿・教育シスςϜ࣮ફ 8( Ͱڠ議͞Ε、࣍年度ͷ新ͨͳ履修

生޲けͷ 100 ໰集と͠て࠾༻͞Εͨɻͨͩ͠、ࡢ年度·Ͱにൺ΂て内༰ྔ͕大෯に૿Ճ͠

ͨͨΊ、Ұ෦Λνϟレンδ໰୊と͠て、1st QE Ͱ͸ग़୊͠ͳ͍͜ととͨ͠ɻ 

履修生ࣗओ׆ಈͷষ΋ࢀরͷ͜とɻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議ࣄΛਐΊるリーμー ৄࡉ͸օͰ஌ܙΛग़͠合͏ 

　41



3�2 学生ࢧԉ̬̜ 

3�2�1 ঑ྭۚ 
ϓϩグラϜ履修生͕学業・研究にઐ೦Ͱ͖るΑ͏に͢るͨΊにຊϓϩグラϜͰ͸学生か

Βͷ受څਃ੥に͖ͮج、選ߟΛ経্ͨͰ঑ྭۚΛ͢څࢧる੍度Λ༻ҙ͠て͍るɻ平成 27 年

度ͷֹۚڅࢧ͸લ年度とಉֹͷ月ֹ 20 ສԁとઃఆͨ͠ɻࡢ年度かΒ受څΛܧଓ͢る履修生

̍・̎期生に関͠て͸、平成 27 年 2 月 13 日かΒ 2 月 19 日に受෇Λ͍ߦ平成 27 年 2 月

23 日に঑ྭ受ऀڅͷ選ߟに関Θるڠ議Λͨͬߦɻ学ৼಛผ研究員内ఆऀ 6 ໊Λআくڅ෇ਃ

੥ऀ 39 ໊につ͍て、঑ྭۚܧଓ受څに૬Ԡ͍͠༏लͳ学生Ͱ͋る͜とΛ֬ೝ͠঑ྭۚܧଓ

受څΛܾఆͨ͠ɻ݁Ռ͸ 2 月 28 日にϓϩグラϜϗーϜϖーδ্にެ表ͨ͠ɻ 

ΘΕる̏期生にର͠て平成ߦ͕څࢧ年度かΒࠓ 27 年 4 月 1 日にߦΘΕͨ履修説明会Ͱ

関ࢁ明教त（ΧσットϓϩグラϜ学生ࢧԉ 8( ओ査）͕঑ྭۚにつ͍てͷ説明Λ͍ߦ、受

ɻ平成ͨͬߦ書ྨͷఏग़につ͍てप஌Λ܎関څௐ書・受څ 27 年 4 月 1 日かΒ 4 月 8 日に

受څௐ書・受څ関܎書ྨͷ受෇Λ͍ߦ、履修生̏期生 20 ໊શ員かΒ঑ྭۚͷ受څਃ੥͕͋

ͬͨɻ঑ྭۚ受څਃ੥ऀにつ͍て書面にΑる審査Λ͍ߦ、ਃ੥ऀ 20 ໊શ員ͷ受څΛೝΊる

͜とΛܾఆͨ͠ɻ঑ྭۚ受ऀڅに͸ 5 月 7 日に受ܾऀڅఆ௨஌Λ͍ߦ、͜ ͷ݁Ռ͸平成 27

年 5 月຤日にΧσットϓϩグラϜެࣜϗーϜϖーδͰެ表ͨ͠ɻ 

঑ྭۚ受څにと΋ͳ͍੫๏্ͷॲ理͕ඞཁとͳるͨΊ、จ理༥合ܕ研究౩ڞ௨講義ࣨ 3

Ͱ平成 28 年 1 月 27 日に঑ྭۚに関͢るガΠμンスΛະདྷઓུࢧԉࣄ຿ࣨ教຿ࢁ܎Ԭ܎員

に最先୺ҩ࣌て͍る履修生に΋༰қにग़੮Ͱ͖るΑ͏に、ಉͬߦɻਧాͰ研究Λͨͬߦ͕

ྍΠϊϕーシϣンセンター౩ԋ習ࣨ 4 とςレϏ会議シスςϜͰ中ܧΛͨͬߦɻ 

（෇࿥第 3 ষ 3�2�1 ঑ྭۚΛࢀর） 

 

3�2�2 独創的教育研究費審査 
ത࢜後期՝ఔにおける履修生ͷࣗ༝、独創的、͋る͍͸໺৺的ͳ発૝にͮجく教育研究

ಈ経費Λ४උ׆ԉΛ目的と͢る独創的教育研究ࢧಈにର͠て経費Λԉॿ͠、ͦͷ࣮現ͷ׆

͠て͍るɻຊ経費͸ത࢜લ期՝ఔ 2 年ΑΓ঑ྭۚと͸ผにԠ募͢るɻ 

独創的教育研究׆ಈ経費ͷదਖ਼ͳ経費࢖༻Λ平成 27 年 4 月ΑΓ͏ߦに͋ͨΓ、平成 27

年 4 月 7 日に 27 年度ͷ経費受ऀڅ 18 ໊とͦͷॴଐ研究ࣨにର͠、ʮ平成 27 年度独創的

教育研究׆ಈ経費 ܭ༺࢖ը書ͷ࡞成につ͍てʯʮ27 年度独創的研究経費ࣥߦにつ͍て（教

員޲け）ʯ౳Λૹ෇ͨ͠ɻ4 月 16 日、受ऀڅ 18 ໊ΑΓܭ༺࢖ը書͕ఏग़͞Ε、֤受ऀڅ

͸経費ͷ࢖༻Λ։ͨ࢝͠ɻ 

·ͨ、26 年度独創的教育研究׆ಈ経費受ऀڅͷ 4 ໊に͸、26 年度独創的教育研究׆ಈ

経費݁Ռ報告書ͷ࡞成・ఏग़Λґཔ͠、औΓవΊͷ্ະདྷઓུࢧԉࣄ຿ࣨ教຿͋܎てఏग़

ͨ͠ɻ 
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平成 26 年度ΑΓ独創的ͳ教育研究׆ಈ経費࣮ࢪཁ߲にม͕͋ߋΓ、ະདྷઓུ機ߏ会議ͷ

議Λ経ͣに、ະདྷઓུ機ߏ௕͸ఏग़͞Εͨਪન書に͖ͮج、教育研究׆ಈ経費Λ഑෼͢る

教育研究׆ಈͷςーϚ及び഑෼ֹΛܾఆ͠、ϓϩグラϜ履修生に௨஌͢る͜ととͳͬͨɻ

·ͨ、༷ࣜに΋ม͕͋ߋΓ、独創的教育研究׆ಈ経費ܭըௐ書（༷ࣜ 1�1）と独創的教育研

究׆ಈ経費ܭըௐ書ࢦಋ教員౳ͷॴ見（༷ࣜ 1�2）とͳͬͨɻ 

平成 27 年度独創的教育研究׆ಈ経費受ऀڅに͸、ਐ௙報告会Λ平成 27 年 12 月 28 日

に࣮͢ࢪる͜とと͠、選جߟ४にͨ͠ࡌهΑ͏に࠾୒͞Εͨ独創的ͳ教育研究׆ಈςーϚ

͕ͲͷΑ͏にਐలͨ͠かΛνΣック͢る͜とと͢る͜と͕ܾ·ͬͨɻ 

平成 28 年度ͷ経費څࢧに޲けて 9 月 10 日にର৅とͳるത࢜લ期՝ఔ̎年ͷ履修生̎期

生、及び̏期生 24 ໊にର͠、ʮ2nd Q�E� 独創的ͳ教育׆ಈ経費ʯにつ͍て௨ୡΛ͍ߦ、

後期՝ఔॴଐͷ履修生࢜ཁ߲、֤छ༷ࣜ、௨஌จΛపఈͨ͠ɻതࢪ࣮ 18 ໊に関͠て͸ಉ日

ʮ独創的ͳ教育׆ಈ経費ʯにつ͍て௨ୡΛͨͬߦɻ審査ํ๏及びج४と͠て͸、書面及び

2nd Q�E�Ͱͷത࢜࿦จ研究企ըͷ発表会ͷ৔にお͍て、独創的教育研究費Λ͠Α͏͢るऔ

૊՝୊ͷ学ज़ॏཁੑ・ଥ౰ੑ・՝୊ͷ独創ੑ及びֵ新ੑΛ中৺にܭ、͠౼ݕը・ํ๏ͷଥ

౰ੑ΋ྀ͠ߟて૯合的に 5 ఺ຬ఺Ͱ評価͢る͜とにͨ͠ɻ審査ج४につ͍て͸Լهͷʮ（ࢀ

 て͍るɻ͠ࡌܝ४ʯにج審査ํ๏と（ߟ

平成 27 年 12 月 25 日にത࢜લ期՝ఔ̎年ͷ履修生ର৅ऀ 24 人͕౰֘経費Λਃ੥ͨ͠

ͷΛ受け、選ߟ委員会Λ૊৫ͨ͠ɻ選ߟ委員会͸、ΑΓઐ໳的ͳ見地かΒͷ審査Λͨ͏ߦ

Ίに審査 8( Λ 12 月 25 日にઃஔ͠、審査 8( メンバー͸ಉ日։࠵ͷ 2nd Q�E�にग़੮͠

֤ςーϚにつ͍て審査͠評఺Λ෇ͨ͠ɻD1・D2 ਃ੥ऀにର͠て͸平成 27 年 12 月 28 日

に、ͦΕͧΕ面接審査Λ͜͏ߦとͰ評఺Λ෇ͨ͠ɻ 

審査 8( ੹೚ऀ͸審査 8( メンバーにΑる審査݁ՌΛとΓ·とΊ、ͦͷ݁ՌΛ΋とに࠾

୒ީิͷςーϚと഑෼༧ఆֹҊにつ͍て平成 27 年 12 月 28 日かΒメールにて審議Λ͍ߦ、

༧ఆֹҊΛ内ఆ͠、審査݁ՌΛとΓ·とΊͨɻͦͷ݁ՌΛ΋とに࠾୒ީิͷςーϚと഑෼

༧ఆֹҊにつ͍てͷ、審議Λ͍ߦ、༧ఆֹҊΛ内ఆͨ͠ɻ্ه内ఆΛ受け審査 8( ੹೚ऀ

͸独創的教育研究׆ಈ経費ީิ࠾୒ਪન書（Ҋ）（༷ࣜ̎）Λ࡞成ͨ͠ɻ 

3 月 17 日～23 日メールにΑる選ߟ委員会Λ։͠࠵、審査 8( ୒ީิͷς࠾ఆͨ͠ࡦ͕

ーϚと഑෼༧ఆֹ（Ҋ）、独創的教育研究׆ಈ経費ީิ࠾୒ਪન書（Ҋ）（༷ࣜ̎）につ͍

て審議͠、͜ΕΒΛܾఆͨ͠ɻ3 月 24 日 ϓϩグラϜコーσΟωーター͸、独創的教育研

究׆ಈ経費ީิ࠾୒ਪન書（༷ࣜ̎）Λະདྷઓུ機ߏ௕にఏग़ͨ͠ɻ3 月 30 日 独創的ͳ

教育研究׆ಈͷͨΊͷ経費࠾୒௨஌Λ 28 ໊にૹ෇ͨ͠ɻ 

 

 ४ج審査ํ๏と（ߟࢀ）

書面審査及び 2nd Q�E�にお͍て、֤՝୊につ͍て 

・՝୊ͷ学ज़的ॏཁੑ・ଥ౰ੑ 

・՝୊ͷ独創ੑ及びֵ新ੑ 
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Λ中৺にܭ、͠౼ݕը・ํ๏ͷଥ౰ੑ΋ྀ͠ߟて૯合的に̑఺ຬ఺Ͱ評価͢るɻͨͩ͠、

学ৼಛผ研究員(D$1)ͷ研究費とྨࣅͷੑ格Λ΋つ͜とかΒ、Ծ૝的に学ৼಛผ研究員

(D$1)࠾୒レϕルとൺֱ͢るɻ 

  ̑ɿ学ৼಛผ研究員(D$1)ΑΓ΋༏ΕͨҰ面͕͋Γ、最༏先Ͱ࠾୒͢΂͖ 

  ̐ɿ学ৼಛผ研究員(D$1)にे෼ඖఢ͠、༏先的に࠾୒͢΂͖ 

  ̏ɿ学ৼಛผ研究員(D$1)に࠾୒͞Εて͍て΋おか͠くͳく、ੵۃ的に࠾୒͢΂͖ 

  ̎ɿΧσット生ͷ独創的教育研究׆ಈと͠て༏Ε、࠾୒͢΂͖ 

  ̍ɿΧσット生ͷ独創的教育研究׆ಈと͠て࠾୒͠て΋Α͍ 

  ̌ɿ࠾୒に஋͠ͳ͍ 

ଇと͠て՝୊評఺ݪ४ɿج୒࠾ ४と内ఆֹج୒࠾ 1�0 Ҏ্ 

内ఆֹɿ 

 ՝୊評఺平ۉ 2�5 ະຬɿ40 ສԁΛ্ݶと͢る 

 ՝୊評఺平ۉ 2�5 Ҏ্ 3�0 ະຬɿ50 ສԁΛ্ݶと͢る 

 ՝୊評఺平ۉ 3�0 Ҏ্ 3�5 ະຬɿ70 ສԁΛ্ݶと͢る 

 ՝୊評఺平ۉ 3�5 Ҏ্ 4�0 ະຬɿ80 ສԁΛ্ݶと͢る（学ৼ D$ ௨ৗ࿮とಉ্͡ݶ） 

 ՝୊評఺平ۉ 4�0 Ҏ্ɿ80 ສԁΛ্ݶと͢る͕、審査委員 4 人ͷ͏ͪ 2 人Ҏ্、΋͠く

͸Ԡ募ऀͷઐ໳に͍ۙ審査委員͕ 80 ສԁΛ௒ֹ͑ͨに஋͢ると൑அ͢ΕばԠ募ֹͦͷ΋

ͷと͢る（学ৼ D$ ಛผ࿮とಉ্͡ݶ、ୠ͠ 150 ສԁҎԼ） 

（෇࿥第 3 ষ 3�2�2 独創的教育研究ۚࢿΛࢀর） 

 

3�2�3 コϛϡニέーシϣンシート運༻ܧଓ 
ຊϓϩグラϜͰ͸、学生ͷࣗओੑΛଚॏ͢るओࢫと、ΈΜͳͰ育てると͍͏ҙຯͰ、学

生、ਖ਼෭教員おΑびメンター͕アクセスՄೳͳコϛϡニέーシϣンπールと͠てコϛϡニ

έーシϣンシートΛಋೖ͠て͍るɻコϛϡニέーシϣンシート͸ʮコϛϡニέーシϣンπ

ールʯ、ʮアυバンスト・リϕラルアーπ・ޠ学౳ 学習ܭըʯ、ʮ研究ܭը・ਐ௙ʯ、ʮΩϟ

リアܭը・ΩϟリアアッϓʯかΒߏ成͞Ε、ࣗ෼ͷ目͢ࢦ理૝૾と現࣮ͷཱͪҐஔΛ明֬

に͠、ࣗ਎ͷ目ੑ޲ํ͢ࢦΛఆΊるʮセルフ (PSʯと͠て機ೳ͢るΑ͏࡞ΒΕて͍るɻ 

ʮコϛϡニέーシϣンπールʯͰ͸͋Βか͡Ί教員͕༻ҙͨ͠ೳྗ評価߲目ͷほかに履

修生ࣗ਎͕ͨ͑ߟʮ্͢޲΂͖ೳྗʯΛ評価߲目と͠てՃ͑、現ࡏͷࣗ਎ͷೳྗͷ評価と

ࣗ਎͕修ಘ͢΂͖とج͏ࢥ४Λࣗݾ評価͢るɻ͜ΕにΑΓ履修生ݸ人͕ඞཁと͠て͍るೳ

ྗにつ͍て現ࡏͷࣗ਎ͷೳྗとࣗ਎ͷ理૝૾につ͍てҙࣝ͠、現ঢ়Λ೺Ѳ͢る͜とΛ目的

と͠て͍るɻʮアυバンスト・リϕラルアーπ・ޠ学౳ 学習ܭըʯͰ͸、ޠ学ೳྗͳͲ研

究Ҏ外にඞཁͳೳྗにつ͍て年度͝とͷ目ඪΛかか͛、ਐ௙ঢ়گΛهೖ͢るཝとͳるɻʮ研

究ܭը・ਐ௙ʯ͸ࣗ਎ͷ研究ܭըにつ͍て半期͝とにهೖ͠、ʮΩϟリアܭը・Ωϟリアア

ッϓʯͰ͸ຊϓϩグラϜ修ྃ࣌にͲͷΑ͏ͳΩϟリアΛܭը͠て͍るかهೖ͠、ͦΕに޲
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かͬてͲͷΑ͏にߦಈ͢るかΛهೖ͢るɻ͜ΕΒ͸半年·ͨ͸ 1 年͝とにߋ新͠、ࣗ෼ͷ

ਐ度につ͍てਖ਼֬に೺Ѳ͢る͜とΛ目͠ࢦて͍るɻ 

平成 27 年度Ͱ͸コϛϡニέーシϣンシートͷ内༰につ͍てͷ面ஊΛ平成 27 年 5 月と平

成 28 年 3 月に年 2 回࣮ࠓ、͠ࢪ後ͷ学修、研究に関͠てͷアυバΠスΛͨͬߦɻ·ͨ、

֤߲目につ͍てシニアメンター͕コメントΛ͍ߦ、履修生ͷࠓ後ͷࢦ਑につ͍てアυバΠ

スΛͨͬߦɻ 

 

3�2�4 メンター੍度運༻ܧଓ 
ຊϓϩグラϜͰ͸、ϓϩグラϜ履修生͕修ྃ後、֤ํ面ͰリーμーとͳͬてੈքͰ׆༂

͢る人ࡐと͠て育つΑ͏、メンター੍度ΛऔΓೖΕて͍るɻメンターと͸ࢦಋ教員Ͱ͸ͳ

く、কདྷ͋る΂͖人෺૾Λ۩現͢る先ഐΛҙຯ͢るɻຊϓϩグラϜͰ͸ࣾ会Ͱ௕期にΘͨ

Γ׆༂ͨ͠経験Λ࣋つňシニア教員ŉとňൺֱ的एखͷ教員ŉͷ૒ํΛメンターと͢るμブル

メンター੍ΛとΓ、履修生Λࢧԉ͢るɻメンター͸ຊϓϩグラϜͷಛ೚教त、ಛ೚।教त、

ಛ೚講ࢣ、ಛ೚ॿ教͕຿Ίるɻಛ೚।教त、ಛ೚ॿ教ͷएखメンター͸履修生ͷ୲౰とͳ

Γ、αポートΛ͏ߦɻ 

平成 27 年度かΒ͸അ৔جজಛ೚講ࢣ、ӓҪल஌ಛ೚ॿ教、ᜊ౻పಛ೚ॿ教、৿ຊ༞ຑಛ

೚ॿ教ͷ 4 人Λएखメンターと͠て、ͦ ΕͧΕ୲౰と͢る履修生Λܾఆͨ͠ɻ平成 27 年度

Ͱ͸ 2 ि間に 1 回ఔ度、֤メンター͕ன৯会Λ։͠࠵、୲౰とͳる履修生につ͍てͷαポ

ートΛͨͬߦɻ͜Ε͸履修生ͷۙگΛ೺Ѳ͢るͩけͰͳく、履修生ಉ࢜ͷコϛϡニέーシ

ϣン΍෼໺ͷҟͳる人にର͢る説明ͷ機会に΋ͳΓ、履修生ͷʮ၆ᛌྗʯ、ʮコϛϡニέー

シϣンೳྗʯΛཆ͏機会とͳͬͨɻ·ͨ、ത࢜後期՝ఔॴଐͷ履修生に関͠て͸、月に 1

度ࣗ਎ͷ研究につ͍て·とΊる月ྫ報告書ͷ運༻Λܧଓͨ͠ɻ月ྫ報告書Ͱ͸ࣗ਎͕ࠓ月

͏ߦըΛ·とΊる͜とにΑͬてコϛϡニέーシϣンシートͰܭ内༰、݁Ռ、དྷ月ͷͨͬߦ

ʮセルフ (PSʯͷ໾ׂΛՌͨ͢΋ͷとͳるɻ·ͨ、ᜊ౻పಛ೚ॿ教͕平成 28 年 3 月にୀ

৬͞Εる͜とΛ受け、ླ໦੖ಛ೚ॿ教Λ平成 28 年 3 月かΒޏ༻͢る͜と͕ܾఆ͞Εͨɻ 
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 評価̬̜・༺࠾ 3�3

3�3�1 学生選抜 
平成 28 年度履修生ͷ選抜͸、ϓϩグラϜ説明会、書ྨ選ߟ、選抜試験（面接）と͍͏ख

ॱに͕ͨͬ͠てߦΘΕͨɻ·ͣ、募集Λ։࢝͢るに先ཱͬて、アυϛッシϣンポリシーͷ

֬ೝ、募集ཁ߲ͷ࡞成͕ߦΘΕͨɻ 

 

ϓϩグラϜ説明会 

平成 27 年 10 月 8 日ͷ 17�00�19�00 にਧాΩϟンパスۜҍ会ؗにて、·ͨಉ 9 日ͷ

17�00�19�00 に๛中Ωϟンパス޻ૅج学国ࡍ౩にてリーσΟングϓϩグラϜ合ಉ説明会Λ

։ͨ͠࠵ɻ講ԋ会৔にて、ϓϩグラϜコーσΟωーターͷશମ説明ͷ後、ポスター会৔΁

とҠಈ͠て、ݸผͷ࣭໰΍໰͍合Θͤにつ͍てରԠͨ͠ɻݸผͷϓϩグラϜ説明会͸平成

27 年 12 月 10 日ͷ 13�00�14�00 にਧాΩϟンパス޻学研究Պ・M4�201 講義ࣨにて、

·ͨಉ日 16�00�17�00 に๛中Ωϟンパスจ理༥合౩ڞ௨講義ࣨ 3 にて։ͨ͠࠵ɻਧాΩϟ

ンパスͷ説明会Ͱ͸、ΧσットϓϩグラϜ現履修生ͷҪࡔ、JPZPtV、,Bng ͕、·ͨ๛中

Ωϟンパスͷ説明会Ͱ͸̎期生ͷߴໆ、Տ໺͕ࢀՃ͠、࣭ٙԠ౴ͷ࣌間Λઃけͨɻ 
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合ಉ説明会ͰͷコーσΟωーターかΒϓϩグラϜͷ঺հ 

合ಉ説明会Ͱ履修生͕ݸผͷ࣭໰にରԠ 
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�

�

書ྨ選ߟ 

成ͨ͠募集ཁ߲にै͍、1࡞ 月 25 日ΑΓ 2 月 1 日·Ͱ願書ͷ受෇Λͨͬߦと͜Ζ、Ұ

ൠ選抜ͷ࠾༻༧ఆऀ（ത࢜લ期՝ఔ 1 年ਐ学ऀ）20 ໊લ後、ಛผ選抜ͷ࠾༻༧ఆऀ（ത࢜

લ期՝ఔ 2 年ਐ学ऀ）ए໊ׯにର͠、Ԡ募ऀ͸ 21 ໊（内ಛผ選抜 2 ໊）Ͱ͋ͬͨɻ2 月

20 日にԠ募書ྨΛجに、選抜委員にΑる書ྨ選ߟΛ͍ߦ、൑ఆ会議Λ経て、2 月 23 日に

ϗーϜϖーδにて選抜試験（面接）ର৅ऀͷ受験൪߸Λެ։ͨ͠ɻਫ਼査ͷ݁Ռ、19 ໊（内

ಛผ選抜 2 ໊）Λ面接͢る͜とにܾఆͨ͠ɻ 
�

選抜試験（面接） 

3 月 14 日と 15 日に、書ྨ審査ͷ݁ՌΛ受けて、選抜試験（面接）Λͨͬߦɻ面接࣌間

͸受験ऀ 1 人͋ͨΓϓレθンςーシϣン 10 ෼、࣭ ٙԠ౴ 20 ෼とͨ͠ɻϓレθンςーシϣ

ン 10 ෼ͷ内༁͸、Ұൠ選抜ͷ受験ऀͷ৔合、ňଔ業研究ͷ内༰ŉ4 ෼、ň大学Ӄਐ学後にऔ

Γ૊Έ͍ͨ研究内༰ŉ4 ෼、ň͜ͷϓϩグラϜΛ履修͠てಛにୡ成͍ͨ͜͠とŉ2 ෼と͠、ಛ

ผ選抜ͷ受験ऀͷ৔合、ň現ͬߦࡏて͍る研究内༰ŉ4 ෼、ňത࢜後期՝ఔΛؚΊてऔΓ૊Έ

ਧాͰͷ説明会͸ΠンタラクςΟブに ೤ؾにแ·Εͨ๛中Ͱͷ説明会 

先ഐ͕࠙੾ஸೡに࣭໰に౴͑る ΍͸Γ先ഐͷ説明͸説ಘྗ͕͋る 
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͍ͨ研究内༰ŉ4 ෼、ň͜ͷϓϩグラϜΛ履修͠てಛにୡ成͍ͨ͜͠とŉ2 ෼とͨ͠ɻ会৔͸

จ理༥合ܕ研究౩ 7 ֊講義ࣨ 3 Ͱͨͬߦɻ合ܭ 26 ໊ͷީิऀにつ͍て面接Λͨͬߦɻ面

接終ྃ後、ͦ ΕͧΕҰൠ選抜とಛผ選抜ͷ合格ऀ൑ఆ会議Λ16、͍ߦ （໊内ಛผ選抜 2 ໊）

Λ合格と͠、3 月 20 日ϗーϜϖーδにて最終合格ऀͷ受験൪߸Λެ։ͨ͠ɻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�

受験ऀ、合格ऀͷ人਺、֤研究Պͷ内༁ͳͲ 

ຊϓϩグラϜ΁ͷग़願ऀ਺、書ྨ選ߟ合格ऀ਺、選抜試験合格ऀ਺と、ͦΕͧΕͷ研究

Պͷ内༁͸表ͷとおΓͰ͋るɻ合格ऀͷ͏ͪ 2 ໊͕ಛผ選抜（平成 27 年 4 月ೖ学）Ͱ͋

ͬͨɻ·ͨ͜ΕΒͷ選抜ͷ෺理ܥ、Խ学ܥͷ内༁͸෺理ܥ 8 ໊、Խ学ܥ 8 ໊Ͱ͋ͬͨɻ 

 

表 平成 28 年度選抜試験受験ऀ਺ 

 学研究Պ ૯਺޻ 学研究Պ 理学研究Պ޻ૅج 

ग़願ऀ਺ 

（ಛผ選抜ऀ਺） 

6 

(1) 

8 

(0) 

7 

(1) 

21 

(2) 

合格ऀ਺ 

（ಛผ選抜ऀ਺） 

5 

(1) 

6 

(0) 

5 

(1) 

16 

(2) 

�

選抜試験会৔Ͱ͸先生ํ͕ີݫͳ審査Λ࣮ࢪ 

48　



 

 

3�4 Ωϟリアパスࢧԉ 8( 

3�4�1 国内研修（Πンターンシッϓ） 
国内企業Λ中৺に 3 ϲ月間ͷΠンターンシッϓΛ͍ߦ、コϛϡニέーシϣンྗ、ॊೈੑ、

ෳ؟的֫ྗߟࢥಘΛ目的に 3、4 年࣍に国内研修Λඞ修Պ目と͠て՝͠て͍るɻຊϓϩグラ

ϜͰ͸理Խ学研究ॴ์ࣹޫՊ学૯合研究センターおΑび情報௨৴研究機ߏと͍ͬͨੈքに

く国内޿先機関΋ؚΊܞ先機関と͠ておΓ、͜ΕΒ࿈ܞઃΛ࿈ࢪる最先୺෺࣭評価研究ތ

企業、ཱެ׭研究ॴΛ国内研修先と͠て༧ఆ͠て͍るɻ 

平成̎̓年度͸໊̍̌ͷ履修生͕企業Ͱ、·໊ͨ̑ͷ履修生͕国ཱ研究։発๏人にてΠ

ンターンシッϓにऔ૊Μͩɻ研修期間ΛΑΓ༗ޮͳ΋ͷと͢るͨΊに、(1)ࣄલ、(2)研修中、

後ͷࣄ(3) 3 フΣーζに෼けて४උΛͨͬߦɻҎ্ͷऔ૊ΈΛΠンタラクςΟブ෺࣭Պ学・

ΧσットϓϩグラϜʵ෺࣭Պ学国内研修̍（国内Πンターンシッϓ）࣮ࢪཁྖʕと͠て·

とΊ͜Εにࣄ、͖ͮجલ४උ౳ΛਐΊͨɻຊ年度ͷ໊̍̑ͷ研修先͸Լهにࣔ͢௨ΓͰ͋

るɻ 

 

研修期間中͸ͦΕͧΕにఆΊͨ研修՝୊ୡ成に޲けͨऔΓ૊ΈΛ研修先্࢘とڞ༗͠ͳ

͕Β研修先ͷ業຿ΛਐΊるとと΋に、グルーϓϫーク΍報告会に΋ࢀՃ͠て企業΍研究機

関Ͱͷࣄ࢓ͷਐΊํ΍ํ͑ߟΛ学Μͩɻ研修先ͷ্͕࢘ຊ研修ͷओࢫΛྑく͝理ղ͍ͨͩ

͖、ࣗ෼Ͱ͑ߟて、पғと議࿦Λ͠て、݁Ռ͕ग़ͨΒࣗ෼Ͱ評価、νーϜメンバーとݕ౼

͢ると͍͏αΠクルΛࢦಋ͠て͍͖ͨͩ、大学ͷ研究ࣨͰ͸経験Ͱ͖ͳ͍ PD$A αΠクル

Λࣗ෼Ͱ回͢と͍͏࣮ફ͕Ͱ͖ͨ΋ͷと͑ߟるɻ·ͨアフターフΝΠブΛ׆༻͠てͦΕͧ

Ε৬৔ͷメンバーとͷ人຺΋ஙく͜と͕Ͱ͖ͨɻ（෇࿥第 3 ষ 3�4�1 国内研修Λࢀর）�
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3�4�2 国内研修報告会 
 国内研修͸ΧσットͷඞਢՊ目と͠てઃఆ͞Εて͍るͨΊ、୯ҐೝఆͷͨΊͷ評価Λ݉

Ͷて、̍̎月̎̐日と̏月̍̓日に෼ׂ͠て国内研修報告会Λ։ͨ͠࠵ɻ報告会に͸評価

委員と͠て、Ωϟリアパスࢧԉ 8( リーμーͷѶా先生ほか 8( ͷ先生と、アυバΠβー

委員Λお願͍͠て͍るԼهͷํʑ͕ࢀՃͨ͠ɻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告会Ͱ͸履修生かΒ研修先Ͱͷᶃऔ૊、ᶄͦ͜Ͱ学Μͩ͜と、ᶅͦΕΛࠓ後Ͳ͏׆か

͠てΏくかͷ 3 ߲目につ͍て 10 ෼ఔ度Ͱ発表͠て΋Β͍、ͦ ΕΛݩに 10 ෼ఔ度ͷ࣭ٙԠ

౴Λͨͬߦɻ 

評価に先ཱͪ研修先্࢘かΒ、研修՝୊ͷऔ૊Έと成Ռ、ҟ෼໺΁ͷऔ૊Έとෳ؟的ࢥ

ࣜܗ後ͷ発లੑ、報告書ͷࠓ、఺ͷ習ಘ度、受けೖΕ෦ॺメンバーとͷ交ྲྀࢹ၆ᛌ的、ߟ

΍ಡΈ΍͢͞ͷ 5 ߲目につ͍て 5 ஈ֊Ͱ評価Λお願͍͠、評価シートと͠てఏग़͍͍ͨͩ

ͨɻ評価委員͸ͦͷ評఺Λखݩにͬ࣋て報告会にྟΜͩɻ評価委員会Ͱ͸、報告と࣭ٙԠ

౴ͷ内༰かΒ、研修先とಉ༷ͷ評価߲目Ͱ評価͠、合ܭ఺Ͱ合൱Λ൑ఆͨ͠ɻ評価委員会

Ͱ議࿦ͷ݁Ռ、શ員合格とͳͬͨɻ（෇࿥第 3 ষ 3�4�2 国内研修報告会Λࢀর） 

 
�

�

�

�

�

�

�

�

� �

 ॴଐ・໾৬ ໊ࢯ

  先୺ٕज़૯合研究ॴ（ג）ඛి機ࡾ ৎ੖ ؠࠇ

̸̨̘σバΠス։発センター ෭ॴ௕ 

  東ࣳセϛコンμクターˍストレーδࣾ（ג） ࣏੣ ٶݘ

半ಋମ研究։発センター ओ೚研究員 

ۚా ઍึ（ג） ࢠ෋࢜௨研究ॴ  ઐ೚研究員 

国内研修報告会Ͱͷ発表ͷ༷ࢠ 
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3�4�3 研究機関、企業研究։発෦໳Ͱͷ現地学習 
কདྷͷΩϟリアパスͷ見௨͠Λಘる、ૅج研究ͷԠ༻研究΁ͷ͕޿ΓΛ学Ϳ、学外ͷ研

究機関Ͱಇく研究ऀとͷ交ྲྀΛ௨͠てത࢜՝ఔͰ学ΜͰおく΂͖͜と、ࢹ఺౳につ͍てͷ

ɻຽ間企ͨ͠ࢪ෇͖Λಘる͜とΛ目的と͠て、企業΍研究機関Λ๚໰͢る現地学習Λ࣮ؾ

業͸パナソニック、ॅ༑Խ学ͷ̎ࣾΛ๚໰、国研と͠て、情報௨৴研究機ߏະདྷ I$T 研究

ॴ、理研์ࣹԽ学૯合研究センター、෺࣭・ࡐྉ研究機࢈、ߏ業ٕज़૯合研究ॴΛ๚໰͠

て研究現৔ͷ見学と研究員、ٕज़ऀとͷ࠙ஊΛͨͬߦɻ 

ຽ間企業ͷ見学Ͱ͸、生͠࢈て͍る঎඼ͷαϓラΠνΣーンにおけるҐஔͮけ΍、目に

見͑ͳ͍ॴͰ׆༂͠て͍るࡐྉ΍෦ࡐͷ঺հΛ͍͖ͨͩ、෺࣭ࡐྉܥ研究ͷҙ義΍ࣾ会ߩ

、ຊͰ͋る͜とجͷ研究։発͸中௕期ͷऔΓ૊Έ͕ܥΛ明֬に͢る͜と͕Ͱ͖ͨɻ෺࣭ݙ

ϘトϜアッϓͰ研究ςーϚΛఏҊ͢る͜と͕ٻΊΒΕて͍る࣮ଶΛ஌る͜と͕ग़དྷͨɻ·

研究͕ࣾ会ͷ͋ΒΏると͜ΖͰԠ༻͞Εて͍る͜とΛ঎඼Λ௨͠て۩ମ的に理ղૅج、ͨ

͢る͜と͕Ͱ͖ͨͨΊ、企業Ͱಇく͜と΁新ͨͳັྗΛ見ग़ͨ͠履修生͕গͳかΒ͍ͣͨɻ

·ͨ、ٕज़ऀとͷ࠙ஊͰ͸、۩ମ的ͳ企業研究ͷ࣮ଶ΍学生ͷ間にऔΓ૊ΜͰおく΂͜と

ͳͲ履修生ͷٙ໰にஸೡに౴͑て͍͖ͨͩ、ࢀՃͨ͠履修生͸কདྷͷΩϟリアܗ成に۩ମ

的ͳΠメーδΛ࣋つ͜と͕Ͱ͖ͨΑ͏Ͱ͋るɻ 

国研ͷ見学にお͍て͸、ͦΕͧΕͷ研究ॴͷҐஔͮけとͦΕに൐͏研究ςーϚઃఆͷҧ

͍、۩ମ的に͸ NIMS Ͱ͸ΑΓૅج研究ΑΓͷςーϚઃఆͰ͋る͕、AIST Ͱ͸かͳΓग़ޱ

Λҙࣝͨ͠ςーϚઃఆ͕ٻΊΒΕて͍るか͕理ղͰ͖ͨɻ·ͨ、ॴ׋ͷจ෦Պ学ল、経ࡁ

業ল、૯຿লͷࠩҟにΑるςーϚઃఆͷ৭合͍につ͍て΋۩ମ的に理ղ͕ਐΜͩɻॴ員࢈

とͷ࠙ஊΛとお͠て、国研におけるΩϟリアܗ成ͷΠメーδ、ത࢜՝ఔ修ྃ後、ポスυク、

೚期෇͖研究員、ςニϡアͷ研究員、につ͍てとͦΕͧΕͷフΣーζͰٻΊΒΕる͜とͳ

Ͳ۩ମ的に঺հ͍ͨͩけͨɻٻΊΒΕる࣭ࢿに関͠て、リーσΟング大学ӃͰ学ΜͰ͍る

͜ととॏͳる෦෼͕ଟくͦͷҙຯͰ΋ྑ͍経験にͳͬͨɻ 
�

๚໰ͨ͠研究機関、企業 

月日 ๚໰機関 見学内༰ 

4 月 24 日 ತ൛ҹ（ג）࡮ ༗機ࡐྉ・ߴ෼ࡐࢠྉͷԠ༻঎඼ 

6 月 25 日 パナソニック（ג） 
先୺ٕज़研究ॴ 

ΤレクトϩニクスԠ༻に޲けͨ෺࣭Պ学研究 

8 月 7 日 情報௨৴研究機ߏ  
ະདྷ̞̘̩研究ॴ 

情報௨৴Ԡ༻に޲けͨ෺࣭Պ学研究 

10 月 22 日 ॅ༑Խ学（ג）大阪޻৔ ༗機ૉ࢈ࡐ業ͷ研究と੡଄現৔ 

2 月 17 日 ࢈業ٕज़૯合研究ॴ ࢈業Ԡ༻Λ目ͨ͠ࢦ国研と͠てͷ໾ׂ 

2 月 18 日 ෺࣭・ࡐྉ研究機ߏ 先୺ࡐྉ研究と国研と͠てͷ໾ׂ 

2 月 22 日 理研 ์ࣹޫՊ学૯合研究 
センター SPring�8 

先୺෼ੳ・ղੳ૷ஔとར༻ͷ࣮ଶ 
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 ૯研見学後͸ॴ員ͷํと࠙ஊ࢈

研究։発ͷ࣮ଶ΍、࢈૯研にब৬͢るͨΊͷ

 ҙΛฉ͖ग़͢ۃ

パナソニック先୺研究෦໳Λ見学 ٕज़ऀͷํとͷ࠙ஊ 

ະདྷ I$T 研究ॴͰͷ೤ͷ͜΋ͬͨ説明と先୺ઃඋ見学ͷ༷ࢠ 

 ײ研究Λ࣮ͨ͠ࢦ業ٕज़૯合研究ॴͰ͸࣮༻ԽΛ目࢈
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3�4�4 海外研究機関ͷ現地学習 
９月８日～̍̎日にΠϊϕーシϣンと͸ʁΛ࢝͑ߟΊるΩッΧέΛ࣋つ͜とΛ目的に、

୲౰教員໊̐、履修生 14 ໊͕シリコンバレーͷϕンνϟーΛ企業๚໰ͨ͠ɻͦ ͜Ͱ׆༂͢

る成ޭऀかΒ௚接学ͿͨΊ、Πϊϕーシϣン人ࡐͷڌڅڙ఺Ͱ͋る StBnGPrd 大学、6$ 

BFrLFMFZ Λ๚໰͠、ͦ ͷงғؾͷ中かΒ、研究成Ռͷࣄ業ԽとͦΕΛ࣮現͢るコンセϓト、

ヒϡーϚンωットϫーク、スϐーυײͷॏཁੑΛ学Ϳ͜とΛ目ඪに、زつかͷϕンνϟー

企業と大学ͷ研究ࣨΛ๚໰ͨ͠ɻ 

̍日目͸大阪大学ͷ北米センター௕Ͱ͋るאᖒ先生かΒシリコンバレーͷ֓ཁΛ঺հ௖

͍ͨ後、NBnPgrBN ࣾઃཱにܞΘͬͨീॏֽࢯΑΓシリコンバレーとϕンνϟー企業につ

͍て঺հΛ͍͖ͨͩ、ྲྀ࣌、スϐーυײにՃ͑てऀྗڠͷॏཁੑにつ͍てͷお࿩とҙ見交

換Λͨͬߦɻͦͷ後、レストランに৔ॴΛม͑てΑΓ࿨΍かͳงғؾͷ中Ͱ、ى業Ոࠢに

つ͍て۩ମ的ͳお࿩Λ௖くとと΋に、ஸೡに࣭໰に΋౴͑て௖͍ͨɻ 

 ̎日目͸ InGinitFBiP ࣾと StBnGPrd 大学ͷ $FntFr GPr DFsign RFsFBrDI Λ๚໰ͨ͠ɻ

ීஈ͸見る͜とग़དྷͳ͍バックϠーυ 先୺ղੳ૷ஔ΋঺հ͍ͨͩく 

૷ஔͷཪଆ·Ͱ見学 SA$LA ͷ研究౩Ͱه೦ࡱӨ 
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InGinitFBiP ࣾͰ͸創業ऀͷೋଜ͞ΜかΒ、ࣗ͝਎ͷ経ྺ঺հΛ݉Ͷて研究成Ռͷࣄ業Խに

けͨऔ૊ͷポΠントΛお࿩͍͍ͨͩͨͷͪ、ன৯Λऔͳ͕Βͷ࠙ஊͰ米国ͷ޲ R�D ͷঢ়گ

΍学生ͷϚΠンυにつ͍てお࿩Λฉく͕ࣄग़དྷͨɻStBnGPrd 大学Ͱ͸、企業とͷ࿈׆ܞಈ

ͷ中Ͱ、٬ސニーζΛ۩ମԽ͢るσβΠンシンΩングͷ教育内༰につ͍て教ࣨΛ८Γͳ͕

Β঺հ௖͍ͨɻ 

 ̏日目͸ $3nBnP ࣾと 6$ BFrLFMFZ Λ๚໰ͨ͠ɻ$3nBnPߍ ࣾͰ͸ $T0 Λ຿Ίる AKBZ

ຯ΍最ޣΑΓϕンνϟー企業ͷ୉ࢯ創業ऀͷਆ෦、͍ߦΑΓٕज़ͷ֓ཁと࣮験ࣨ見学Λࢯ

新ͷऔ૊Έͷ঺հ、Πϊϕーシϣンにର͢る৺͑ߏΛ͝教त௖͍ͨɻ6$ BFrLFMFZ Ͱ͸Խ

学教ࣨΛ๚໰͠、શମͷ׆ಈ঺հと৮ഔ関܎、機ೳࡐྉ関܎ͷ最新トϐックスΛ঺հ௖͍

ͨɻΧσットかΒ͸、ॿ教と学生͕ͦΕͧΕ研究発表Λ͍ߦ、σΟスΧッシϣンΛͨͬߦɻ 

ͷ中ͷੈքͰ͠か஌ΒͳかͬͨシリコンバレーͰྑ͍ࣄهՃͨ͠学生かΒ͸、ʮө૾΍ࢀ 

ҙຯͰͷ໺৺と্ঢ޲ࢤΛ目ͷ౰ͨΓに͠て、ϕンνϟー企業と͍͏新͍͠選୒ࢶΛ஌ͬ

ͨʯ、ʮੈք中かΒ人͕集͍、੾᛭ୖຏ͠、ҙ見ΛઓΘͤ、研究͢ると͍͏งғؾΛ֞間見

る͜と͕Ͱ͖てとて΋ܹࢗにͳͬͨʯ、ʮೋଜ͞Μͷ経ྺかΒ、人生͸タΠϛング΍運Ͱࠨ

ӈ͞Εる͕ࣄଟ͍͕、ͦ͏͍ͬͨ機会ΛΩϟッνͰ͖るアンςナͷॏཁΛ࣮ײʯと͍ͬͨ

૝ײつ機会͕ཉ͠かͬͨʯとͷ࣋૝とと΋に、ʮ΋͏গ͠現地Ͱಉ年୅ͷ学生とͷ交ྲྀΛײ

͕͕͋ͬͨɻ 

�
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InGinitBiP ࣾͰ $T0 とσΟスΧッシϣン $3nBnP ࣾ創業ऀͷਆ෦͞ΜかΒレクνϟー 

スタンフΥーυ大学ߏ内Ͱ 6$ BFrLFMFZ  Өࡱ೦ه内Ͱߏ
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（෇࿥第 3 ষ 3�4�3 研究機関・企業研究։発෦໳Ͱͷ現地学習Λࢀর）�

�

3�4�5 企業とͷタΠアッϓ企ըཱҊ 
企業とͷ価஋ڞ創Λ͠޲ࢦ、ΧσットϓϩグラϜ履修生と企業研究ॴとͷ交ྲྀͷ新͍࢟͠

Λ໛͢ࡧるҙຯかΒ、̓月かΒ̍̎月·Ͱͷ期間ͰʮコラϘ研修ʯΛ試͠ߦ·ͨ͠ɻ 

఺Λ͋て、企業ͷೝࣝ͠ࢹΛ学Ϳ͜とに࢟Ҋͷى ࡧςーϚ୳ن回͸企業における新ࠓ

て͍るࢢ৔ニーζとΧσット履修生ͷ༗͢る先୺研究෼໺ͷ஌見Λग़会Θͤる͜とにΑΓ、

͋Βͨͳ࣮༻Խ研究ͷςーϚΛ創ग़͢る͜とΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ ͜ͷ研修Ͱ͸企業研究ऀと

Χσット履修生͕ڞಇ͠てςーϚىҊ׆ಈΛ࣮ࡍに͜͏ߦとΛ௨͠て、͜Εにࢀըͨ͠Χ

σット履修生に͸࣮ࡍͷ࣮༻Խ՝ఔにおけるٕज़ニーζͷ࣮ࡍͷ࢟、ςーϚىҊΛ͢るͨ

ΊにඞཁͳϕンνϚーΩング΍ٕज़ϚーέςΟングͷ࣮ࡍΛ஌る機会と͢る͜と、企業ଆ

に͸ࠓ回͸試ߦͰ͢かΒ࣮成Ռ֫ಘΛコϛットͰ͖る΋ͷͰ͸͋Γ·ͤΜ͕新ͨͳソリϡ

ーシϣンに޲けͨ։発ͷํੑ޲Λࡦఆ͢るॿけにͳる͜とΛ期଴͠てࢀը͠て͍ͨͩく͜

とΛجຊに企ը͠·ͨ͠ɻ 

͜ͷ企ըに͖ͮج、研修ର৅Λ選݁ͨ͠ߟՌ、企業ଆ͸パナソニックࣜג会ࣾ 先୺ٕ

ज़研究ॴͷ研究ऀ໊̏ ։発企ը෦໳かΒए໊ׯͷࢀըΛ͍͖ͨͩ、͜ͷ෦໳ςーϚに関

Ճ͠てࢀるՄೳੑ͕͋るメンバーと͠て̍期生、̎期生、̏期生かΒ໊̑ͷ履修生に͢܎

௖͖、Χσットಛ೚教तͷԼ９月かΒ̍̎月·Ͱݕ౼Λ͜͏ߦとと͠、ͻと·̣̙̖ͣΛ

૒ํͰऔΓ交Θ্ͨ͠Ͱ試ߦΛ։࢝͠·ͨ͠ɻ 研修Ͱ͸ॳ日米国におけるΦーϓンΠϊ

ϕーシϣンެ的フΝンσΟング࣮ଶ ಛにஶ໊ͳ̧̙̖̥̖ͷ࣮ଶ ϋΠルϚΠϠーͷ࣭

໰、ΤンυήーϜアϓϩーν、トランスフΥーϚςΟブ研究、パスπールྖҬ研究ͷҙຯ

ͳͲにつ͍てͷ講義Λ受講͠、企業ଆ・履修生૒ํかΒ、͋Βか͡Ί՝୊と͠て४උ͠て

͖ͨ、͍·ࣗ෼ͷ୲౰͠て͍る研究ྖҬͰͷトランスフΥーϚςΟブςーϚとͳΓ͏る内

༰（Ծ説）、঺հͨ͠ςーϚにର͢るϋΠルϚΠϠーͷ࣭໰΁ͷ回౴Λ঺հ͋ͬͨ͠後、Χ

σットಛ೚教員͕フΝシリςート͠ͳ͕Β̧̙̖̥̖ܕςーϚ୳ࡧにおける໛ٖϓϩグラ

6$B Խ学教ࣨͷ研究঺հ 履修生΋研究発表 
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ϜϚωーδϟーと͠てςーϚͷʮstVdZʯ（ਂງ ৄݕࡉ౼΁ͷํ޲෇け）Λ༠ಋ͠૬ޓ議

࿦Λ͍ߦ·ͨ͠ɻͦͷ後͸̎つͷςーϚに෼かΕて૬ޓにԿ回か集·Γ、ಥͬࠐΜͩ議࿦

Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ終ྃ後͸新نςーϚݕ౼݁Ռと͠て企業ଆͷશࣾ研究։発企ը੹೚ऀ͸͡

Ί研究ॴװ෦΁ͷ報告会Λ࣮ͨ͠ࢪほか、大学内෦Ͱ͸໦ଜ先生に履修生かΒݕ౼内༰Λ

報告͢る機会Λͪ࣋·ͨ͠ɻ 

 ςーϚݕ౼内༰ͷৄࡉ͸企業ଆ機ີ߲ࣄ΋͋Γৄ͠く঺հͰ͖·ͤΜ͕ݕ౼ର৅とͳͬ

ͨςーϚ͸、履修生ଆͷ現ࡏͷ研究内༰につ͍て、ࢹ఺Λม͑、ద༻先Λม͑てΈる͜と

Ͱ大͖ͳブレΠクスルーにͳるՄೳੑΛ͑ߟてΈる機会とͳΓ·ͨ͠ɻҰํ͜ͷݕ౼にお

ける࣮現Մೳੑ΍ٕज़的に࣮現ͨ͠後ͷࣄ業Խ՝୊ͳͲかΒͷଟ面的ͳඞཁスϖックΛݕ

౼͢る͜と͕ඞཁͰ͋る͜とΛ஌る機会とͳΓ·ͨ͠ɻ࢒೦ͳ͕ΒςーϚͷݕ౼݁Ռ͸、

内༰に·ͩ·ͩղܾ͢΂͖՝୊͕ଟく、࣮༻ԽΛਐΊるに஋͢るバリϡー͕見ग़ͨ͠౼ݕ

ͤͣ、࣮༻Խ研究と͠て、͙͢に企業͕ݯࢿΛׂ͍てݕ౼͢るஈ֊にࢸΒͳ͍͜とΛىҊ

ऀଆ΋ೲಘ͢る݁Ռに終Θͬて͠·͍·͕ͨ͠、企業ଆ΁ͷ最終報告会Ͱ͸企業ଆ੹೚ऀ

かΒ͸、͜ͷΑ͏ͳアϓϩーνͰͷΦーϓンΠϊϕーシϣンͷ࣮現に期଴͠て͍る、དྷ年

͸フΝンσΟングͰ͖るςーϚΛىҊ͠てくΕる͜とΛ๬Ήとͷおݴ༿Λ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ 

 Ұํࠓ回ͷ試ߦΛ௨͠て͍くつかͷ運営্ͷ՝୊΋ࡏݦԽ͠·ͨ͠ɻ ࠓ回͸企業ଆかΒ、

աڈに௚面ͨ͠։発՝୊ ࠓ後͸発生͢るͰ͋Ζ͏、গ͠先ͷࣄ業Խ՝୊ͳͲΛ͝։͍ࣔͨ

ͩく͜と͕Ͱ͖·͕ͨ͠、企業ଆͰ͸企業機ີに及ばͳ͍ൣғͰ͜ͷΑ͏ͳ内༰Λ։͍ࣔͨ

ͩく͜とに͸かͳΓ大୾ͳܾஅΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ૬ޓͷٕज़内༰ΛಥͬࠐΜͰ঺հ͍͋͠、

͜ΕΛݩに新ͨͳςーϚΛݕ౼͢る͜と͸௨ৗͷ企業ଆスタンスͰ͸機ີに܎る内༰に͍ۙ

と、ͳかͳか༰қに受けೖΕΒΕͳ͍と͑ߟΒΕ·͢ɻ͜ͷ՝୊につ͍て͸、ࠓ回͸ࣄલに

৻ॏͳνϣΠスΛ͜͏ߦと͕Ͱ͖ͨͨΊ࣮現͠·ͨ͠ɻ·ͨݕ౼にΑΓ生·Εͨ発૝Λ࣮験

にΑΓূݕͰ͖ͨࡍに発生͢る஌ࡒͷѻ͍につ͍て͸、ࠓ回͸試ߦと͠て΍΍大୾に͍ߦ·

͕ͨ͠、࣮ ঈʯิࢪΕば、ʮෆ࣮͢౼ݕ෼Λൺֱ͍ݴํ͑ߟఆ΍نࡒͷ企業ଆ大学ଆ૒ํͷ஌ࡍ

໰୊ͳͲղܾ͢΂͖՝୊͸ͬ࢒て͍·͢ɻ΋ͪΖΜ͜ͷ͜と͸企業ଆͷ大学Λ׆༻ͨ͠Φー

ϓンΠϊϕーシϣンにつ͍て、͋ Βͨͳํ๏࿦（企業͕大学ଆにٻΊるൣғͷํ͑ߟͷվળ）

Λཱ֬͠て、研究݁Ռͷ࿦จԽと஌ࡒԽ౳ݖརԽにつ͍て、΋ͬと౿ΈࠐΜͰ大୾ͳରԠΛ

ଶ（஌࣮ࡁて͍ͨͩくඞཁ΋͋Γ·͕͢、大学ଆにつ͖·͠て΋研究࣮༻Խにおける経͑ߟ

 費༻ͷ࣮ଶ）Λྑく理ղͨ͠͏͑ͰͷॊೈͳରԠ͕ඞཁにͳるか΋͠Ε·ͤΜɻࡒ

 ຊ研修につ͖·͠て͸ ࠓ年΋Ҿ͖ଓ͖ݕ౼ΛਐΊておΓ、ࡢ年ͷ՝୊఺Λ౿·͑て新

ͨͳํ๏ͰணखΛ࢝Ί·ͨ͠ɻ͜ͷΑ͏ͳ׆ಈΛ௨͠、Χσット履修生にօ͞Μͷത࢜研

究͕ΑΓ、Α͍ੌ͍͜とにͳる・大͖くલਐ͢る͜とと、ࠓ後ͷ研究ٕज़ऀと͠てͷレϕ

ル্޲にد༩͢る͜とΛਐΊるとと΋に、ࠓ後ͷ大学Ӄվֵにର͠て΋、͋Βͨͳ企業と

ͷ࿈ܞͷ࢟Λ࣮現͠、企業ͷૅج研究ͷ͋ΓかͨΛม͑、࢈業քશମͷ国ڝࡍ૪ྗͷڧԽ

に͢ࢿる͜とにつͳ͕ͬて͍くΑ͏౒ྗ͠て·͍Γ·͢ɻ 
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 るςーϚ議࿦࡞঺հΛ݉Ͷて研究঺հ ະདྷΛݾࣗ

શࣾ $T0 ࣨ খ઒ࣨ௕ͷ૯ׅ શࣾ $T0 ٕࣨज़人ࡐઓུ෦௕かΒコメント 
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3�5 学外・国ࡍ࿈ܞ 8( 

3�5�1 海外大学とͷ࿈ܞ 
大阪大学Ͱ͸֤෦ہにお͍てطにଟくͷ海外ͷ大学、研究機関と࿈ڠܞఆΛ݁び、国ࡍ

的ͳ教育・研究׆ಈΛਪਐ͠て͍るɻجຊ的に͸ͦΕΒͷڠఆΛ׆༻͠て国ࡍ࿈ܞͷ׆度

Λਪਐ͠て͍る͕、リーμー育成と͍͏ຊϓϩグラϜͷಛ৭Λ׆かͨ͠׆ಈΛಛ௃ͮける

࿈ܞΛ໛͢ࡧる目的Ͱزつかͷ大学とݸผͷڠఆΛਐΊて͍るɻ 

平成 25 年度に͸ストラスブール大学とͷڠఆΛక݁͢る͜と͕Ͱ͖、࿈׆ܞಈ͕։࢝͞

Εͨɻ平成 28 年 2 月 25 日かΒ 3 月 17 日·Ͱ 22 日間、理学研究Պͷ久保࢙޹教त͕フ

ランスͰͷ大学Ӄ教育につ͍てͷ࡯ࢹ΍議࿦Λͨͬߦɻ日ຊとフランスͷ教育ࢥ૝ͷࠩҟ

΍学生ͷ࣭ؾにつ͍てৄࡉにௐ査Λ͍ߦ、米国ͳͲଞ国とͷൺֱ΋ࣄ͏ߦͰϓϩグラϜ΁

ͷフΟーυバック͕ߦΘΕͨɻ 

�

3�5�2 大学ӃリーσΟングセϛナー 
ʮ第 2 回大学ӃリーσΟングセϛナー ～෺࣭Պ学最લઢとະདྷ創଄～ʯ͕、平成 27 年

12 月 7 日～8 日、東京大学ຊڷΩϟンパス理学෦Խ学ຊؗ 5' 講ಊ及び 3' 会議ࣨにて։

Ε、ଟ਺ͷ͞࠵ $ADET ϓϩグラϜ履修生͕ࢀՃͨ͠ɻ東京大学ͷ౷合෺࣭Պ学リーμーཆ

成ϓϩグラϜʮMERITʯとͷ合ಉセϛナーͰ͋るɻ͜ͷセϛナー͸、平成 26 年に大阪大学

中೭島センターにて։ͨ͠࠵、阪大、東大、理研ͷ෺࣭Պ学ͷ研究ऀにΑるʮ理研�東大�

阪大δϣΠントセϛナーʯͰ࢝·ͬͨ $ADET と MERIT ͷ交ྲྀΛܖ機と͠て͍るɻ࣍年度

Ҏ߱にଞͷ෺࣭ܥͷリーσΟングϓϩグラϜとͷ合ಉ։࠵Λ見ਾ͑、ࠓ回かΒʮ大学Ӄリ

ーσΟングセϛナーʯにվ໊ͨ͠ɻࠓ回͸、MERIT ͷ 2 期生かΒ 5 人͕企ը・運営委員と

͠て、׬શに学生͕ओମとͳͬて運営Λͨͬߦɻ$ADET ଆ΋、履修生 2 期生ͷࢁਆޫ平、

ॏՏ༏大、3 期生ͷઙాو大ࠤ、 、ఆ、講ԋऀͷ選ఆࡦとͳΓ、ϓϩグラϜͷޱΒ͕૭྄ܚݪ

阪大Ͱͷ告஌、ࢀՃऀͷ募集Λͨͬߦɻ 

ຊセϛナー͸ 2 日間ͷ日ఔͰ、྆大学ͷएख研究ऀにΑる講ԋ 6 ݅、学生にΑるޱ಄発

表 14 ݅、ポスター発表 34 ݅とフリーσΟスΧッシϣン（࠙਌会）Λͨͬߦɻ阪大かΒ͸

45 ໊、東大かΒ͸ 26 ໊ͷࢀՃ͕͋Γ、૯੎ 71 ՃऀࢀՃͷ੝会とͳͬͨɻ阪大ଆͷࢀ໊

͸、学生 33 ໊（શ履修生ͷ໿半਺）と、໦ଜϓϩグラϜコーσΟωーター΍飯島ಛ೚教त

Λ͸͡Ίとͨ͠ϓϩグラϜ୲౰教員Λ中৺とͨ͠教員 12 ໊Ͱ͋ͬͨɻ 

東京大学かΒ͸、久෋ོ࢙先生にʮ半ಋମޫ৮ഔにΑるՄޫࢹਫ෼ղ൓Ԡʯにつ͍て、

ؗྛ५先生にʮナϊϫΠϠྔࢠυットレーβͷࣨԹ発ৼ～ੑߴೳナϊレーβ࣮現に޲けて

～ʯにつ͍て、ۚ ᖒ௚໵先生にʮΩラルͳ࣓ੑମにおけるスΩルϛΦンͷ発現と創発෺ੑʯ

につ͍て 50 ෼Ͱ講ԋ௖͍ͨɻ·ͨ、大阪大学かΒ͸、෰෦Ѹ先生にʮભҠۚଐࢎԽ෺ 3

଄Λ༗͢る๕ߏʯにつ͍て、੢内ஐ඙先生にʮඇ平面ࡧ଄ͷ創੡とナϊ෺ੑ୳ߏナϊݩ࣍
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߳଒Кࠎ格ͷੑ࣭Λ生かͨ͠෼ࢠσβΠンとͦͷ機ೳ୳ࡧʯにつ͍て、北Տོ߁先生にʮス

ϐンඇ੍ີݶ度൚関਺๏Λ༻͍ͨଟ֩ۚଐࡨମͷ理࿦研究ʵిࢠঢ়ଶ・෼ߏࢠ଄・෺ੑΛ

ྫにʵʯにつ͍て、΍͸Γ 50 ෼Ͱ講ԋ௖͍ͨɻ 

$BdFt と MFrit ͰͦΕͧΕ大阪大学と東京大学かΒͷ講ԋऀͷީิΛ͛ڍ、ީิऀͷリ

ストͷ中かΒ、東大ͷ講ԋऀ 3 ໊͸ $BdFt 履修生͕、阪大ͷ講ԋऀ 3 ໊͸ MFrit 履修生͕

選Μͩɻ·ͨ、ࡢ年度ͷδϣΠントセϛナーと͸ҟͳΓ、ࠓ回͸学生ͷޱ಄発表΋ߦΘΕ

ͨɻ$BdFt 履修生 7 ໊と MFrit 履修生 7 ໊͕、ͦ ΕͧΕ 15 ෼Ͱ研究発表Λͨͬߦɻ·ͨ、

ポスター発表͸ 2 ૊にผけΒΕ、ͦ ΕͧΕ 1 間࣌ 30 ෼Ͱ $BdFt と MFrit ͷ履修生ಉ࢜に

Αる׆発ͳ議࿦͕ߦΘΕͨɻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 発ͳ議࿦͕ଓ͍ͨΦーラル発表׆ 会Λ期͠て集合ࣸਅ࠶

࿨΍かͳงғؾͷ中Ͱ΋ਅ݋ͳ議࿦と交ྲྀ͕ग़དྷͨポスターセッシϣン 
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3�5�3 TIF 2nd IntFrnBtiPnBM SZNQPsiVN PG IntFrBDtiWF MBtFriBMs SDiFnDF $BdFt PrPgrBN 
第 2 回ΧσットϓϩグラϜ国ࡍシンポδ΢Ϝ͕ʮTIF 2nd IntFrnBtiPnBM SZNQPsiVN 

PG IntFrBDtiWF MBtFriBMs SDiFnDF $BdFt PrPgrBN (iSIMS$�2)� 'rPntiFrs in RFsFBrDI 

Pn PFrPWsLitFs Bnd RFMBtFd MBtFriBMsʯと୊͠て、平成 27 年 11 月 18 日～19 日にઍ

ཬ阪ٸϗςルにて։͞࠵Εͨɻ発表݅਺͸ট଴講ԋ 8 ݅、学生にΑるޱ಄発表 4 ݅、ポス

ター発表 52 Ճ人਺͸ࢀ、݅ 107 ໊Ͱ͋ͬͨ（ট଴講ԋऀ 8 ໊、ΧσットϓϩグラϜ履修

生 43 ໊、大阪大学教員 30 ໊、ҰൠࢀՃऀ 26 ໊）ɻ�

年度ͷ第ࡢ 1 回シンポδ΢ϜͰ͸ট଴講ԋऀͷܾఆͳͲΛ教員͕ࠓ、͕ͨͬߦ回͸ϓϩ

グラϜ履修生͕企ը運営ͷશてΛ୲ͬͨɻߴໆষଠ（2 期生）͕委員௕にཱީิ͠、ڞに企

ը運営͢る委員Λ集Ί、ট଴講ԋऀͷ選ग़΍ଧ਍ΛؚΊͨ企ը運営ͷشࢦΛࣥͬͨɻ·ͨ、

コンセϓト෦会(3 ໊)、企ը෦会(4 ໊)、ব外෦会(3 ໊)、会৔෦会(3 ໊)ͷ 4 つͷ෦会おΑ

びϗーϜϖーδ୲౰(2 ໊)Λ履修生にΑΓ૊৫͠、ओମ的に४උΛͨͬߦɻ2 期生͕෦会௕

Λ຿Ί、ओに 3 期生͕֤෦会ͷ委員と͠て企ը運営Λ୲ͬͨɻࡢ年度ͷシンポδ΢ϜͰ͸

෺࣭Պ学શൠにつ͍て講ԋ͕ߦΘΕ͕ͨ、ࠓ回ͷシンポδ΢ϜͰ͸、࣮ߦ委員ͷ履修生に

Αͬてʮ'rPntiFrs in RFsFBrDI Pn PFrPWsLitFs Bnd RFMBtFd MBtFriBMsʯにয఺Λ౰て

る͜とにܾఆ͞Εͨɻট଴講ԋऀͷީิ΋、履修生かΒͷཁ๬ͳͲΛ࣮ߦ委員͕·とΊ্

͛、ট଴講ԋͷґཔと交বにつ͍て΋、外人研究ऀ͸ব外෦会、日ຊ人研究ऀ͸企ը෦会

ͷ履修生͕ͨͬߦɻ企ը運営ͷਐ௙ঢ়گ͸、履修生͕報告書Λ·とΊ、Χσット運営会議

にて報告͞Εͨɻ͞Βに、ϖϩブスΧΠトߏ଄෺࣭にৄ͠くͳ͍履修生޲けに、༧習༻ͷ

ςΩストΛ͍ۙઐ໳ͷ履修生͕࡞成͢るͳͲ、ࡢ年度に͸ͳかͬͨ試Έ΋見ΒΕͨɻࡢ年

度とಉ༷に、シンポδ΢ϜͷタΠϜスέδϡールͷ࡞成、༧ߘ集ͷ࡞成、ϗーϜϖーδͷ

ͬߦ委員͕ߦͷ౷ׅ΋履修生ͷ࣮܎会৔ઃ営、会৔、࡞ϓϩϞーシϣンϏσΦͷ੍、࡞੍

ͨɻ࣮ߦ委員Ҏ外ͷ履修生΋։࠵期間中ͷ会৔受෇、P$ 接ଓͷ४උ、܎ܭ࣌、ϚΠク܎Λ

୲౰͢るͳͲ、ຊシンポδ΢Ϝͷ運営にܞΘͬͨɻ 

ট଴講ԋͰ͸ 8 ໊ͷ先生ํに、ͦΕͧΕ 1 ௕͸एखメン࠲て௖͍ͨɻͬߦ間ͷ講ԋΛ࣌

ターΛؚΉϓϩグラϜ୲౰教員͕຿Ίͨɻ発表ਃࠐΈに൐͍ఏग़͞ΕͨΧσット履修生 41

໊ͷ༧ߘかΒ、࣮ߦ委員ͷ履修生͕研究ͷ࣭に͍ͮجて 4 ໊Λޱ಄発表ऀと͠て選ग़͠、

௕ͷ機会΋༩͑ͨɻ·ͨ、͜ͷ࠲ 4 ໊Λ iSIMS$�2 StVdFnt RFsFBrDI AXBrd 受৆ऀに選

ग़ͨ͠ɻͦͷଞͷΧσット履修生 37 ໊、おΑび外෦かΒਃࠐΈ͕͋ͬͨ 15 ໊（Χσット

外ͷ阪大生 6 ໊、ϕトナϜ・υΠπかΒ 9 ܭ、（໊ 52 ໊͕ポスター発表Λͨͬߦɻ発表Λ

に౤ථ͢る͜とͰ͍ޓՃऀ͕、おࢀΧσットϓϩグラϜ履修生おΑびҰൠͨͬߦ 3 ໊Λ

iSIMS$�2 PPstFr AXBrd 受৆ऀに選ग़ͨ͠ɻ受৆ऀに͸ϓϩグラϜコーσΟωーターかΒ

表জঢ়、おΑびσδタルΧメラ͕෭৆と͠てत༩͞Εͨɻ

ᆽా教त͕関ΘるϓϩグラϜにΑΓ、ϕトナϜとυΠπかΒͷ学生 9 ໊͕དྷ日༧ఆͰ͋

ͬͨ͜とかΒ、Χσット履修生とڞにポスター発表͠、࠙਌会に΋ࢀՃͨ͠ɻ·ͨ、Χσ
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ットͷϓϩグラϜ教員͕ओ͢࠵る研究ࣨͷ学生 6 ໊かΒ΋ポスター発表ͷਃ͠ࠐΈΛ௖͍

ͨɻ阪大Ҏ外ͷ国内ͷ大学かΒポスター発表͸ͳか͕ͬͨ、ࢀՃऀと͠て͸਺໊ͷ学生͕

見ΒΕͨɻ 

シンポδ΢Ϝ終ྃ後に履修生にର͠てͨͬߦアンέートͷ݁Ռ、シンポδ΢Ϝ΁ͷࢀՃ

͸༗ҙ義Ͱ͋ͬͨと͍͏ҙ見͕ଟかͬͨ΋ͷͷ、ӳޠにΑるট଴講ԋऀͳͲとͷコϛϡニ

έーシϣンにつ͍て͸、ࡢ年度ಉ༷、਺໊Λআ͍てෆे෼Ͱ͋ͬͨと、教員·ͨ履修生ࣗ

਎΋ೝࣝ͠て͍ͨɻ͜ͷࡢ年度かΒͷ՝୊につ͍て、͍かに͠てվળ͠て͍くか、࣍回ͷ

 Ճ͢る履修生ͷҙࣝվળ͕期଴͞Εるɻࢀͨ·委員ͷアΠσアߦ࣮

年度ͷシンポδ΢Ϝ͸、企ը運営Λ୲ͬͨ履修生͕リーμーシッϓ・フΥϩϫーシッࠓ

ϓに関͢るࣗ਎ͷೳྗΛ֮ࣗ͠、ࣗ৴Λͪ࣋、·ͨ൓ল͢るྑ͍機会にͳͬͨɻ·ͨ、Χ

σット履修生ͩけͰ国ࡍシンポδ΢ϜΛͲ͜·Ͱ企ը運営Ͱ͖るかଌる͜と͕Ͱ͖ͨɻ࣍

回ͷシンポδ΢ϜͰ͸、新ͨͳ࣮ߦ委員͕、՝୊ͷ෼ੳとվળࡦͷఏҊ・࣮ߦにΑͬて、

ΑΓັྗ的ͳ国ࡍシンポδ΢ϜΛ։࠵Ͱ͖ると期଴͞Εるɻ 

（෇࿥第 3 ষ 3�5�3 国ࡍシンポδ΢ϜΛࢀর） 
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 ೦ࣸਅهՃऀ͕Ұಉに会͠てͷࢀ

 Ͱຒ·ͬてؾ会৔΋೤͍޿ ఺かΒ先୺研究঺հࢹՊ学ͷࢉܭ
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3�5�4 ෺࣭Պ学海外研修・海外研修報告会 
ຊϓϩグラϜͰ͸ඞ修Պ目と͠て、ʮ෺࣭Պ学海外研修ʯΛઃけて͍るɻ͜Ε͸、ੈքΛ

૬खにࣗΒͷ͑ߟΛೝΊͤ͞る͜と͕Ͱ͖るʮ国ࡍಥഁྗʯ΍、ࣗ෼ͷओઐ໳と͸ҟͳる

研究ख๏、研究ྖҬにର͢るڵຯΛͪ࣋、ʮ΋ͷͮくΓと評価ղੳʯ、ʮ理࿦と評価ղੳʯͳ

Ͳͷෳ਺ͷ࣮ફΛ൐͏஌ࣝにཱͨ͠٭ʮෳ؟的ߟࢥʯ͞Βに͸ʮ၆ᛌ的ࢹ఺ʯͳͲΛཆ͏

͜とΛ目的にߦΘΕて͍るɻ平成 27 年度Ͱ͸ത࢜後期՝ఔ 2 年࣍ͷ履修生 5 ໊͕ຊՊ目

Λ履修͠、アメリΧ・シンガポール・Πタリアͷ大学΍研究機関Ͱ研究׆ಈΛͨͬߦɻ 

履修生͸॓ധͷख഑、現地Ͱͷ研究ܭըͷσΟスΧッシϣン、日ʑͷ報告ͳͲશて独ྗ

Ͱ͜ͳ͠研究成Ռにつͳ͛て͍ͨɻ·ͨ、૝ఆ外ͷ࣮験ઃඋͷスϖックに΋ށ࿭͏͜とͳ

く࣮験ΛͨͬߦΓ、ՐࡂにΑるܭըมߋͳͲ΋ྟ機ԠมにରԠ͠て͜Ε·Ͱにഓͬͨ൚༻

ྗ΍国ࡍಥഁྗΛଘ෼に発͢شる機会とͳͬͨɻ 

͜ͷ海外研修ͷ成Ռ報告͕平成 28 年 3 月 18 日に海外研修報告会と͠てߦΘΕͨɻ·ͨ、

平成 27 年 10 月 1 日に෺࣭Պ学国内研修・海外研修説明会Λ͍ߦ、ത࢜લ期՝ఔ 1 年࣍ͷ

履修生にର͠海外研修ͷॏཁੑ΍、౉࣌ߤにおける஫ҙ߲ࣄͳͲͷ説明͕ߦΘΕͨɻ 

 
 

 
 

  

 的ͳ議࿦͕ଓく会৔ ポスター会৔Ͱͷ議࿦ۃੵ

研修先ͷ先生΍学生とͷ交ྲྀ΋ਐΜͰଟくͷ成ՌΛͨ͛ڍ履修生ͨͪ 
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研修先Ұཡ表 

 

 

 

  

氏名 研究⛉ ᑓᨷ 開始 終了 研修先

1 ⁁ᡭ　ၨ௓ 理学 ໬学 5月11日 7月31日 䜲䝍䝸ア   䝘䝫䝸　䝘䝫䝸䝣ェ䝕䝸䝁䠎ୡ大学䞉理学研究⛉

2 ὸ㔝　ඖ⣖ ᇶ♏ᕤ学 ≀㉁๰成 8月17日 10月24日 ア䝯䝸䜹　䝽䝅ン䝖ン大学

3 ⚄㇂　ᘓ ᇶ♏ᕤ学 ≀㉁๰成 㻥月7日 12月㻢日 䜲䝍䝸ア　䠟䠪䠮䠉䠥䠯㻹䠪 㻮㼛㼘㼛㼓㼚㼍 㻵㼠㼍㼘㼥

4 ᐑ㔝　ဴஓ ᕤ学 ⏕࿨先➃ᕤ学 㻥月13日 12月11日 䜲䝍䝸ア　䝭䝷䝜 大学

5 ஭ᕝ　㧗㍜ 理学 ໬学 11月15日 2月1㻢日 䝅ン䜺䝫ー䝹  㻭㼓㼑㼚㼏㼥 㼒㼛㼞 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㻘 㼀㼑㼏㼔㼚㼛㼘㼛㼓㼥 㼍㼚㼐 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔

海外研修発表会Ͱ͸学Μͩ成Ռ、ۤ͠ΜͩྫࣄΛ発表 
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報・リクルート޿ 3�6 8( 

 ຊϓϩグラϜにお͍て、平成̎̑年̐月ೖ学ͷ第Ұ期生Λൽ੾Γに、ܧଓ的に༏लͳ学

生Λ受けೖΕて͍くͨΊに͸、選抜ର৅Ͱ͋る޻ૅج学研究Պ、理学研究Պ、޻学研究Պ

ͷ֘౰ઐ߈ͷത࢜લ期՝ఔೖ学༧ఆऀ΍ͦΕͧΕͷ関࿈学෦ͷ学෦生、ͳΒびにຊ学関܎

ऀ΍国内外ͷ大学教育関ऀ܎、研究機関、企業、独ཱߦ੓๏人ͳͲにର͠て、ͦΕͧΕͷ

ର৅、目的にԠͨ͡ഔମ、खஈΛ༻͍ͨ׆発ͳ޿報׆ಈΛల։͢る͜と͕ඞཁෆՄܽͰ͋

るɻͦ͜Ͱ΢Σブϖーδ、パンフレット、ポスター、νラシͳͲ༷ʑͳ޿報ഔମΛ࡞成͠

て、ࣔܝ、഑෍Λͨͬߦɻ 
�

3�6�1 NFXs LFttFr 発ߦ 
 ຊϓϩグラϜにおける׆ಈͷ報告、֤

छΠϕントͷ告஌ͳͲͷ情報ڞ༗ԽΛ目

的と͠、લ年度·ͰにҾ͖ଓ͍てఆ期的

に NFXs LFttFr ͷ発ߦ(第 10 ߸ʵ第 12

߸)ΛͨͬߦɻຊϓϩグラϜͷ׆ಈΛ޿く

஌ͬて΋Β͏ͨΊ、֤ 3000 Λ発͠ߦ、

学内ͷ研究ࣨに഑෍ͨ͠ɻ·ͨ、学外ͷ

外෦評価委員ͷ先生ํ、શ国ͷ֤大学ͷ

リーςΟングϓϩグラϜ΁ͷૹ෇、޿報

՝޿報܎Λ௨ͨ͡大阪Ϟϊレールઍཬ中

ԝӺ及び大阪Ϟϊレール阪大පӃલに഑

ՍΛͬߦて͖ͨɻಛにϓϩグラϜ׆ಈに

関͢る୲౰教員及び受講生ͷسጨͷͳ͍

ҙ見΍֤छΠϕントにର͢るײ૝ΛऔΓ

্͛る͜とͰ、જࡏ的ͳ受講生΍ͦͷॴ

ଐ研究ࣨͷ教員にຊϓϩグラϜͷҙ義、

งғؾΛΑΓ明֬に発৴͢るΑ͏౒Ίて

͍るɻঘ、コンϖにΑる業ऀ選ఆͷ݁Ռ、

第 12 ߸Ҏ߱͸ೳొҹࣜג࡮会ࣾに࡞成

Λґཔ͢る͜ととͳͬͨɻ 

  

リニϡーアルͨ͠ NFXsMFttFr レΠア΢ト 
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3�6�2 ϓϩϞーシϣンϏσΦͷ࡞成 
ຊϓϩグラϜͷझࢫ΍内༰Λ෼かΓ΍͢く、かつ޿くप஌͢る͜とΛ目的と͠、ϓϩϞ

ーシϣンϏσΦ(P7)ͷ੍࡞Λͨͬߦɻલ年度·Ͱͷ 4 にҾ͖ଓ͖、ຊ年度͸第࡞ 5 にお࡞

͍てຊϓϩグラϜͷ受講生(̍～̏期生)にΑる研究ࣨϩーςーシϣン、ӳޠϓϩグラϜͷ説

明、国内ΠンターンシッϓΛ௨͡てͨ͜͡ײと、ҟ෼໺Պ目Λ受講͠てಘΒΕͨ͜とΛ഑

৴͠、࣍年度(四期生)ͷ募集に࢖༻ͨ͠ɻͳお、͜ͷϓϩϞーシϣンϏσΦ͸৯ಊͳͲͰ΋

্ө͞Ε、学内ͰͷຊϓϩグラϜͷ͍޿प஌にར༻͞Εͨɻ 

 

 

 

 

 

3�6�3 ポスター౳޿報ࢿྉͷ࡞成 
 3�5�3 Ͱड़΂ͨ第ೋ回ΠンタラクςΟブ෺࣭Պ学・ΧσットϓϩグラϜ国ࡍシンポδ΢Ϝ

ͷট଴講ԋऀ、։࠵日ఔΛͨ͠هポスター(A2 ൛)Λ࡞成͠、֤୲౰教員ͷ研究ࣨにࣔ͢ܝ

るͳͲ͠てࢀՃऀΛ募集ͨ͠ɻ࣍年度ͷ履修生(四期生)募集ͷポスター及び現履修生(Ұ～

ɻ͜ΕにΑͨࣔ͠ܝ成͠、֤୲౰教員ͷ研究ࣨに࡞Λ(ਅ෇͖ࣸإ)期生)ͷ঺հポスターࡾ

Γ、選抜ର৅Ͱ͋る学෦学生、つ·Γ࣍年度Ҏ߱ͷજࡏ的ͳ受講生΁ͷप஌、એ఻Λͬߦ

ͨɻ͜ ΕΒͷ޿報ࢿྉ͸平成 27 年 10 月 8 日(ਧాΩϟンパス)
 9 日(๛中Ωϟンパス)Ͱ։

ΕͨリーσΟングϓϩグラϜ͞࠵ 5 ෦໳合ಉ説明会Ͱ࢖༻ͨ͠ɻ 

　65



 

 

3�6�4 ϗーϜϖーδͷ੔උ 
ຊϓϩグラϜͷप஌ΛਤΓ、国内外ͷ༏लͳ学生Λק༠͢るͨΊに、ॳ年度に։ઃͨ͠

ϗーϜϖーδ(IttQ���XXX�NsD�PsBLB�V�BD�KQ�)ͷվగΛͨͬߦɻ۩ମ的に͸、͜Ε·Ͱ

に঺հͰ͖ͳかͬͨࠓ後ͷΠϕントͷࣔܝ(EWFnts)、履修生募集ಈը(P7)ͷϗーϜը面΁

ͷ表ࣔͰ͋るɻࠓ後͸ΑΓੵۃ的ͳ情報発৴͕Մೳとͳるɻ·ͨ、ࡢ年度·ͰにҾ͖ଓ͖、

ϓϩグラϜ֓ཁ、ΧリΩϡラϜ、選抜、学生ࢧԉͳͲに関͢るछʑͷ情報、࣮֤ͨ͠ࢪछ

Πϕント及びシンポδ΢Ϝ౳ͷ報告、NFXs LFttFr ͷ PD' ൛ͷࡌܝΛॱͨͬߦ࣍ɻ͜ Ε·

Ͱに੍͠࡞て͖ͨ P7 ΋શてϗーϜϖーδ্Ͱެ։͠て͍るɻ 

ຊ年度͸受講生͕ࣗΒ第ೋ回ΠンタラクςΟブ෺࣭Պ学・ΧσットϓϩグラϜ国ࡍシン

ポδ΢ϜͷϗーϜϖーδ(IttQ���XXX�NsD�PsBLB�V�BD�KQ�isiNsD2�)Λผ్੍ࢀ、͠࡞

Ճऀͷ募集Λ͸͡Ίと͢る情報発৴Λͨͬߦɻ 

  

Invited
Speakers

iSIMSC 2

Invited
Speakers

iSIMSC 2
The 2nd International Symposium of

Interactive Materials Science
Cadet Program 　　　　　
Interactive Materials Science

m 　　　　　～Frontiers in Research on 
　Perovskites and Related Materials～

Nov. 18-19, 2015
Senri Hankyu Hotel, Osaka, Japan
For more information and registration please visit
http://www.msc.osaka-u.ac. jp/is imsc2/

Invited
Speakers

Dr. Jun Fujioka
Lecturer

University of Tokyo
Spin-orbital physics in

strongly correlated electron system

Dr. Takayuki Negami
Chief Researcher

Panasonic Corporation
Photovoltaics

Dr. Daisuke Kan
Associate Professor

Kyoto University
Solid state chemistry, Materials Science

Dr. Craig J. Fennie
Associate Professor

Cornell University (USA)
Materials physics and chemistry

Dr. Chao-Yu (Peter) Chen
Associate Professor

National Cheng Kung University (Taiwan)
Energy Materials

Dr. Zhixiang Wei
Professor

Chinese Academy of Sciences (China)
Organic electronics

Dr. Makoto Hashimoto
Associate Staff Scientist

SLAC National Accelerator Laboratory (USA)
Strongly Correlated Electron Systems, 
High-temperature superconductivity

Dr. Ichiro Terasaki
Professor

Nagoya University
Strongly Correlated Electron Systems
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3�7 履修生ࣗओ׆ಈ 

平成 27 年度͸、第 2 回ͷΧσット国ࡍシンポδ΢Ϝ、東大とͷ合ಉセϛナー͕履修生͕

ࣗओ的にىҊ͠、࣮ߦ委員会Λ্ཱͪ͛て運営։ͨ͠࠵ɻ͜Ε͸ϓϩグラϜ͕目͢ࢦ൚༻

ྗ֫ಘ͕࣮ફͰ۩現Խ͞Εͨྑ͍ྫと͑ߟるɻ͜ΕΒにつ͍て͸、3�5 学外・国ࡍ࿈ܞ 8(

ͷষͰৄࡉに報告͠て͍るͷͰͦͪΒΛࢀর͞Ε͍ͨɻՃ͑てΠンタラクςΟブ交ྲྀ会、

ΧσットコϩΩ΢Ϝ、EngMisI TBCMF、σδタル回࿏ษڧ会、100 ໰集ग़൛ϓϩδΣクト

͕ΧσットϓϩグラϜ履修生にΑͬてࣗओ的に企ը・運営͞Εͨɻͦͷଞ、第 4 回関੢ए

ख෺ੑ研究会おΑび第 19 回関੢एखྔࢠ情報セϛナー͕、ΧσットϓϩグラϜ履修生͕ओ

ಋ͠て։͞࠵Εͨɻ 

�

3�7�1 ΠンタラクςΟブ交ྲྀ会 
ΠンタラクςΟブ交ྲྀ会（平成 27 年 8 月 30 日～31 日）͸履修生 3 期生ͷ MB[VNdFr 

JPZPtV Λ࣮ߦ委員௕と͠、ඐഀބ国ఆެԂ ۙߐന඿ ੓෎ొ࿥ཱྀؗ ന඿૳にて։͞࠵Ε

ͨɻΧσットϓϩグラϜ履修生 46 ໊、ՏݯݪଠϓϩグラϜ੹೚ऀ、ϓϩグラϜ୲౰教員ͷ

Ҫݩ৴೭、Ԟଜޫོ、඿԰޺平とಛ೚教員 5 ຊࢁՃ͠、͞ΒにϓϩグラϜ外෦かΒࢀ໊͕

ঘ先生（中෦大学෼ੑࢠ৮ഔ研究センター௕）、ҏ୮݈Ұ࿠先生（໊ݹ԰大学大学Ӄ理学研

究Պ教त）ͷ 2 ໊ͷ講ࢣΛটᡈͨ͠ɻ1 日目͸ 13 ৮ഔとࢎੑࢠຊঘ先生にʮ෼ࢁ、かΒ࣌

ෆ੪合成ʯにつ͍てɼҏ୮݈Ұ࿠先生にʮ合͍ݴ༿͸ϛックスʂҟ෼໺༥合Ͱ෼ࢠͷνΧ

ラΛͻ͖ͩ͢ʕ合成Խ学、ナϊΧーϘンՊ学、ಈ২෺Պ学ʕʯにつ͍て、ͦΕͧΕ 50 ෼ͷ

講ԋΛͬߦて௖͍ͨɻͦͷ後、2 つͷブースにผΕ、4 ໊ͷϓϩグラϜ୲౰教員と 12 ໊ͷ

履修生にΑるΦーラルセッシϣン͕ߦΘΕͨɻࣗ਎ͷ研究につ͍てଞ෼໺ͷ研究ऀに理ղ

͠て΋Β͏͜とにॏ఺Λお͍ͨ発表Ͱ͋ͬͨɻͦͷ後ͷ࠙਌会ͷ後、࢈業քにおけるത࢜

人ࡐͷॏཁੑにつ͍て飯島

ೋシニアメンターにΑるݡ

ナΠトセッシϣン͕ߦΘΕ

ͨɻ2 日目͸、ޕલ中に履

修生にΑるポスターセッシ

ϣン͕։かΕ、ޕ後かΒ͸

島௡੡࡞ॴͷ見学おΑびത

つٕज़ऀ・ٕज़੹࣋Λ߸࢜

೚ऀとͷ࠲ஊ会͕ߦΘΕͨɻ 

�

�

�

ന඿૳Ͱͷه೦ࡱӨ 
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2 日目ͷޕ後͸、京౎ࢢ内に͋る島௡੡࡞ॴΛ 

๚໰ シϣールーϜΛ見学 
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

  �

中෦大学 ࢁຊ先生、໊ݹ԰大学 ҏ୮先生かΒͷট଴講ԋ 

履修生かΒ͸׆発ͳ議࿦ 2 日目͸ポスターセッシϣンͰ交ྲྀ 

ٕज़ऀとͷҙ見交換Ͱ͸、企業Ͱͷ研究։発に཰௚ͳ回౴Λ͍ͨͩく 
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3�7�2 ΧσットコϩΩ΢Ϝ・EngMisI TBCMF・σδタル回࿏ษڧ会 
Նに։かΕͨΠンタラクςΟブ交ྲྀ会ͷଞ、ன৯࣌に履修生͕集·ΓӳޠͷΈͰ会࿩͢

る EngMisI TBCMF（履修生 1 期生ͷ大৔໼ొ͕ओಋ）、෺ੑଌఆͷ合理ԽΛ目的とͨ͠σδ

タル回࿏と 'P(A ͷษڧ会（履修生 1 期生ͷྛ͕׮ओಋ）、学生ಉ࢜Ͱ研究に関͢る発表・

σΟスΧッシϣンΛ͏ߦΧσットコϩΩ΢Ϝ（26 年度·Ͱͷ $BdFt RFsFBrDI SFNinBr

かΒվ໊）ͳͲ͕։͞࠵ΕͨɻΧσットコϩΩ΢Ϝ͸、履修生 1 期生ͷઙ໺لݩΛ発ى人

と͠て、࣍回ͷ講ԋऀ͕日ఔௐ੔ͳͲΛࣜܗ͏ߦͰお

Αͦ 2 िに 1 回ͷϖースͰ։͞࠵Εͨɻ 

�

�

�

�

�

�

�

�

3�7�3 100 ໰集ग़൛ϓϩδΣクト 
ΧσットϓϩグラϜ履修生༻ͷ໰୊集Ͱ͋る෺࣭Խ学 100໰集おΑび෺ੑ෺理 100໰集

ͷվగ࡞業͕、履修生中৺とͳͬてߦΘΕͨɻ履修生 1 期生ͷઙ໺لݩΒΛ中৺に、100

໰集Λ഑෍ͨ͠ 4 月かΒ 1st Q�E�終ྃ·Ͱ、໰୊ͷ೉қ度౳に関͢るアンέートௐ査͕ 3

期生にର͠てߦΘΕͨɻ·ͨ、ࠓ年度、෺ੑ෺理 100 ໰集につ͍て͸、΍͸Γઙ໺لݩΒ

履修生 1 期生おΑび 2 期生Λ中৺に、大෯ͳվగ࡞業͕ߦΘΕͨɻ͜Ε·Ͱͷ໰୊おΑび

ղ౴Λ෼୲͠て大෯にՃච修ਖ਼͠、͞ Βに໿ 30 ໰Λ新ͨに࡞成ͨ͠ɻ͜ Ε·Ͱͷ໰୊Λ౷

合、Ұ෦࡟আ、新ͨͳ໰୊Λ௥Ճ্ͨ͠Ͱ、教຿・教育シスςϜ࣮ફ 8( にఏग़ͨ͠ɻڠ

議ͷ݁Ռ、࣍年度ͷ新ͨͳ履修生͕औΓ૊Ή 100 ໰集と͠て࠾༻͞Ε、年度຤に発࣍、ߦ

年度履修生にख౉͞Εる༧ఆͰ͋るɻ最終的ͳ 100 ໰集ͷग़൛Λ目͠ࢦ、͜ͷ׆ಈ͸Ҿ͖

ଓ͖ܧଓ͞Εる༧ఆͰ͋るɻ 
�

3�7�4 第 4 回 関੢एख෺ੑ研究会 
ຊ研究会ͷ目的͸、関੢ͷ෺ੑ෺理に関Θる研究ࣨͷएख、ಛにത࢜՝ఔ学生΍ PD ͷ学

ज़交ྲྀΛଅਐ͢る͜とͰ͋るɻ·ͨΧσットϓϩグラϜにおける人ࡐ育成と͠て͛ܝるʮ学

生�教員�学外研究ऀとͷର࿩ʯに大͍に͢ݙߩるͨΊͰ͋るɻࡢ年度·Ͱに 3 回։͞࠵Εͨ

͕、ΧσットϓϩグラϜ͕後ԉͨ͠΋ͷͷ、ຊ研究会ͷ運営スタッフ͸Χσットϓϩグラ

Ϝ履修生と͸ҟͳる関੢ͷത࢜՝ఔͷ学生͕ओͰ͋ͬͨɻࠓ年度։͞࠵Εͨ第 4 回関੢ए

ख෺ੑ研究会͸、運営スタッフ͕Ұ新͞Ε、履修生 1 期生ͷਇಙ࿠、଍ཱప、中谷ହതͷ 3

σδタル回࿏と 'P(A ษڧ会ͷ෩ܠ 
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໊͕企ը運営Λ୲ͬͨɻʮ͞·͟·スέールかΒ見る෺ੑ ～ソフトϚターかΒストリング

·Ͱ～ʯΛςーϚと͠て、平成 27 年 10 月 17 日に大阪大学理学研究Պ෺理学ઐ߈ ) ౩

)701 にて։͞࠵ΕͨɻҎԼ 5 ໊ͷํʑに 50 ෼ͣつ講ԋ௖͍ͨɻ 

z ஛内Ұক (東޻大) ʮ༷ʑͳスέールͰ現Εるք面ΏΒ͗ͷීว๏ଇʯ 

z 大௩๎ኍ (理研) ʮ半ಋମྔࢠυットΛ༻͍ͨスϐンΩϡーϏット࣮験ʯ 

z 谷ޱਖ਼ً (阪大࢈研) ʮ1 ෼ࢠ接合における༌ૹಛੑʯ 

z ஈԼҰ平 (京大ج研)ʮޫ格ࢠ中ͷڧ૬関௒ྲྀಈBPsF  ೾ʯཱݽମ�)iggsଋറঢ়ଶとॏ͍ؾ

z 中ଜਅ (中ԝ大) ʮήーδ・ॏྗରԠͰ୳るඇ平ߧఆৗܥͷ෺理学ʯ 

͜ͷΑ͏に、෯͍޿෼໺（ソフトϚター、メκスコϐックܥ、෼ࢠΤレクトϩニクス、

ຊ的ͳと͜ΖかΒ࿩Λ͠て௖جΘΕ、講ԋऀͷํに͸ߦ理࿦）かΒ講ԋ͕ݭ௒、ࢠݪ٫ྫྷ

͖、研究ࣨにೖͬͨばかΓͷ学෦ 4 年生にとͬて΋ࢀՃ͠΍͍͢研究会とͳͬͨɻ·ͨ、

͢΂てͷ講ԋにお͍て࣭ٙԠ౴にΑる議࿦͕׆発にߦΘΕͨɻ研究会ͷࢀՃऀ͸ 57 ໊Ͱ、

ͦͷ͏ͪ阪大Ҏ外（京౎大΍ਆށ大）かΒ 13 ໊ͷࢀՃ͕͋ͬͨɻ࣍回Ҏ߱͸、京౎大学ͳ

Ͳͷଞ大学ͷ学生と΋ڞಉͰ、ΧσットϓϩグラϜ履修生΋運営スタッフと͠て関ΘΓͳ

͕Β、։࠵Λଓけて͍く༧ఆͰ͋るɻ 

�

�

�

3�7�5 第 19 回 関੢एखྔࢠ情報セϛナー 
ຊセϛナー͸、ྔࢠ情報Λ中৺とͨ͠ྔࢠ෺理にܞΘる学生・ポスυクͳͲएख研究ऀ

͕ओମとͳͬͨ集·ΓͰ͋るʮྔࢠ情報関੢ StVdFnt $IBQtFrʯ͕ओ͢࠵るセϛナーͰ͋

るɻएख研究ऀಉ࢜ͷԣͷつͳ͕Γ΍࿈ܞΛஙく͜と͕Ͱ͖るΑ͏ͳ、情報交換ͷ৔Λఏ

ಈΛ͠てお׆て͍るɻओに関東νϟϓターと関੢νϟϓターに෼かΕ͠ࢦる͜とΛ目͢ڙ

Γ、ຊセϛナー͸関੢にΑる΋ͷͰ͋るɻ平成 27 年 11 月 28 日に大阪大学޻ૅج学෦ (

౩ (215 にて։͞࠵Εͨ第 19 回セϛナーͰ͸、ΧσットϓϩグラϜ履修生 2 期生ͷ஛内

༐ੈ͕و࿩人Λ຿Ί、ΧσットϓϩグラϜ͕後ԉͨ͠ɻࢁຊࢯޛ（大阪ཱࢢ大学理学研究

Պ）にʮ෼ࢠスϐンྔࢠコンϐϡータにおけるஅ೤的ྔ࡞ૢࢠʯにつ͍て、খ઒࿨久ࢯ（北

海ಓ大学޻学研究Պ）にʮྔྗࢠ学ͷ࣌間൓సରশੑΛ༻͍ͨྔޫࢠ学ׯবͷݹయޫ学的

関੢एख෺ੑ研究会�
 ࡰ人ΑΓѫى回ͷ発ࠓ

ૣ଎議࿦։࢝ 
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࣮現ʯにつ͍て、ͦΕͧΕ 1 間ͣつ講ԋ௖͍ͨɻͦͷ後、ΧσットϓϩグラϜ履修生࣌ 1

期生ͷઙ໺لݩΛؚΉ 7 ໊͕ポスター発表Λ͍ߦ、ΧσットϓϩグラϜ୲౰教員Ͱ͋るҪ

発ͳ議׆、ΘΕͨɻ講ԋ中に΋ଟくͷ࣭໰͕͋Γߦ৴೭教तͷ研究ࣨͷ࣮験ࣨ見学会͕ݩ

࿦͕ͳ͞ΕͨɻࢀՃऀかΒ΋、研究に׆かͤる༷ͳ講ԋ͕ௌけͨ、ಉ͡෼໺ͷ研究Λͬߦ

て͍る学生と交ྲྀ͢る͜と͕Ͱ͖、ࠓ後ͷ研究生׆にとͬて大͖ͳϓラスにͳͬͨ、とͷ

 ૝͕ಘΒΕͨɻײ
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関੢एखྔࢠ情報セϛナー�
 説明ࢫ人ΑΓओى回ͷ発ࠓ

 ͨ͠·情報に関͢る議࿦͕ଓ͖ࢠྔ
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3�8 講ԋ会ŋシンポδ΢Ϝ 

 ମ෺理セϛナーݻ 3�8�1
 ຊセϛナーͷ目的͸、෺ੑ෺理学΍෺ੑ෺理޻学ͷ෼໺にお͍て、学内外Ͱ׆༂͞Εて

͍る第Ұઢͷ研究ऀΛট͍て、౰人Ͱͳ͍とޠΕͳ͍ମ験ஊ・ࣦഊஊΛ交͑ͳ͕Β、ͦͷ

研究ͷ現ঢ়΍কདྷੑ、՝୊・໰୊఺ͳͲΛ΍͞͠く講ԋ͠て͍ͨͩく͜と、·ͨ現༗スタ

ッフͷ講義かΒͩけͰ͸ಘΒΕͳ͍͞·͟·ͳ࿩୊につ͍て޿く࿩Λฉく͜とにΑΓ、大

学Ӄ生ͷ学ੑࡍͷ্޲Λਤる͜とに͋るɻ平成 27 年度͸ܭ 9 回ͷセϛナー͕ҎԼͷΑ͏ͳ

日ఔͰ։͞࠵Εͨɻ 
�

第 1 回 平成 27 年 5 月 11 日 PrPG� PFdrP D� SBDrBNFntP（$F'EMA�IST
6niW�dF LisCPB） 

 TPQPMPgiDBM sVQFrDPndVDtPrs� 'BtF PG MBKPrBnB GFrNiPns BGtFr B RVBntVN RVFnDI 

第 2 回 平成 27 年 5 月 12 日 Ұਿଠ࿠ ।教त（東北大学 ࢠݪ෼ࡐࢠྉՊ学ߴ౳研究機ߏ） 

 ૸査トンωルݦඍڸにΑΓࢠݪΛ見る・؍る・਍る� ભҠۚଐࢎԽ෺表面ిࢠঢ়ଶ 

 評価かΒナϊグラフΣン合成Խ学൓Ԡͷ௚接࡯؍·Ͱʯ 

第 3 回 平成 27 年 5 月 28 日 ࣛ໺ా Ұ࢘ 教त(東京大学޻学ܥ研究Պ෺理޻ઐ߈) 

 ෼ੑࢠ෺࣭Λ෣୆とͨ֯͠ࡾ格ࢠͷϞット෺理 

第 4 回 平成 27 年 6 月 25 日 খా ཽथ 教त(ۚ୔大学理޻研究Ҭ ਺෺Պ学ܥ) 

 スϐンيಓ૬࡞ޓ༻͕現Εる௿ΤωルΪー現৅とԠ༻ 

第 5 回 平成 27 年 7 月 15 日 ૊಄ ࢤ޿ 教त（ߴΤωルΪーՃ଎ث研究機ߏ ෺࣭ߏ଄Պ学研究ॴ） 

 ด͜͡Ίࢠͷྔࢠ૬関ిڧ଄にΑるߏށҪࢠԽ෺ྔࢎ 

第 6 回 平成 27 年 10 月 30 日 দా ༞࢘ 教त（京౎大学大学Ӄ理学研究Պ） 

 'FSF における B$S�BE$ クϩスΦーバー 

第 7 回 平成 27 年 11 月 26 日 ੴాݑೋ 教त（京౎大学大学Ӄ理学研究Պ） 

 ΢ランԽ合෺ੑ࣓ڧ௒఻ಋମͷ研究 

第 8 回 平成 28 年 1 月 19 日 നҪ ਖ਼จ 教त（東北大学 ిؾ௨৴研究ॴ） 

 スϐントϩニクスࡐྉͷ理࿦ઃܭ 

第 9 回 平成 28 年 1 月 7 日 PrPG� DNitrZ TVrDIinPWiDI (MBY PMBnDL InstitVtF GPr PPMZNFr RFsFBrDI) 

 DirFDt MPPL Bt VMtrBGBst dZnBNiDs PG DIBrgF
 MBttiDF Bnd sQin XitI T)[ sQFDtrPsDPQZ 
� �
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3�8�2 Χσットバル 
ຊϓϩグラϜ履修生に、࢈・学・׭ͰٻΊΒΕるത૾࢜につ͍てͷΠメーδ૾Λͬ࣋て

΋Β͏͜とΛ目的と͠て、࢈学֤׭෼໺ͰリーμーΛ຿Ί๛෋ͳ経験Λおͪ࣋ͷ 7 ໊ͷ講

るΩッΧέとヒントΛつかΉ͜と΋ૂ͍、ϚςリアルΠン͑ߟΛট͖、ΩϟリアパスΛࢣ

フΥϚςΟクスͳͲ先୺Պ学ͷ新͍͠ಈ޲に৮Εる機会と͠てઃఆͨ͠ɻ୯ͳる講ԋ会Ͱ

͸ͳく、ܰ৯΍ҿ෺Λఏ͠ڙ、গ͠くͩけͨงғؾͷ中Ͱࣗ༝ͳҙ見交換Λҙਤ͠てʮバ

ルɿΠタリア΍スϖΠンͷ֗֯に͋Γܰ৯΍ҿ෺Λఏࢢ͠ڙຽͷ交ྲྀͷ৔にͳͬて͍るʯ

と͍͏໊শΛつけて͍るɻͶΒ͍௨Γ講ԋ後に͸学生かΒ講ࢣ΁、׆発に࣭໰͕ߦΘΕ、

͍ͣΕͷ会΋੝گとͳͬͨɻ 

講ࢣͷํʑに͸リーσΟング大学ӃͷҙਤΛ఻͑、ത࢜՝ఔに学Ϳ履修生ͷকདྷΛ౿·

͑て、ࠓΛͲ͏生͖るかと͍ͬͨࢹ఺Ͱͷお࿩Λ੝ΓࠐΜͰ͍͍ͨͩͨɻຖ回 5 人～15 人

ͷ履修生͕ࢀՃ͠、ͦΕͧΕͷ෼໺΍৬৔Ͱͷಈ޲΍ࣄ࢓ͷ࣮ࡍ、͜ΕかΒ਎につけてߦ

かͳ͍と͍けͳ͍͜と͕۩ମ的に理ղͰ͖ͨɻকདྷͷब৬先Λ͑ߟる͏͑Ͱଟくͷ情報Λ

ಘͨと͍ͬͨײ૝͕ಧ͍て͍·͢ɻ·ͨ、バル͕͖ͬかけとͳΓ履修生͕৬৔๚໰Λ͠て

͞Βにৄࡉͳ情報ऩ集Λ͢るͳͲͷ׆ಈに΋つͳ͕ͬて͍るɻ 

�

第 1 回 平成 27 年 5 月 11 日 ߴඌ ਖ਼හ ಛ೚教त（大阪大学 ະདྷઓུ機ߏ） 

 Χσット生ͷ৺ಘ 

第 2 回 平成 27 年 5 月 28 日 ଜ্༸Ұセンター௕（ߴΤωルΪーՃ଎ث研究機ߏߏ଄෺ੑ研究センター） 

 ଄෺ੑ研究ߏͨ͠༺ϏーϜΛརࢠྔ 

第 3 回 平成 27 年 7 月 29 日 ைాސ ࡞ߒ໰ （新日᭿ॅۚ（ג）） 

 ΧσットϓϩグラϜ学生΁ͷ期଴ ʵమ߯࢈業における研究ऀͷ経験Λ౿·͑て 

第 4 回 平成 27 年 11 月 10 日 ࢙ݪ࿕グルーϓ௕（࢈業ٕज़૯合研究ॴ ナϊΤレクトϩニクス研究෦໳） 

業͕�IndiWidVBM�にͳる� 21࢈   シスςϜ・ϛニϚルフΝブͷ։発࢈半ಋମ生ܕ௒খܕلੈ
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

第̍回バル 大阪大学ߴඌ先生 第 2 回バル ,E, ଜ্先生 
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3�9 履修生ͷ学会受৆ 

౰ϓϩグラϜ履修生͸ࣗΒ͕ॴଐ͢る研究ࣨͰ研究׆ಈにྭΈ、ͦͷ成ՌΛ国ࡍ学会、

シンポδ΢Ϝ౳Ͱ発表͠て͍るɻ平成 27 年度͸༏ल研究৆΍ポスター৆Λ 11 ݅受৆ͨ͠ɻ

ϓϩグラϜͰ͸װ෦ީิ生(MBtFriBMs SDiFnDF $BdFt)Ͱ͋る履修生にඞཁと͞Εるೳྗ

ͷ第Ұ൪目にʮߴ度ͳઐ໳ੑʯΛ͍ߴ、͛ܝઐ໳ྗΛコアにෳ؟的ߟࢥ΍၆ᛌ的ࢹ఺、コ

ϛϡニέーシϣンྗ΍国ࡍಥഁྗΛ਎にணけͨリーμーΛ育成͢る͜とΛ೦಄にお͍て͍

るɻ履修生ͷ͍ߴポςンシϟル͕外෦的に΋評価͞Εͨ͜とにͳͬͨɻ受৆ऀͷৄࡉ͸Լ

 ͷ௨ΓͰ͋るɻه

開ദ月 氏名 学会名㻛⾲ᙲ名 ཷ㈹ෆᐜ

1
2015年

4月
ᒣす　⤢௓

㻻㼜㼠㼕㼏㼟 㻒 㻼㼔㼛㼠㼛㼚㼕㼏㼟 㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㻯㼛㼚㼓㼞㼑㼟㼟2015
　㼀㼔㼑 㻻㻹㻯 㻻㼡㼠㼟㼠㼍㼚㼐㼕㼚㼓 㻭㼣㼍㼞㼐

㼀㼔㼑 㻲㼕㼞㼟㼠 㻭㼠㼛㼙㼕㼏 㻾㼑㼟㼛㼘㼡㼠㼕㼛㼚 㻵㼙㼍㼓㼕㼚㼓 㼛㼒 㻻㼜㼠㼕㼏㼍㼘 㻺㼑㼍㼞㻙㼒㼕㼑㼘㼐 㼛㼚
㻭㻵2㻻3㻔0001㻕 㻿㼡㼞㼒㼍㼏㼑 㼎㼥 㻼㼔㼛㼠㼛㼚㻙㻵㼚㼐㼡㼏㼑㼐 㻲㼛㼞㼏㼑

2 5月 大ሙ　▮Ⓩ
日ᮏ䝺䜸䝻ジー学会 ➨䠐䠎年会
　㻮㼑㼟㼠 㻼㼞㼑㼟㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼛㼚 ㈹

䛂䜂䜒≧䝭䝉䝹Ỉ⁐ᾮのὶືศᕸとᛂຊ᣺ື䛃

3 5月 ⛙　大
➨䠔ᅇ᭷ᶵゐ፹䝅ン䝫ジ䜴䝮ව䛂᭷ᶵศᏊゐ፹䛻䜘䜛ᮍ᮶ᆺศᏊኚ
᥮䛃➨䠑ᅇබ開䝅ン䝫ジ䜴䝮
　ඃ⚽䝫䝇䝍ー㈹

䝫䝸ア䝙䝸ン䛻䜘䛳䛶ㄏ㉳䛥䜜䜛ジア䝌䝙䜴䝮໬合≀䜢⏝䛔䛯ア䝸ー䝹
໬

4 7月 ᮒ　፣᪂
日ᮏᮦᩱ学会༙ᑟయ䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇部㛛ጤဨ会　➨䠍ᅇ
研究会
　学⏕ඃ⚽講₇㈹

㻳㼍㻺㻛㻱㼡ῧຍ㻳㼍㻺䝘䝜ᵓ㐀䛻䜘䜛㻱㼡Ⓨගຠ⋡のⴭ䛧䛔ቑ大

5 11月 ᳃ᮏ　ᬛⱥ
テ䝷䝦䝹䝒⛉学の᭱先➃㻵㻵
　᭱ඃ⚽Ⓨ⾲㈹

఩┦ᯈ䜢⏝䛔䛯䠰䠤䡖෇೫ග」⣲ఏᑟᗘ ᐃ

7 12月 ὸ㔝　ඖ⣖
㼀㼔㼑 4㼠㼔 㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜 㼛㼚 㻹㼕㼏㼞㼛㼏㼍㼢㼕㼠㼕㼑㼟 㼍㼚㼐
㼀㼔㼑㼕㼞 㻭㼜㼜㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㼟
　㻿㼠㼡㼐㼑㼚㼠 㻼㼛㼟㼠㼑㼞 㻭㼣㼍㼞㼐

㻯㼍㼢㼕㼠㼥㻙㼑㼚㼔㼍㼚㼏㼑㼐 㼟㼠㼕㼙㼡㼘㼍㼠㼑㼐 㻮㼞㼕㼘㼘㼛㼡㼕㼚 㼟㼏㼍㼠㼠㼑㼞㼕㼚㼓 㼕㼚 㼍 㼣㼕㼟㼜㼛㼞㼕㼚㼓㻙㼓㼍㼘㼘㼑㼞㼥㻙
㼙㼛㼐㼑 㼎㼛㼠㼠㼘㼑 㼞㼑㼟㼛㼚㼍㼠㼛㼞

8 12月 ὸ⏣　㈗大
➨42ᅇ᭷ᶵ඾ᆺඖ⣲໬学ウㄽ会
　ඃ⚽䝫䝇䝍ー㈹

㻾㼑㼍㼏㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㻺㻙㻼㼔㼛㼟㼜㼔㼕㼚㼑 㻻㼤㼕㼐㼑㻙㻿㼡㼎㼟㼠㼕㼠㼡㼠㼑㼐 㻵㼙㼕㼐㼍㼦㼛㼘㼥㼘㼕㼐㼑㼚㼑 㼣㼕㼠㼔
㻴㼑㼠㼑㼞㼛㼏㼡㼙㼡㼘㼑㼚㼑

㻥 12月 ୖ⏣　大㈗
➨25ᅇ日ᮏ㻹㻾㻿年ḟ大会
　ዡບ㈹

㻱㼒㼒㼑㼏㼠 㼛㼒 㻱㼤㼠㼑㼞㼚㼍㼘 㻲㼕㼑㼘㼐㼟 㼛㼚 㻴㼑㼘㼕㼏㼍㼘 㻹㼍㼓㼚㼑㼠㼕㼏 㻰㼛㼙㼍㼕㼚 㻿㼠㼞㼡㼏㼠㼡㼞㼑 㼕㼚 㼍
㻹㼍㼓㼚㼑㼠㼛㼑㼘㼑㼏㼠㼞㼕㼏 㻴㼑㼤㼍㼒㼑㼞㼞㼕㼠㼑

10 12月 ᳃ᮏ　ᬛⱥ
➨2㻢ᅇග≀ᛶ研究会
　㻭㼣㼍㼞㼐 㼒㼛㼞 㻱㼚㼏㼛㼡㼞㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㼕㼚 㻯㼛㼚㼐㼑㼚㼟㼑㼐
㻹㼍㼠㼠㼑㼞 㻼㼔㼛㼠㼛㼜㼔㼥㼟㼕㼏㼟

఩┦ᯈ䜢⏝䛔䛯෇೫ග㼀㻴㼦時間㡿ᇦศගἲ

㻢 12月 ᐑ㔝　ဴஓ
㻼㻭㻯㻵㻲㻵㻯㻴㻱㻹 2015
　㻮㼑㼟㼠 㻿㼠㼡㼐㼑㼚㼠 㻼㼞㼑㼟㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼛㼚 㻭㼣㼍㼞㼐

䛂㻴㼕㼑㼞㼍㼞㼏㼔㼕㼏㼍㼘 㻯㼛㼚㼟㼠㼞㼡㼏㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㻹㼡㼘㼠㼕㼟㼠㼞㼡㼏㼠㼡㼞㼍㼘 㻼㼛㼞㼛㼡㼟 㻻㼞㼓㼍㼚㼕㼏 㻿㼍㼘㼠㼟
㻔㻼㻻㻿㼟㻕 㼀㼔㼞㼛㼡㼓㼔 㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠 㻺㼑㼠㼣㼛㼞㼗㼟 㼛㼒 㻿㼡㼜㼞㼍㼙㼛㼘㼑㼏㼡㼘㼍㼞 㻯㼘㼡㼟㼠㼑㼞㼟

11
201㻢年

2月
ୖ⏣　大㈗

㼀㼔㼑 1㻢㼠㼔 㻶㼍㼜㼍㼚㻙 㻷㼛㼞㼑㼍㻙㼀㼍㼕㼣㼍㼚 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜 㼛㼚 㻿㼠㼞㼛㼚㼓㼘㼥
㻯㼛㼞㼞㼑㼘㼍㼠㼑㼐 㻱㼘㼑㼏㼠㼞㼛㼚 㻿㼥㼟㼠㼑㼙㼟

　㼀㼔㼑 㻮㼑㼟㼠 㻼㼛㼟㼠㼑㼞 㻼㼞㼑㼟㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼛㼚 㻭㼣㼛㼞㼐

 㻿㼑㼜㼍㼞㼍㼠㼑 㻻㼎㼟㼑㼞㼢㼍㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㻴㼑㼘㼕㼏㼍㼘 㼍㼚㼐 㼀㼕㼙㼑㻙㼞㼑㼢㼑㼞㼟㼑㼐 㻭㼚㼠㼕㼒㼑㼞㼞㼛㼙㼍㼓㼚㼑㼠㼕㼏
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第 3 回バル 新日᭿ॅۚைాސ໰ 第 4 回バル ࢈ ݪ૯研グルーϓ௕ 
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3�10 教育ڥ؀੔උ 

 ΈͳͰ育てるࢥ૝Λ۩現Խ͢るऔΓ૊Έと͠て、平成 24 年度かΒ੔උ͠て͖ͨ教育研究

ઃඋΛ研究ࣨͷ࿮Λӽ͑ͨઃඋϓラットフΥーϜʮMAID0（MBtFriBM SDiFnDF AdWBnDFd 

InWFstigBtiPn Bnd DFWFMPQNFnt 0VtMFt）ʯと͠て޿く履修生、୲౰教員に΋見͑るԽ

Λͬߦて͍るɻ平成 27 年度に͸࿝ٺԽઃඋͷೖΕସ͑、෺ੑ評価ͷͨΊͷ૷ஔ౳ 6 ୆ͷઃ

උΛ新ͨにߪೖ੔උͨ͠ɻ8 月 20 日に͸新نಋೖͷઃඋ説明会Λ։࠵ɻ履修生にՃ͑て୲

౰教員΍Ұൠͷ学生΋ࢀՃ͠て研究ࣨΛӽ͑ͨऔ૊͕ਐΜͰ͍るɻ 

 履修生͸ઐ໳෼໺Ҏ外に෯޿く၆ᛌྗ、ෳ؟的ྗߟࢥ、コϛϡニέーシϣンྗ౳Λཆ͏

ݿΊΒΕて͍るɻͦ͏͍ͬͨෳ合ྗΛ育成͢る目的Ͱਤ書Λ੔උ͠て、ΧσットจٻΛࣄ

と͠てެ։͠て͍るɻจݿͷ中に͸、リーμーシッϓに関࿈͢るਤ書΍、現ࡏͷ大学ͷஔ

かΕて͍るঢ়گ、՝୊につ͍てऔΓ্͛ͨ΋ͷ、経営的ࢹ఺ΛڧԽ͢る目的Ͱ経営学に関

͢るਤ書と、ະདྷΛ༧ଌ͢る༷ʑͳσーターϕースとͳるਤ書܈Λ੔උ͠て͍るɻ平成 27

年度຤に͸ 211  ͷਤ書͕੔උ͞Εͨɻ࡭

 ·ͨϓϩグラϜͰ͸履修生ͷࣗओ的ͳ׆ಈΛαポート͠て͍る͕、ͦͷҰ؀と͠て、๛

中Ωϟンパスに͋る޻ૅج学研究Պ J ౩に 30 ໊Λऩ༰Ͱ͖る講義ࣨΛ੔උ、͜ͷ講義ࣨに

͸、最先୺ͷ A7 機ث、T7 会議シスςϜ΍、A0 ൛͕ҹ࡮Ͱ͖る大ܕͷϓリンター౳΋ઃ

ஔ͞Εて͍て、෺࣭Պ学ӳޠͷ講義΍履修生ͷࣗओ的ͳセϛナー׆ಈ、Χσットバル౳ͷ

講ԋ会に׆༻͠て͍るɻ͞Βに、履修生͕ܰؾに集͑る৔ॴと͠て、޻ૅج学研究Պ ( ౩

にϛーςΟングルーϜΛઃけ、Πングリッシϡςーブル౳ͷࣗओ׆ಈ͸͡Ί履修生ͷ׆ಈ

にར༻͞Εて͍るɻ 

 

 

�

ઃඋϓラットフΥーϜͷ見学会Ͱ͸օ೤৺にઃඋͷৄࡉΛ࣭໰ 
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3�11 平成 27 年度࣮هࢪ࿥ 

平成 27 年 04 月 01 日 履修説明会 ࠙਌会 

平成 27 年 04 月 06 日 新学期त業։࢝ 

平成 27 年 04 月 16 日 ঑ྭۚ新ن受ऀڅ選ߟ会議 

平成 27 年 04 月 16 日 第̍回メンター会議 

平成 27 年 04 月 22 日 第̍回運営委員会 

平成 27 年 04 月 24 日 ತ൛ҹ࡮シϣールーϜ見学会 

平成 27 年 04 月 28 日 外෦評価委員会 

平成 27 年 05 月 01 日 ϓϩグラϜΦフΟαー現地๚໰ 

平成 27 年 05 月 11 日 ݻମ෺理セϛナー第̍回 

平成 27 年 05 月 11 日 第̍回Χσットバル 

平成 27 年 05 月 12 日 第̎回メンター会議 

平成 27 年 05 月 12 日 ݻମ෺理セϛナー第̎回 

平成 27 年 05 月 13 日 第̎回運営委員会 

平成 27 年 05 月 28 日 第̎回Χσットバル 

平成 27 年 05 月 28 日 ݻମ෺理セϛナー第̏回 

平成 27 年 06 月 18 日 第̏回メンター会議 

平成 27 年 06 月 24 日 第̏回運営委員会 

平成 27 年 06 月 25 日 企業・研究機関現地学習 パナソニック先୺研究ॴ 京阪ಸ 

平成 27 年 06 月 25 日 ݻମ෺理セϛナー第̐回 

平成 27 年 07 月 01 日～03 日 第 10 回༗機σバΠスӃ生研究会 

平成 27 年 07 月 15 日 第̐回運営委員会 

Χσットจݿに͸෯޿く၆ᛌྗΛཆ成͢るਤ書͕ଗͬて͍·͢ɻ 
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平成 27 年 07 月 15 日 ݻମ෺理セϛナー第̑回 

平成 27 年 07 月 16 日 第̐回メンター会議 

平成 27 年 07 月 21 日～31 日 INSD Նͷ学ߍ（大阪�ஜ೾） 

平成 27 年 07 月 24 日 パナソニックとͷコラϘ研修։࢝ 

平成 27 年 07 月 29 日 第̏回Χσットバル 

平成 27 年 08 月 07 日 企業・研究機関現地学習 情報௨৴研究機ߏ ະདྷ I$T 研

究ॴ 

平成 27 年 08 月 18 日 ϓϩϞーシϣンϏσΦࡱӨ 

平成 27 年 08 月 30 日～31 日 ΠンタラクςΟブ交ྲྀ会（ඐഀބന඿૳・島௡੡࡞ॴ見学） 

平成 27 年 09 月 04 日 第̑回運営委員会 

平成 27 年 09 月 08 日～12 日 海外企業現地学習 シリコンバレー 

平成 27 年 09 月 24 日 第̑回メンター会議 

平成 27 年 10 月 01 日 国内研修海外研修説明会（中ܧ༗） 

平成 27 年 10 月 08 日 リーσΟング大学Ӄ合ಉ説明会（ਧా） 

平成 27 年 10 月 09 日 リーσΟング大学Ӄ合ಉ説明会（๛中） 

平成 27 年 10 月 14 日 第̒回運営委員会 

平成 27 年 10 月 14 日 3rd QE લ半 

平成 27 年 10 月 17 日 第̐回関੢एख෺ੑ研究会 

平成 27 年 10 月 22 日 企業・研究機関現地学習 ॅ༑Խ学大阪޻৔ 

平成 27 年 10 月 24 日～25 日 リーσΟングフΥーラϜ（東京ϕルαール新॓） 

平成 27 年 10 月 29 日 第̒回メンター会議 

平成 27 年 10 月 30 日 ݻମ෺理セϛナー第̒回 

平成 27 年 10 月 31 日 SBtVrdBZ AGtFrnPPn PIZsiDs 2015 ޻ૅجにて

։࠵ 

平成 27 年 11 月 05 日 中間評価現地ௐ査 

平成 27 年 11 月 10 日 第̐回Χσットバル 

平成 27 年 11 月 11 日 第̓回運営委員会 

平成 27 年 11 月 13 日 パナソニックとͷコラϘ研修 パナソニックװ෦΁報告会 

平成 27 年 11 月 18 日～19 日 第 2 回Χσット国ࡍシンポδ΢Ϝ（ઍཬ阪ٸϗςル） 

平成 27 年 11 月 24 日～30 日 ෺࣭Պ学ಛผ講義 Խ学ܥ 

平成 27 年 11 月 27 日 研究ࣨϩーςーシϣン報告会 

平成 27 年 11 月 27 日 パナソニックとͷコラϘ研修 ໦ଜ先生΁報告会 

平成 27 年 11 月 27 日 第̓回メンター会議 

平成 27 年 12 月 04 日 Sir MBrtin 8PPd 講ԋ会 

平成 27 年 12 月 07 日～08 日 大学ӃリーσΟングセϛナー（東大ຊڷ） 
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平成 27 年 12 月 07 日 企業における PBL 研修見学（パナソニック新人研修） 

平成 27 年 12 月 09 日 中間評価ヒアリング（東京四谷） 

平成 27 年 12 月 10 日 平成 28 年度履修生募集説明会 

平成 27 年 12 月 16 日 第８回運営委員会 

平成 27 年 12 月 24 日 国内研修報告会（1 回目） 

平成 27 年 12 月 25 日 2ndQE 

平成 27 年 12 月 25 日 独創的研究経費審査（D1、D2) 

平成 27 年 04 月 14 日 独創的教育研究経費報告会 

平成 28 年 01 月 06 日 3rd QE 後半 

平成 28 年 01 月 07 日 1st QE 

平成 28 年 01 月 13 日 第９回運営委員会 

平成 28 年 01 月 21 日 第８回メンター会議 

平成 28 年 01 月 24 日～28 日 シンガポール A*STAR  シンガポール大と情報交換(飯

島先生）  

平成 28 年 01 月 25 日～ 

02 月 02 日 
平成 28 年度履修生募集 願書受理期間 

平成 28 年 02 月 16 日～18 日 企業・研究機関現地学習 つくば地区（NIMS、AIST、JAXA） 

平成 28 年 02 月 22 日～25 日 シリコンバレー 阪大北米センターほかと情報交換（飯島

先生） 

平成 28 年 02 月 22 日 企業・研究機関現地学習 SPing8 

平成 28 年 02 月 25 日～ 

03 月 17 日 

フランス ストラスブール大にて講義及び情報交換（久保

先生） 

平成 28 年 03 月 02 日 第 10 回運営委員会 

平成 28 年 03 月 10 日 第８回メンター会議 

平成 28 年 03 月 14 日～16 日 平成 28 年度履修生募集選抜試験（面接） 

平成 28 年 03 月 17 日 国内研修報告会（2 回目） 

平成 28 年 03 月 18 日 平成 28 年度履修生募集最終合格発表 

平成 28 年 03 月 18 日 海外研修報告会 
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